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第七話　あぁ青春の撮影日記

第八話　お祭りに吠えろ！
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　　　第七話　あぁ青春の撮影日記








ＣＡＳＴ





　●新人女優　神楽かぐらあずさ

　●アルバイト　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ

　●アルバイト　七しち味み唐とう子こ

　●熱血ＡＤ　秋あき川かわ浩ひろし

　●監督さん（名前不ふ詳しよう）

　●マネージャー　一いちノ瀬せ弘ひろ典のり

　●プロデューサー　真ま名な部べ譲じよう二じ

　●漫画家　駒犬銀ぎん一いち郎ろう

　●その妻　駒犬典のり代よ

　●悪徳刑事　漆うるし野の百ひやく太た郎ろう

　●役者犬　エリック

　●友情出演　駒犬銀ぎん花か

　●超友情出演　チンピラ倉くら畑はた健けん

　●超友情出演　チンピラ野の際ぎわ将まさ彦ひこ

　●超友情出演　ジョーンズさん達

　●その他大勢














　　　第一章　撮影日記は波乱で開く




　　　　　１




　暗かった。

　そりゃ時刻はもうとっくの昔にお日様が沈んじゃってる時刻だ。暗くて当たり前だ。

　でももし、太陽がさんさんと照りつける時刻であったとしても、少女の瞳ひとみは闇やみだけを見つめていただろう。

　そんな闇の中、少女は走り続けていた。

　自分がどこに向かっているのかもわからない。どこを走っているのかもわからない。

　わかることはただ一つ。

　恐ろしい何かが追いかけてくるってことだけ。

「あ！」

　何かに足をつまずかせ少女は転んだ。

　仕方のないことだろう。これまで走り続けていられたのが奇き跡せきのようなものだ。

　恐ろしい何かが自分を取り囲むのが、低い唸うなり声から判断できた。

　獣けものの唸り声が、四方八方から響く。

　見えない闇が恐怖を増長させた。

　少女が、抱えきれなくなった恐怖を瞳いっぱいに浮かべた時だった。

「がるるるるるるるるるるる！」

　何が起こったのか？　それはわからなかった。ただ理解できたのは、激しい争いが目の前で行われてるってことだけだ。

　十秒ほどその音が聞こえただろうか？

「きゃいん、きゃいん、きゃいん、きゃいん」

　尻尾しつぽを織り込んだような悲鳴、脱だつ兎とのごとく何かが逃げ出す物音。

　そして、その声は少女に届いた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　あずちゃん」

　その一言に、少女の瞳に盛り上がっていた水滴が一気にこぼれ落ちた。

「ぎーくん！」

　少女は目の前の気配に飛びついた。相変わらずの毛むくじゃらな感触をぎゅ～～って抱きしめて、激しく泣きじゃくった。




「ね、ぎーくん。一つお願いがあるんだけど」

　滑り台の天てつ辺ぺんで、少女は隣の毛むくじゃらにそう声をかけた。

「な～に？」

「手術が成功して、目が見えるようになったら、見せて欲しいの」

「い～～よ。何だって見せてあげるよ。で、何を見たいの？」

「ぎーくんの、ぬいぐるみをとった顔」

　沈黙が渦うずを巻いた。

「駄だ目め……かな？」

「お安い御用さ！」

「本当？」

「うん、本当さ」

「約束だよ」

　突き出した少女の細い小指に、毛むくじゃらの指が絡からめられた。

「指きりげんまんウソついたら針はり千本飲～ます。指切った」




　　　　　２




　むぎゅぅぅぅぅ！

　こめかみを靴で思い切り踏みつけられる感触で、銀ぎん之の介すけは最悪のお目覚めをした。

　目を開けると、こめかみを靴で思い切り踏みつけられていた。

　こんな理り不ふ尽じんで暴力的な起こされ方をされたのは生涯で数えたってまだたったの三十六回くらいしかない。

　ちなみにこの三十六回のうちの三十三回は居い候そうろうの銀ぎん花かがせっせと稼かせいだ数値だ。

　センタクバサミの恐怖。

　鼻の穴接着剤の恐怖。

　パンツに氷の恐怖。

　おでこに毛虫の恐怖。

　言葉じゃ言えない数々の恐怖。

　ああ、毎朝毎朝僕も苦労してるなぁ。

　涙るい腺せんを熱くしてると、頭上から雪崩なだれのように罵ば声せいを浴びせかけられた。

「起きろ！　バイト！」

　このままだと、革靴を履はいたゾウでも連れてこられそうだから銀之介は飛び上がった。

「はい。すいません。えっと……何か？」

「お前、仕事もせずに何ボケラっとしてんだよ」

「え、でも今は休きゆう憩けい時間だし。頼まれた仕事はちゃんと」

「あのなぁ、言われただけの仕事をこなしてるだけじゃ、この業界で生きてけねえんだ」

「いや、別にこの業界で生きて行くつもりは」

「人が見てる時でも、人が見てない時でも、せっせとこつこつたゆまぬ努力を続け、切せつ磋さ琢たく磨まして、初めて巨きよ匠しようと呼ばれるまでになるんだ」

「だから、別に巨匠と呼ばれなくてもいいんですってば」

「つまりだ。踏みつけられても踏みつけられても這はい上がっていく根性と、常に何かを作りたいという製作意欲が結果的にだな…」

　こりゃ駄だ目めだな。

　銀ぎん之の介すけは内心で舌を三回転くらい巻いた。

　たとえエルニーニョが襲いかかって来たって、この熱血ＡＤが黙ることはないだろう。

　となると仕方ない。

　銀之介はあんまり選びたくはないけどその選択肢しを選んだ。

「お話はよっくわかりました」

「わかってくれたか？」

「はい。で、何をしたら」

「そうだな。本当は自分で考えなきゃ駄目だが、特別に教えてやろう。午後からの撮影に備えて、トラックの機材を下ろしてテント下に運んでおけ」

「へいへいっと」

　銀之介はテントから足を踏み出した。

　ぎんぎら照りつける太陽が銀之介をちくちく攻撃した。

　まさに夏！

　立っているだけでも汗ばむ季節。

　一日一個アイスクリーム食べないと生きてることに疲れてしまう、そんな季節。

　かき氷と愛をささやくのが似合う。そんな季節。

　そんな夏！　の中を銀之介はとことこ歩いた。

　たどり着いたとこは駐車場。そこに駐車してある大型トラックにはいろんな撮影機材が詰まってた。

　それがど～～ゆ～～使われ方をするものなのかはさっぱりわからないが、ただ一つ言えることはある。

「こいつら、重いんだろうな」

　しばらく機材とにらめっこしてたけど、それで動いてくれるほど撮影機材ってものはお人良しじゃなかった。

「仕方ない……」

　銀之介は一番人の良さそうな顔をした機材を持ち上げると、炎えん天てん下かの中をえっちらおっちら運んだ。

　一つ目をテント下まで運んで来たとこで力尽きた。

「駄だ目めだこりゃ」

　いきなりへばった。近年希まれに見る軟弱ボーイだ。

「これ、誰も見てない夜やらせてくんないかな？　変身さえすればこんなの片手で」

「あれ。銀ぎん之の介すけ君じゃん」

　聞き慣れた声で銀之介は振り返った。

　案あんの定じよう見慣れた顔が大きなアイスボックス抱えてた。

「ど～～したの。休きゆう憩けいの時間じゃないの？」

「熱血ＡＤ秋川さんにこめかみを踏みつけられたんだ」

「は？」

「とにかく、巨きよ匠しようになるにはたゆまぬ努力を惜おしんじゃ駄目ってことだ」

　意味不明なこと言って銀之介はシートの上に座り込んだ。

「それより唐とう子こだって、今は休憩時間のはずだろ」

「あ、みんな大変そうだから。アイスクリーム買って来て配ってるの。差し入れにって。あ、はい銀之介君の分だよ」

　唐子はアイスボックスからスイカバーを引っこ抜いた。

「銀之介君。これが好きだよね」

　銀之介は受け取らなかった。

　まん丸い瞳ひとみで唐子をじっと見つめた。

「これは頼まれてか？」

「ううん。違うよ」

「お金は？」

「自じ腹ばらだよ」

「なるほど」

　たいそう長い時間、唐子のそばかすの数を数えてから銀之介は口を開いた。

「唐子は巨匠になれるかもな？」

「え？」

「何でもない何でも」

　スイカバーを受け取ると袋をひっぺがして口に押し込む。

　夏だぜって味が口中に広がった。

「アタシも食べよっと」

　唐子もスイカバーを引っ張り出すと銀之介の隣で食べ始めた。

　しばし夏を堪たん能のうする音が響いた。

　二人を知らない皆さんのために一応紹しよう介かいしておこう。

　このスイカバーを頭からがじがじ食べる青年の名前は駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ。ほそぼそと売れてる漫画家の父親を持つ高校二年。どこにでも転がってるような外見だが、どこにでも転がってなさそうな体質の持ち主である。

　そして、スイカバーのチョコで出来た種だけをほじくって食べようと悪戦苦闘してる娘むすめの名前は、七しち味み唐とう子こ。うどん屋の父を持つ同じく高校二年生。

　田舎いなかの高校にいそうな純じゆん朴ぼくかわい系の娘こだけど、どこにでもいそうでない性質の持ち主である。

　長なが野の県の南みなみ信しん州しゆうに位置する飯いい波なみ市在住の二人が、ここ青あお森もりの外れで何やってるかとゆ～～と。

「でも、考えてみればすごいよね」

「何が？」

「だって、アタシ達、今ドラマの撮影現場で働いてるんだよ」

「だな」

「しかもそのドラマの原作って、銀之介君のお父さんの漫画なんだもんね」

「だな」

　銀之介は首を持ち上げた。

　そして、一月半程前のことを思い浮かべた。

　あれは、六月も終わろうとしていた土曜日の出来事だった。





　ある休日の昼下がり。

　銀之介はぐったりとソファーに体を任せていた。

　朝からずっと銀ぎん花かにオセロの相手をさせられていたのだ。

　彼女のマイブームが終わるまでは容よう赦しやしてくれそうもなかった。

　それを見かねてか、母親が銀花を半ば強引に買い物に連れて行ったため、こうやってのんびりしてられるのだ。

「冗じよう談だんじゃないよ。何が悲しくて朝六時にたたき起こされてオセロをしなくちゃなんないんだよ。せっかくの休みだってのに」

　銀之介はぐちぐち愚ぐ痴ちった。

「しかもどうして63対５で僕の方が負けてんだよ」

　小学五年生に負けてる頭脳に、やるせなくなった。

　このまんま愚痴ってるとどんどん気分が滅め入いってくる。かと言って眠ろうとしても黒と白のホクロがちらついて安眠させてくれない。

「テレビでも見るか」

　銀之介はげっそりそう言うとリモコンスイッチを押した。

　年がら年中、栄養ドリンクを血管注射してそうなお姉さんが、水着で声を張り上げていた。

『日本で最初に海開きがここ沖おき縄なわで行われました。もう夏はここまで来ています。皆さんのところに夏が届くのもあとわずか。皆さん、夏休みの予定はもうお決まりでしょうか？』

「夏休み[image: さんてん][image: さんてん]か。まぁいつものよ～に暑さでぐた～～っとして終わるんだろ～な。それとも唐とう子こんとこでバイトでもさせてもらおうかな？」

　なんて独ひとり言ごとライブやってると、電話の鳴る音が鼓こ膜まくをくすぐった。

「へいへいへいっと」

　名な残ごりを惜おしむソファーに別れを告げて電話前へと足を向ける。

　受話器を持ち上げようとして、銀ぎん之の介すけは手を止めた。

　背中をイモムシが這はったのだ。

　一瞬、かすかではあったが間違いなく這ったのだ。

　厄やく災さいを呼ぶイモムシ！

　最近、銀之介はこの感触にこう名前をつけた。１００パーセントとは言えないがこのイモムシの通った後には厄災が訪れている。

　居い候そうろうの銀ぎん花かがやって来る時もイモムシは這った。

　学校に刈かり谷や先生が来た時もイモムシは這った。

　夕食のおかずにトロロイモが出た時もイモムシが這った。

　今度は一体[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]。

　銀之介は身構えると、勇気をぎゅいっと振り絞り受話器を耳に押しつけた。

「もしもし」

『もしもし。真ま名な部べという者ですが、駒こま犬いぬさんのお宅ですね』

　正直ビンゴだって思った。

　とてつもなく真面まともなことやってそうもない声だったからだ。

　こんな声が出せるのはマフィアか麻薬密売組織のボスくらいだと相場が決まってる。

　かけ間違いだと心の底から願うけど、相手はしっかり駒犬って言った。駒犬なんて苗みよう字じは他にはそうないだろう。

「はぁ、駒犬ですけど[image: さんてん][image: さんてん]あの[image: さんてん][image: さんてん]どんな御用で[image: さんてん][image: さんてん]」

『こまぎんさんにお話があるのだが』

「こまぎん？」

　一瞬目が干しぶどうになった。でもすぐに思い出した。

　漫画家やってる父親のペンネームが、こまぎんだってことに。

　とりあえず自分とは関係なさそうだから、銀之介はちょっとホっとした。

「しばらくお待ち下さい」

　お待ち下さい音楽ボタンをぽちっと押すとコードレス電話の受話器片手に父親の働く仕事部屋へと向かった。

　扉を開けると、相変わらずのインクの匂におい。

　で、かりかりかりかりやってる父、銀ぎん一いち郎ろうの姿があった。

　締め切り遠いのに珍しく仕事してるじゃんと感心して後ろから覗のぞいて見たけど[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]、原稿のはじっこに鉄腕アトムのパラパラ漫画描かいて遊んでいた。

　ま、こんなこったろうと思ったぜって息を漏もらしてから、銀ぎん之の介すけは父に声をかけた。

「父さん。電話だけど」

「お、そうか」

　銀一郎はペンを置くと眼鏡めがねをちょいと押し上げた。

　父親参観日の運動会では決まって最下位を記録していたひょろひょろのおじさんだ。

　でも銀之介と同じ体質の持ち主だから、ああなってああなった時は戦車だってひっくり返せるとんでもないおじさんでもある。

「真ま名な部べさんって人、こまぎんさんのお宅でしょ～～かって言ってたから、仕事関係の人だとは思うけど」

「真名部？　はて～そんな人は知らないが」

　銀一郎は首を傾げながら受話器を受け取った。

「父さん。気をつけたほうがいいよ。声からして絶対真ま面じな商売やってなさそうな人だから」

「何言ってんだ。匂いも嗅かいでないくせにそんなことわかるか」

　銀一郎はぽちっとボタンを押すと受話器を耳に押しつけた。

「もしもし。え？　本州テレビの方」

　受話器からぼそぼそと声が聞こえる。今の集音率低い耳じゃ聞き取れないけど、銀之介は固い唾つばをごくごく飲んで見守った。

　一体どんな電話なんだ？

　国際的麻薬密売組織から用心棒のお誘いか？

　それとも昔つぶしたマフィアのボスが復ふく讐しゆうを宣言して来たのか？

　昔つぶしたマフィア？

　自分の想像ながら銀之介は苦笑した。

　いくらなんでも、空あき缶かん潰つぶすにもはーはー息切らしてる父さんにそんなこと出来る訳が[image: さんてん][image: さんてん]。

　でもそこまで考えたとこで青ざめた。

　もし、あれがあれしちゃった父さんなら[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]。

　頭にあれがあれしちゃった父親の姿が浮かんだ。

　マフィアの十や二十、熟うれたニキビよりも簡単に潰してしまえそうだった。

「あ～も～我が家はおしまいだ～～。地の果てまでヒットマンが追いかけて来るんだぁ！」

　一人、想像の世界で恐怖し転げ回る銀之介。

　その脇で受話器を握っていた父、銀一郎は突如立ち上がって叫んだ。

「ぬわんですって！」

　唐とう突とつの父親の叫びに、銀ぎん之の介すけは息を止めた。

「はい。はい。は～～。そ～～ゆ～～ことで。いやいや本当に。わざわざ電話を。ど～～～もど～～～も」

「な、何だったの？」

「銀之介」

　銀ぎん一いち郎ろうはいつもトロンとしてる目を、珍しくぱっちり開けて叫んだ。

「『一人と一匹ぴき物語』がドラマになるぞ！」

　そして踊り始めた。

「は？」

　銀之介は白目の比率を多くして考え込んだ。

　父親が月刊誌に連載してる漫画は、基本的にはギャグの４コマだ。『ポチと一緒』っていう題名で、まぁ、下らない奴やつだ。

　でも、半年程前、出版社からの依頼で少々真ま面じ目めハートフルな奴を描かいたとか言ってた。それが『一人と一匹物語』とかいうタイトルだったような気がする。

　読んではないけど、盲目の少女と犬とのハートフルな話だとかなんとか。

「で、それがど～～したの？」

　銀之介がいくら尋たずねても返事は返って来なかった。踊りも止やまなかった。

　いつまでも踊り続ける銀一郎から全すべての経けい緯いを聞いたのは、帰ってきた母、典のり代よがフライパンで一発殴なぐりつけた後だった。




　　　　　　　　　　　　　　回想終わり






「本州テレビ開局十五周年特別企画の一環として、少し変わった動物愛の話ってことで父さんの漫画に白しら羽はの矢が立ったそうだ。って言うか、もともと予定してたのがなんかの事情でダメになって急きょ決まったんだってさ」

「ラッキーだよね」

「まぁ確かにラッキーだと思うが……」

　スイカバーを口に押し込んだ銀之介は心の底から愚ぐ痴ちった。

「撮影見学に来たはずの僕らがどうしてこうこき使われなくちゃならないんだ？」

「いいじゃない。バイト代はもらえるって言うし」

「まぁ。家にいて夏休みで元気１２０パーセントで活動してるお銀ぎんの相手をしてるよりはいいが。………それより唐とう子こんとこは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「何が？」

「七しち味みうどん亭ていのことだよ。親おや父じさん一人で人手不足じゃないのか？」

「あぁ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。たまには普通の女の子らしく夏休みを楽しみなさいってお父さん言ってくれたし。店の方は夏休み中のジョーンズさん達が交代で手伝ってくれることに」

「ジョーンズさんって言うと、この間紹しよう介かいしてくれた？」

「そう。立川の米軍基地の軍人さん達」

「あの飯いい波なみ市を一時間で占せん拠きよしてしまえそうな人達ね……」

　銀ぎん之の介すけはこの間、唐とう子この家、うどんの七味で会ったごつい方々を思い浮かべた。

　唐子んとこのうどんに惚ほれこんで月に一度は食べに来るという米軍の方々だ。

　爆弾を運ぶのは似合いそうだが、エプロンつけてうどんを運ぶ姿はどうしても想像出来なかった。

　あんな人達に給仕されたら、さぞやうどんを飲み込むのに苦労することだろう。

　銀之介がお客の皆様に深く同情した時だ。

「おい、駒こま犬いぬ」

　後ろから声が飛んで来て後頭部にコツンと当たった。

　振り返ると、さっき銀之介のこめかみを踏みつけた熱血な方だった。

「あ、秋あき川かわさん。怠なまけてた訳じゃないんです。ちょっと一休みしてただけで、すぐに行き」

「いや、いいんだ。それより二人ともすぐにホテルに戻ってくれ」

「え？」

「真ま名な部べさんが呼んでるんだ」

「真名部さんが」

「ああ。なるべく急げとの話だからな。じゃな」

　情熱あふれるＡＤ秋川さんはそれだけ言うと自分の仕事に戻って行った。

「ミスターＭがお呼びだって」

　唐子が口を開いた。

「そうだな」

　銀之介が答えた。

「今度はどんな依頼だろうね」

「きっと国家機密に関係することに違いないぞ」

　神しん妙みような顔つきで見つめ合ってから、同時に噴ふき出した。

「馬鹿言ってないで、行こ。プロデューサーの真名部さんとこに」

「ああ。少しでもこの暑さから逃れられるならどこにだって行く」

　二人はとっとことっとこホテルへ向けて歩き出した。
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　撮影現場近くのホテル。

　その一室に二人はやって来た。

　一室って言ったってそんじょそこいらに転がってる一室じゃない。

　銀ぎん之の介すけと唐とう子こがいくらがんばってお小こ遣づかいを貯めたって、ここに泊まるには二、三年はかかる。

　そんなとってもスイートなお部屋だ。

　そこにミスターＭはいた。

　プロレスラーを五、六人募集しないと動かせないような机を腹に抱えて、プロデユーサー、真ま名な部べは座っていた。

　一言で言うと悪人面づら。さらにいかがわしいサングラスなんぞもつけてるから悪人レベルに拍車がかかる。

　でもただの悪人面じゃない。葉巻をくわえながらペルシャ猫の背中を撫なでるのが似合うくらいレベルの高い大物悪人面なのだ。

　大したもんだ。麻薬密売組織のボスでもなけりゃこんな顔は出来ないもんだがな。

　銀之介は毎度毎度ながらそんなことを頭の中で呟つぶやいた。

「忙しいところをすまないね」

　真名部は薄い唇くちびるを開いた。

「いえ、どうも」

　迫力において足下にも及ばない銀之介はコメツキバッタみたく頭を下げた。

「どうだい？　撮影の仕事は面白いかい？」

「ええ、はい」

「今日の午後には主要出演者が到着する。夕方にはワンシーン撮影出来る。これからもっと忙しくなるからな。君達もがんばってくれたまえ」

「………はい」

　銀之介はかなり錆さび入いってる返事で答えた。

「しかし残念だな。こまぎんさんが見学に来れないなんて」

「はぁ、締め切りが近いとかで」

「さすが。大作家先生は引く手も数多あまたということだ」

「いえ、そんな大層なもんじゃなくて。数少ない連載の原稿、出来てたんですけど、ちょっとした事故で燃えちゃって」

「え！　そ～～だったの？」

「あ、唐子にも言ってなかったか、この話。お銀ぎんの馬鹿が花火の火付けに使っちまったんだ。それでまぁ半分程炭になってくれちゃって」

「うわ～～。やっちゃったね。お銀ぎんちゃん」

「まぁ、その失敗は尻に三つお灸きゆうって罰で済んだんだが。魔法使いでもなけりゃ燃えた原稿を元に戻すなんて出来ないし」

「それでど～したの？」

「父さんは何が何でも撮影を見学に来るとかわめいてたけど、母さんが椅い子すに縛しばり付けて、今必死にやりなおしてる。仕事が終わり次第こっちにすっとんで来るってさ。まぁ無理だと思うけど」

　ゴホン。

　真ま名な部べが咳せき払ばらいをした。

　無む駄だ話はそれくらいにしとけや的意味をたっぷりと含んだ咳払いだ。

　無視するとヒットマン送られそうだから銀ぎん之の介すけと唐とう子こは背筋を伸ばして無駄話にのれんを下ろした。

「さてと。それじゃ本題に入ろうか。二人を呼んだのは他でもない」

　真名部は軽く身を乗り出し言った。

「実は君たち二人に特別な仕事を頼みたいんだ」

「僕ら二人に？」

「特別な仕事？」

　銀之介と唐子は怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

　真名部のあの顔で特別な仕事って言われたら、ヤバ系の仕事しか頭に浮かばないのだ。

「特別な仕事って……」

　銀之介の頭に、自分が白い粉運んでる光景が浮かんだ。もちろんそれは頭に「ま」のつく薬のことだ。

「特別な仕事……………」

　唐子の頭にも白い粉運んでる光景が浮かんだ。でもそれはうどん粉だった。

「その特別な仕事とは」

　真名部は、映画的な演出をたっぷりととってから言った。

「主役の付き人だ！」

「え？」

「あ？」

　予期してた仕事の内容とはものごっつかけ離れてたから、二人は口をポカンとさせた。

「いつもついてる付き人の方が夏風か邪ぜにやられてダウンしてしまったそうなんだ。それで代わりが見つからないということで。何、難しいことじゃない。いろいろと細こま々ごました世話を手伝ってあげればいいだけだ。どうかな？　やってもらえるかな？」

「いいで…」

　す、の半分までいいかけた唐とう子この口を銀ぎん之の介すけはぐわっちり押さえつけた。

「すいません。ちょっと時間をいただいても」

「相談タイムかね。かまわんよ」

　銀之介はもごもご言ってる唐子を引き摺ずって部屋のスミまでこそこそって向かった。

　相談タ～～イムの始まりだった。

「も～～何するの。銀之介君。窒ちつ息そくするかと思ったよ」

「窒息するかと思ったよじゃないよ。まったく。いきなり二つ返事して。唐子は主役の女優のこととか知ってるのか？　僕は全然知らんぞ」

「え～～と、確か神楽かぐらあずさっていう女の子らしいよ。え～～と、新人女優さんで。なんでも今回の主役が大抜ばつ擢てきらしいよ。年はアタシ達より一つ下の十六歳さい。花の高校一年生」

「考えても見ろよ。付き人に細こま々ごまとした世話をやらせようとする奴なんだぞ。ものすご～く性格悪いんじゃないのか。高こう慢まんちきで自己中で」

「やっぱそうかな。こっちの業界個性的な人が多いって言うし」

「だろ、絶対そうさ。きっと僕らをあごで使うつもりなんだぞ。年下の女の子にあごで使われてみろ。なんか情けなくて、ムカムカして絶対寿命が縮まるぞ。な、ここは余計な仕事は断った方が…」

「あ、言い忘れたが、もし引き受けてくれたらバイト料は15パーセントアップだ」

「しかしな。やっぱり人生勉強だと思うんだ。いろんなタイプの人間と接することも大事だと思う。だから引き受けよう。いいよな。唐子」

「………銀之介君…………。けっこうあれなんだね」

「あ、あれって何だよ。言っとくがバイト料アップって言葉で心が動いた訳じゃ」

「いいよ別に。アタシも引き受けるつもりだったし。アタシ一回やって見たかったんだ。芸能人の付き人って」

　カップラーメンが出来上がる前に、相談タイムは終了した。

「引き受けます。その仕事」

「そうか。ありがとう。やってくれると思っていたよ」

　真ま名な部べはボスキャラの貫かん禄ろくで満足そうに頷うなずいた。

　その時。

　真名部の胸ポケットの携けい帯たいがやかましく自己主張した。

「もしもし。そうか。わかった」

　真名部は携帯電話を泣きやませるとゴッドファーザーみたいな面おもを持ち上げた。

「主演俳優の皆様が到着したそうだ。すぐにホテルの正面玄関に向かってくれ。それじゃな。くれぐれも頼んだぞ」
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　ロケバスがホテル前に到着していた。

　口からは次々と出演者が吐はき出される。

　中には、テレビでいつも見てる人とかもいるもんだから、一般市民な二人は素直に喜んだ。

　ついつい色紙とマジック持って背中のブースターに火をつけてすっ飛んで行きそうになるけど、重大任務を思いだし自じ粛しゆくした。

「それじゃ、行こうか」

「そうだな」

　二人は、次々と出演者が吐き出されるバスの口にスタンバると、出てきた中年俳優に声をかけた。

「すいません。神楽かぐらあずささんは？」

「え？　ああ。確か一番後ろに座ってたからね。最後に出てくると思うよ」

　男の言う通りだった。

　すっかりマイクロバスが胃袋を空にしたと思った頃、その少女は吐き出された。

　少しだけボーイッシュに髪の短い少女だ。一つ年下ということだがとてもそうは見えない。

　むしろ唐とう子こより年上と言われても頷うなずけるとこがあるくらいだ。

　ど～～してだろ？

　銀ぎん之の介すけは目の前の少女が唐子よりも大人おとなびて見える理由を考え込んだ。

　そして結論を二つ出した。

　そばかすがないってことと。

　視線を下ろす。

　唐子よりも出るとこがしっかり出てるってことだった。

　銀之介の分析結果を、なんとなく予想した唐子は思い切りヒジを食らわした。

「もー、早く挨あい拶さつ」

「ああ。え～～と、神楽……あずささんですよね」

「え？　はい」

「どうも。ここでの撮影の間、神楽さんの付き人をつとめさせていただく駒こま犬いぬ銀之介です」

「同じく、七しち味み唐子です」

　唐子と銀之介はとってつけたようなきおつけのポーズを決めた。

「え？　付き人？」

　女優、あずさは不思議そうに目をぱちくりさせた。

「はい。プロデューサーの真ま名な部べさんにいろいろと細こま々ごまとした世話をするように言われてます。どうぞよろしく」

「よろしくね」

　にこやか～～にとってつけたような笑みを浮かべる二人に、あずさはしばし困こん惑わく気ぎ味みの表情を浮かべてた。

　それでも少々時間をかけてあずさはにっこり微笑ほほえんだ。

「付き人さん用意してもらうほどの身分じゃないんですけど。よろしくお願いしますね」

　それは、最近の若者相手じゃとんとお目にかかれない礼儀正しい挨あい拶さつだった。

　こ～まんちきのこの字も、じこちゅうのじの字すらこびりついてはいない。

『あ～～ら、私の付き人。それじゃこの荷物持ってくれないかしら？　ブランド品がぎっちり詰まってるからくれぐれも汚よごさないでねぇ』

　なんて返答が返ってくるもんだと思ってたもんだから、銀ぎん之の介すけも唐とう子こも呆あつ気けに取られて口を開けたモアイと化した。

　さらに追い討ちをかけるよ～に。

「あの、部屋は？」

「あ、はい。今案内します。荷物持ちますよ」

「あ、いいです。自分の荷物ですから自分で運びます」

　なんて言って、一人でバスの荷物入れからボストンバッグ引っ張り出すもんだから。

　やっぱり二人は口を開けたモアイになった。

「いい娘こじゃん」

　片方のモアイが口を動かした。

「本当だね」

　もう片方のモアイも息を吐はき出した。

「てっきり倉くら地ち先生みたいのが来ると思ってたんだけど」

「あ、そんなこと言ってたら倉地先生が怒って飛んで来ちゃうよ」

「くわばらくわばら」

「とにかく、あの子とは仲良く出来そうだね」

「ああ」

　二人は楽しい撮影日記の始まりの予感に、微笑ほほえみ合った。

　それからホテルの部屋を案内しようとあずさに歩み寄った。

　しかし、障害が立ちはだかった。

「君達、うちのあずさにむやみに近づかないでくれたまえ」

　突然両手を広げて割って入って来た男に反友好的にそう叫ばれた。

「どなたですか？」

「どなただと？」

　あんまり健康的な生活送ってなさそうな男はフンと鼻を鳴らした。

「僕は、劇団やま猫の会計役の一いちノ瀬せだ。今回はあずさのマネージャーとしてついて来た」

「マネージャー？」

「そうだ。撮影中のあずさの世話は僕がやる」

「え？　だって付き人の人が夏風か邪ぜでダウンだって。だから僕ら」

「付き人を要よう請せいした覚えなんかないぞ。とにかく、あずさに近づかないでくれ！」

「一ノ瀬さん。止めて下さい」

「いいんだ。君はこれからビッグになるんだから。こんなカスみたいな連中となんか律りち儀ぎに会話しなくていいんだ。さ、行くぞ」

　一ノ瀬はあずさを引っ張ってホテルの中へと消えて行った。

　またモアイが二体残された。

「ど～～ゆ～～こと？」

　唐とう子こが答えを求めた。

「さぁ」

　銀ぎん之の介すけはさっぱりわかりませんとかぶりを振った。

　と、後ろからポンと肩を叩たたかれる。

「おい、二人とも。付き人引き受けたんだって？　いや、大たいしたもんだよ」

　わりと気を許してくれるカメラマンのおじさんだ。

「噂うわさをすれば影だ。主役の御到着のようだ。大変だろうけどよろしく頼んだぞ」

　おじさんがあごで指した方向へ二人は目を向けた。

　けっこう値がはりそうなワゴン車がゆっくりとホテル前にやって来るとこだった。

「ねぇ、銀之介君。一応確認したいから聞くんだけど、このドラマってどういう話だっけ？」

「目の見えない少女と、その飼犬との物語」

「目の見えない少女役をするのが神楽かぐらさんでしょ。でも付き人するのは彼女じゃない。つまり、ミスターＭが言ってた主演俳優って」

「それ以上は言わないでくれ。僕、ものすごくいやな予感がして来たんだ」

　銀之介は鼻の奥に割箸でも突っ込んだような表情を見せた。

「やっぱり、点を取ったら大きくなるやつかな？」

「まさか。いくらなんでも点を取ったら大きくなるやつなんてこたないだろう」

　笑ってるのか泣いてんだかボーダーラインで微妙に揺れ動く表情で二人はワゴン車の動向を見持った。

　ワゴン車はゆっくりと停止した。

　運転主がせかせか下りてくると扉を開けた。

　そして、主演俳優は姿を現わした。

　まさしく「てん」を取ったら大きくなるやつだった。

　犬である。

　別名、ワンコロとも言う。

　運転手が敷いたマットの上に、思い切り気ぐらいの高そうな犬はぴょんと降り立った。

　犬犬犬犬犬犬。どこからどう見よ～～が犬。どうひいき目に見たって犬以外の動物には見えない。

「犬……だな」

　銀ぎん之の介すけは自分自身に追い討ちをかけるように呟つぶやいた。

「犬……だね」

　唐とう子こもその追い討ちに乗っかった。

　そして二人仲良くがっくりと頭こうべを垂れた。

　二人は犬の付き人としての仕事を想像してみた。

　犬の付き人のお仕事その一。

　散歩。

　犬の付き人のお仕事その二。

　フンの始末。

　犬の付き人のお仕事その三。

　お手。

　想像してた業界のお仕事と全然違ってたもんだから、ちょっとダークになった。

　でもまてよ。

　銀之介は思い直した。

　このワンコロの世話をしてるだけで炎天下の中の理不尽な強制労働を回避出来るって言うんなら、これはこれで悪くないのかも。

　しかも時給は高い。

　ご機嫌を取って損はないはずだ。

　魅み力りよく的てきな考えに、銀之介はにんまりほくそ笑んだ。

「わんちゃん。よろしくな」

　不純な心満まん載さいでしゃがみ込むと銀之介は右手を差し出した。

「お手！」

　ガブリ！

　返って来たのはお口だった。

　思い切り嚙かまれた銀之介はひ～～ひ～～転げ回った。

「なんてことをするんだい。うちのエリックはそんじょそこいらの犬じゃないんだ。史上初の動物タレント。来春にはレギュラー番組を三本持つ予定の天才犬なんだ」

「は……ぁ」

「デリケートなんだから。くれぐれもよろしく頼むよ」

　動物タレント事務所の人はそれだけ言い残すと車で去って行った。

　立ち去る顔に笑みがあった。さぞや車の中でこの犬に泣かされたのだろう。

　銀ぎん之の介すけは手の痛みに耐えながら運転手に同情した。

　と、同時に今後のことを思い気分をダークにした。

「引き受けちまったんだから。やるしかないか」

「そ～～だね」

　唐とう子こはしゃがみ込むとこれ以上は無理ですって笑顔で語りかけた。

「よろしくね。エリックちゃん」

　唐子の精一杯の笑顔も、これでもかってくらい邪じや険けんにされた。

「フン！」

　エリックは馬鹿にしたような目を向けると、フンと鼻を鳴らした。

　犬というものは、集団において人間に順位をつけるという。

　まさにこの時、銀之介と唐子の順位付けがなされた。

　最下位レベルに。
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　撮影脇わきに小さな沖おき縄なわが作られた。

　ビーチパラソルがで～～んと立てられ、太陽光線を夏色の光に変えている。

　地面に置かれたテープレコーダーからは夏色メロディーが流れてる。

　そしてパラソルの下にはグラマーお姉様がビキニで横たわると似合いそうなビーチチェアが抜ばつ群ぐんの角度で設置される。

　でも、そこに横たわってるのはグラマーお姉様なんかじゃない。

　サングラスをつけた……犬だ。

　少なくともビキニは似合わないだろうから、ギャラリーとしてもやってられない。

　でも一番やってられないのは、犬の隣にかしづいて団扇うちわを扇あおいでる少女、唐とう子こ本人だった。

「前に観みた映画で、王様の隣でこうやって団扇うちわを扇あおいでる家け来らいを見て気の毒だな～って思ってたけど」

　唐子はぼそっとぼやいた。

「ちょっとうらやましいな。……王様って人間だから」

「ううううう」

　犬、エリックは低く吠ほおえた。日本語に訳すと、手が止まってるぞ！って意味だ。

「ごめんね。エリックちゃん」

　唐子は慌あわてて団扇をぱたぱた扇いだ。

　なんだかむしょうに腹立たしいものを感じるけど、逆さからったら嚙かまれて痛いし、それにやせてもかれても主役には違いないんだからあまり思い切ったことは出来ない。

「よ～～し、シーン12。ご主人様の危機を知ってひたすらに走るシーンだ。犬！　準備いいか？」

　監督の声に、エリックは露ろ骨こつにやな顔をした。

　犬って呼ばれたのがそ～～と～～気に入らないようだ。

「あぁぁぁぁ、監督さんエリックちゃんの名前知らないから。後でちゃんと教えとくからね」

　唐子はフォローを飛ばした。機き嫌げんが悪くなって後で痛い思いをするのは付き人の二人なのである。

「ほら、出番だって。エリックちゃん」

「ばう」

　エリックは動かなかった。ビーチチェアの上でごろりと寝返りを打っただけだ。

「すいませ～～ん。ちょっと待って下さい。エリックちゃん喉のどが乾かわいてるらしくて、もうすぐジュースが到着するんで。それ飲んだら多分」

「しょ～～がね～～な～～」

　監督は舌打ちした。

「こんなことになるんじゃないかって思ってたんだよ。あの犬コロが扱いづらいってのは目め茶ちや苦く茶ちや有名な話だからな」

　監督が愚ぐ痴ちる中、走ってくる青年がいた。

　ごてごて南国フルーツの載のっかったトレイを片手に持った銀ぎん之の介すけだ。

　銀之介は、運動会ではヒーローにはなれないなって走りを見せつけて、エリックのもとへとやって来た。

「なんとかこぼさずに来れたぞ」

「ご苦労様」

「しかしトロピカルジュースじゃないと飲まないなんて、なんてわがままな……」

「駄だ目めだって。またスネに傷が出来るよ」

　唐とう子この忠告で銀之介は口をつぐんだ。

　すでにスネは傷だらけ。これ以上嚙かまれたらもはやカタギには戻れなくなってしまう。

「ほら、エリック様。トロピカルジュースだよ。これ飲んだらお仕事しよ～ね」

　通りすがりの猫が思わず吐はき気をもよおすような猫なで声で、銀之介はトレイをエリックの頭んとこへと寄せた。

　エリックはフンと鼻を鳴らしてストローに口をつける。

　トロピカル色の液体がつ～～っとストローを伝わってエリックの口の中に吸い込まれる。

　ピクリ。

　エリックの口元があんまり良くない感じで動いた。求める味ではなかったらしい。

「ばうう」

　エリックはジュースをぺっと吐き出すとトレイを手で払った。トロピカルな液体が銀之介の顔にぶちかかった。

　そんな様子を見てエリックはへらへら笑った。

　最強に人を馬鹿にした笑い。

　プッチン！

　銀之介の頭で何かが音をたててぶち切れた。

「も、もう限界だ！　もう我が慢まん出来ん！」

　大だい魔ま神じんと化す銀之介を唐子は慌あわてて止めた。

「駄目だよ。気持ちはわかるけど相手は動物なんだから………」

　しかし唐子は続けた。

「でもちょっとくらいならいいんじゃないかな。しつけってことで」

　唐子は銀之介を止める手を緩ゆるめた。

　何のことはない。一応、社交辞じ令れい的に止めただけであって、唐子だって頭に来てたのだ。

「よし」

　銀之介は拳こぶしをぽきぽき鳴らした。いや、実際は鳴ってなかったけど鳴らしたつもりになった。

「その高こう慢まんちきな鼻へし折ってやる」

「がんばって！　銀ぎん之の介すけ君！」

　唐とう子この応援を合図に、バトルが始まった。

　バトルはたった五秒で決着がついた。

　言うまでもなく…………。

　エリックの圧勝だった。

「うぅぅ、なんて強い犬なんだ。やっぱり天才犬は伊だ達てじゃない」

「違うよ。銀之介君が弱すぎるんだよ」

　唐子は呆あきれたようにそう呟つぶやいてから、やれやれと首を振った。

　と、目を輝かせた。い～～こと思いついたって顔つきだった。

「銀之介君。待ってて。今すぐあれを用意するから」

「あれ？」

「そう。やっぱり暴力じゃ何も解決しないと思うんだ。ここはやっぱり迫力で勝負しないと」

　意味不明なことだけ言って、唐子はホテルの方へ走り出した。




　人間って馬鹿だぜ。

　エリックは頭の中で思った。

　その中でも、下げ僕ぼく１は一番馬鹿だ。

　尻しりをかまれてひーひー言ってる下僕１の姿を思い浮かべ、エリックが思いだし笑いを浮かべた時だ。

「エリックちゃ～～～ん」

　自分を呼ぶ声だ。

　首を動かすと、下僕２がにこやか～～に微笑ほほえんでいた。

　そばかすの張り付いた人間の雌めすだ。

　エリックは猫ねこ撫なで声ってのが嫌いだったからきっぱり無視しようと思った。

　でも無視出来なかった。

　下僕２の手には、高級ドッグフードの缶かん詰づめが握られていたからだ。

　しかも蓋ふたが開いていい感じの香りが漏もれている。

　エリックの口の中にヨダレが充満した。

　くれよってな意味を込めて吠ほえたけど、下僕２はくれなかった。

「あげたいんだけど。ここで食べるよりもっと静かなとこで食べる方がおいしいよ。こっちこっち」

　下僕２は缶詰をちらつかせたままひょこひょこ後退を始めた。

　作為的なまでの怪しい動きだったけど、エリックはかまわずビーチチェアを下りた。

　ひょこひょこ進む下僕２の後を着いていった。

　少し進み、撮影機材用テントの後ろで、下げ僕ぼく２は足を止めた。

「はい、ここならいいでしょ」

　下僕２は缶かん詰づめを皿に開けると床に置いた。

　エリックとしては、こんな不衛生なとこで食事するのもなんかやだったけど、お腹も空すいてたからその場で頰ほお張ばった。

　高級な味がした。そんじょそこいらのドッグフードとは比べものにならない味。

　と、突然目の前に人影がしゃがみ込んだ。

　ちらって見上げると、エリックが世界で一番馬鹿って順位をつけた下僕１だった。

　ど～～してか手にどんぶりを持ってたけど、エリックにはどうだってよかった。

「エリック様。僕もここでご飯食べていいですかね？」

　お前なんかと一緒に食べたら飯がまずくなる！　って意味を込めて吠ほえたかったけど、口にものがいっぱいで喋しやべれなかった。

「それじゃいただきま～～す」

　下僕１は勝手に食事を始めた。白くて長細いもんをつるつるすする。うどんって呼ばれる人間の食べ物だ。

　これを飲み込んだら、またスネにかみついてさっさと追い払ってやる。

　そう頭で決めてもぐもぐしてたエリックだけど、その咀そ嚼しやくがピッタリ止まった。

　今、目の前でとっても信じられないことが起こったからだ。

「エリック様」

　すっかりワイルドな風ふう貌ぼうになった下僕１はぐいっとエリックに顔をくっつけた。

　そして言った。

「僕らもう少しい～感じの関係を築いた方がいいんじゃないですかね」

　にんまり微笑ほほえむ下僕１の口から、真っ白な牙きばが垣かい間ま見えた。

「☆★★○◇★！！！！！」

　エリックはこの世じゃ二度と聞けないような甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　この時、エリックの中での順位表がぐわんと変動した。




「しかしまぁ気の毒っちゃ～気の毒だな」

　監督は煙草たばこふかしながら呟つぶやいた。

「あの馬鹿犬にいいように扱き使われて精神をすり減らすあのバイト二人も」

「ですね。前に専属で付いてた人って、結局精神病院行きになっちゃったって話ですよ。自分ってなんなんだろって思いつめて」

「なんてったって相手は犬だからな。へいこらしてるうちには自分の存在理由を見失っちまうだろ」

「いっそ、あの犬外しちゃったらどうです？」

「そうしたいんだがな」

　監督は煙混じりのため息を吐はき出した。

「芝居が出来る犬ってのはそういないぞ」

「ですね。自転車に乗る犬だったらこの間、テレビで見たんすけどね」

　ＡＤ秋あき川かわは煙草に毒されてない健康的な息を吐き出した。

「可哀かわい想そうだが、あの二人には生いけにえになってもらって、せいぜいあの馬鹿犬のご機嫌をとってもらうとするか」

　監督とＡＤ秋川がそろって手を合わせた頃。

　ひょこひょこと生けにえの男の方が戻って来た。

「おい、どうだ？　馬鹿犬のご機き嫌げんは。いくらなんでもそろそろ撮影を始めたいんだが」

「え？　ああ。もう少し待って下さい。もうすぐ抜けた腰も元に戻るだろうから」

「抜けた腰？」

「いえいえ。何でもありません」

　銀ぎん之の介すけは軽く笑ってからビーチチェアにどっかと腰を下ろした。

「おいおい。そんなとこにすわってたら馬鹿犬がおかんむりだぞ」

　監督が忠告を飛ばした。

　でもちょっとばかし遅かったようだ。

　テント裏からエリックが一直線にこちらへ駆けて来る。

「あ～～ぁ、言わんこっちゃない」

　撮影メンバーは顔をしかめた。

　文もん句くなしに流血の惨さん事じが起こることを予感した。

　それはエリックが銀之介に飛びかかるのを見て確信に変わった。

　んだけど……。

　エリックは銀之介に傷をつけるのではなく、ぺろぺろと敬愛行動を示したのだ。

「おいおい。もう止めろよ。さ、監督さんがお呼びだ。ちゃんと仕事するんだぞ」

「わん」

　エリックは了りよう解かいの返事を吠ほえてからスタンバイ場所にすっ飛んで行った。

　監督はしばし目をぱっちんぱっちん鳴らした。

　それから尋たずねた。

「お前、どうやって手なづけたんだよ？」

「大たいしたことはしてません」

　銀之介は肩かたをすくめて見せた。

「ただ、一緒にご飯を食べただけっす」

「飯めしだと」

「ええ。やっぱり食卓を一いつ緒しよに囲むって重要なことですよね」

「まぁいいや。これで撮影が進む。それじゃシーン12。行くぞ！」

　撮影が始まった。

　業界では有名なだけあって、エリックはいい芝居をしてた。素人しろうとの銀ぎん之の介すけにだってわかる。

「どう？」

　後片づけをして来た唐とう子こが銀之介の脇わきまでやって来て小声で囁ささやいた。

「ああ、問題なく進んでる」

　ごろりとビーチチェアに横になると大きく伸びをした。

「これでエリックもわがままを言わなくなるだろう。したがって付き人の仕事もぐっと楽になる。そしてバイト料は15パーセントアップ」

　銀之介は大きく深呼吸した。

「う～～ん。快適な撮影日記始まりの香りがする」

　と、その時。

　どんがらがらしょんしょん！

　作りたての木造家屋が崩くずれ落ちるよ～～な、そんな音が聞こえて来た。

　撮影も中断され、騒そう然ぜんとする。

「なんだろ？　今の音」

　唐子が目をぱちくりさせながら尋たずねた。

「さぁ、わかんないけど……」

　銀之介はぶるるって背中を震わせた。

　そして、ものすごくつらそうに呟つぶやいた。

「今、イモムシが這はった」
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　銀之介と唐子も含め撮影の皆様はそろって馬になった。

　そんじょそこいらの馬じゃない。

　やじ馬だ。

　やじ馬になって皆でその作りたての木造家屋が崩れ落ちるよ～～な音の方へとどやどや向かった。

　予想とは反して作りたての木造家屋じゃなかった。

　作りかけの木造家屋が崩れ落ちていた。

「あ～～～らら」

　ご近所で酪らく農のうを営んでそうなおじちゃんがニワトリ軍団を引き連れてやって来た。

「ついに壊しちまっただべか」

　とっても素す敵てきに東北っぽい言葉が飛び出した。

　皆が引きつる中、一人口を開く奴やつがいた。

「ここ、誰の家なんだべか？」

「誰の家でもなかんべよ。ここはだな」

　素敵な会話がしばし飛び交った。

「したらな」

「どんも。ありがど」

　軽く頭を下げておっさんと別れたその一人を、やじな馬達が取り囲んだ。

「バイト！」

「ど～～したんすか？　皆さん」

「君は東とう北ほくラングエイジが話せるのか？」

「東北ラングエイジってほど大層なもんじゃないっすけど。一応まあ。引っ越しばっかしてて、ここらにも二年くらい暮らしてたことがあるから」

　お～～～。

　どよめきが起こった。

　すげ～～ぞ～～ってどよめきだ。

「銀ぎん之の介すけ君、すごいよ。アタシなんか下しも伊い那な弁べんがちょっと話せるだけなのに」

　唐とう子こはコホンと咳せき払ばらいしてから、下伊那弁を披ひ露ろうした。

「なーなー銀之介君。あんなー。キムチうどんってなー。見かけによらずになー。おいしいんだにー。それでなー」

（長なが野の県の南部の人は言葉の後にな～をつけたりだにをつけたりする人が多い）

「お～～」

　とりあえず銀之介は拍手した。唐子が拍手して欲しそうな顔してたからだ。

「へへ、で、あのおじさんと何話してたの？」

「ああ。ニワトリってのは一日に一回歩かせるといい卵を生むそうなんだ。でもしょっちゅうはぐれニワトリが出て大変だそうだ。これまでも三匹びき帰らぬトリに」

「違う。この家のこと話してたんじゃないの？」

「ああ。ここ誰の家かって聞いたんだ。そしたら誰の家でもないって。なんかどっかの金持ちが郊外にでっかな家を建てるとか言って建て始めたはいいけど、事業が失敗したとかで立ち消えになって、作りかけの骨組みだけが取り残されてたらしい。もちろん人なんか住んでない」

「なんだ。そうなのか」

　やじな馬達も息を吐はき出した。

「白アリかな」

「白アリだね。きっと」

「よ～～し、それじゃ撮影に戻るぞ。夕方までにあのシーンは取り終えないと話になんないからな」

　監督の一言でやじ馬は列を作って撮影現場へ戻って行った。

　でも、まだ戻らない馬が一匹ぴきいた。

　そのやじ馬に、帰ろうとしてた馬がヒヒンと声をかけた。

「おい、唐とう子こ。帰らないのか？」

「う～～ん。ちょっと心配になって」

「何が？」

「この中に本当に人っていなかったのかなぁって」

「いるわけないだろ。まだ完成してない家で、誰も住んでなかったんだから」

「でもさ、通りがかってついつい足を踏み入れちゃったり」

「いないよ。そんなひょうきんな奴やつ」

「わかんないよ。アタシだったら入っちゃうもん。骨組みの家なんて面白そうだし。今度どっかで建て前があった時のためにお餅もち拾う予行練習を」

　それは君だけだって、って言葉をかろうじて飲み込んで、銀ぎん之の介すけは唐子の後ろに歩み寄った。

「さ、行こ。撮影見学出来なくなるぞ」

「う～～ん」

　唐子は歯切れの悪い息を漏もらした。

「犬でもいればいいのに」

「わん！」

　犬がいた。

　いつの間にかやって来てたエリックが銀之介の足下で腹を見せていた。

　絶対服従のポーズだ。

「よかった。エリックちゃんいたんだ。ねぇ、この中に人がいないかどうか嗅かいでみてよ」

　完全無視。

「ねぇ、エリックちゃんったら」

　完全無視。

「あれ～～」

「仕方ないだろ。攻撃的じゃなくなったけど別にご主人様になった訳じゃないんだから」

「銀之介君がやって見てよ」

「僕がか？　変わらないとは思うがな」

　銀ぎん之の介すけがしゃがみ込むと口を開いた。

「エリック」

「きゃいん！」

　エリックは機き敏びんな動作で座り直した。

　あなた様がダチョウの卵を丸のみしろとおっしゃるなら、すぐにいたしますって目だ。

「そこの瓦が礫れきの中に人がいないかどうか嗅かいで欲しいんだが」

「きゃいん！」

　エリックは銀之介の指さした瓦が礫れきんとこまですっとんで行くと鼻面を擦こすり付け始めた。

「何なの？　この態度の差は。あのドッグフード、高かったのにぃ」

　膨ふくれる唐とう子こに、銀之介は提案口調で言った。

「唐子も、犬のぬいぐるみ着てやってみるか？」

　唐子は想像した。

　犬のぬいぐるみを着てエリックを脅おどしてる姿だ。

　さぞかし暑いだろうし、ものすごく情けないだろう。

　それでエリックが言うことを聞くことになったって、きっとむなしいはずだ。

「やらない！」

　魂を込めてそう叫んだすぐ後、作業を終えたエリックが帰って来た。

　そして、声高に報告した。

「わんわんわわんわん」

　言うまでもないことだけど……理解不能の言語だった。

「銀之介君」

　唐子は真顔で言ったもんだ。

「犬語わからない？」

「わかるわけね～だろ！」

「でも引っ越しばっかしてて日本各地の方言が喋しやべれる銀之介君なら…」

「日本には犬語話してる県があるっちゅうのか？」

「秋あき田たとか……さ」

「なぜに？」

「秋田犬」

　夏なのに、ちょっと涼しくなった。

　んでもって銀之介は脳味み噌そがずぅぅんって凍こおりつく感触を味わった。

「それじゃ何か？　土と佐さじゃ犬語話してるってのか？　甲か斐いでも犬語話してるのか？　シベリアでも犬語話すのか？　シベリアンハスキーってぐらいだし。さらに…」

「ごめんなさいごめんなさい！　ちょっと笑いを取ろうギャグっちゃいました！　も～～しわけございません！」

　唐とう子こは平へい身しん低てい頭とうで謝あやまった。

「まぁ夏を涼しくするという意味では最高級だったがな。とにかく、犬語なんて犬でもなきゃわからないだろ」

「犬ならわかるの？」

「わかるだろうな。なんせ同じ犬なんだから」

「そ～～なんだ」

　唐子はにんまり微笑ほほえむとクルリと後ろを向いた。

　何やらごそごそと作業すると一気に振り返った。

「はい♥」

　唐子はお皿にした手を突き出した。

「これ、さっきおじさんの連れてたニワトリの落とし物ね」

　んでもってそのお皿に載のっかってるのは割られた生卵だったから銀ぎん之の介すけとしてはポーカーフェイスじゃいられない。

　あ！！！！！！！　っと言う間まに、銀之介は変身を遂とげた。

「これでわかるでしょ。同じだから」

「僕は犬じゃないぞ！　狼おおかみだ！」

「狼だって犬科でしょ」

　唐子はさらっとおっしゃってくれた。

　こいつにはかなわないぜ！

　銀之介は観念すると大きく息を吐はき出した。

「わかったよ。試してみる」

　しゃがみ込み、エリックと目線を合わせ尋たずねかける。

「どうだ？　エリック。瓦が礫れきの中から人の香りがしたか？」

「わんわんわんわんわんわんわんわんわんわんわんわんわんわんわん」

「うむうむ。そうか」

　銀之介はとっくりと頷うなずいてから唐子へ振り向き言った。

「さっぱりわからんぞ」

「アタシ、今ふっと思ったんだけどさ」

「何だ？」

「変身したんなら、銀之介君が嗅かいだら」

　沈黙のつむじ風が二人の間を吹き抜けて行った。

「なるほど。その手があったか」

　いや～～まいった。裏をかかれたぜって顔で銀之介は耳の後ろを搔かいた。

　早速瓦が礫れきに上り始める銀ぎん之の介すけを唐とう子こは呼び止めた。

「何だよ」

　振り返る銀之介に、唐子はまだ皿になってる手を突き出し言った。

「もったいなから食べてって。スタミナ満まん載さいだよ」

　唐子の手皿の生卵をぺろんとたいらげて、スタミナ満載になった銀之介は瓦礫の上に載のっかった。

「しかしまぁ、成りゆきでこんなことになっちまったがなぁ。いる訳ないんだよ全く」

　でも下で自分を見上げてる唐子の手前、このままって訳にはいかない。

「仕方ない。適当に鼻をひくひくさせて誤ご魔ま化かすか」

　銀之介は演技熱心に這はいつくばると鼻面を瓦礫に叩たたき付けた。

　想像してた通り、雨風にさらされた材木の匂においしかしな……。

「ん？　この香りは？」

　銀之介はもはや毛に覆おおわれてどこにあるんだかわかんない眉まゆを思い切り曲げた。

　クンクンクンクンクンクンク…。

　しばらく鼻面を擦こすり付けてから、銀之介は天を見上げて叫んだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ど～～したの？　銀之介君」

「女の匂いだ！」

「え？」

「女がこの下にいるんだ！　体臭から判断して若い女の子！」

　唐子の頭に女の子が瓦礫に押しつぶされるイメージが浮かんだ。

「えぇぇぇぇぇぇ！」

「まだ息はある。吐と息いきが聞こえる」

　集音率高そうな耳を押しつけ、銀之介が確信の頷うなずきをした。

「何やってるの！　銀之介君。早く助けて！」

「おう」

　銀之介は瓦礫に手をかけた。

　一般時には５キロバーベルで捻ねん挫ざなんかおこしちゃう軟弱青年だけど、変身時には校庭を平らにするあのローラーを足の小指で持ち上げるという常識外れな力を持つ。

　材木は発砲スチロールで出来ているかのごとくポンポン投げ飛ばされて行った。

　と、不意に銀之介は手を止めた。

「ど～～したの？」

　飛んでくる材木から逃げ回っていた唐子が、不思議そうに尋たずねる。

「いやさ。まずいかなって思って」

「何が？」

「いや、これで掘り出したら。この姿見られるだろ。そしたら」

「銀ぎん之の介すけ君のぶわっかぁ！」

　唐とう子このパンチが飛んだ。グーでだ。

　どうせ大たいしたことないから狼おおかみの銀之介には手て加か減げんないのだ。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ。早く助けないと！」

「いや、多分大だい丈じよう夫ぶだと思う。暗いとこいやだよ～～って声が聞こえてくるくらいだから。しかしどっかで聞いた声だったな」

「銀之介君！」

　唐子は銀之介の言い分なんて聞いてくれなかった。

　しかもその手には手頃な大きさの材木が握られている。

　何に手頃かと言えばちょうど人の頭を殴なぐるのなんかに手頃な太さと長さだ。

「え～～い。どうにでもなれだ」

　銀之介はまた人間シャベルカーになって材木を取り除いた。

　最後に大きな板切れを取り除いた。

　その下に、女の子はいた。

　この板切れがい～～感じにバリアになってかすり傷だけですんだらしい。

　銀之介は見覚えのあるその顔に目を大きくした。

「君は！」

　勘かん違いで付き人宣言してしまったあの娘むすめ。神楽かぐらあずさだった。

　板っきれを取っ払い、あずさと鼻面を突き合わせた銀之介は、これまで何度もしたやるせない表情を見せた。

　これからキャ～～～！　って悲鳴を浴びせられるのが、やだったのだ。

　しかし。

　あずさは悲鳴一つ上げなかった。

　かと言ってひきつけを起こしたとか、悲鳴を上げる前に気絶をしたとかそういう訳ではない。

　あずさはまるで銀之介なんかいないかのように首を左右に動かし、言った。

「早く明るいところへ連れてってくれませんか？　私暗いところ苦手だから」

　空からはさんさんと太陽が照りつけている夏まっさかり。

　なのにこの言動。

「神楽さん………」

　唐子が、愕がく然ぜんとして言った。

「もしかして、目……見えないの？」

　銀ぎん之の介すけは、動物的六感で大波乱の予感を感じ取った。

　ちなみに言うまでもないことだけど、この予感はイモムシの形だった。

[image: ]










　　　第二章　ヒロイン護衛命令




　　　　　１




　ホテルロビー脇わきのスペース。

　南極に取り残されたタロとジロの気持ちが理解出来るくらいクーラーはきいてるし、さらにマッチョマン六人くらいで運べそうな大きなテレビはあるし、うっかり腰を下ろしたら最後、水没してしまいそうなふかふかソファーもあるし。

　まぁ夏の猛もう攻こうから逃げ出した撮影スタッフ達としちゃすぐにリゾート空気にひたりたいとこであるが……。

　さすがに出来ない。

　そりゃまぁそうだろう。ドラマのヒロインが深刻な問題で病院へ送られてるのだ。今後の仕事がどうなるかわからない今、さすがに腹踊り出来る奴やつはいない。

　そんな腹踊りできない奴の一人、銀ぎん之の介すけも、ソファーの右半分に腰を載のっけて難しい顔をしてた。

「はい。銀之介君」

　自動販売機の缶かんジュースが、銀之介の前に突き出された。

「そんな六月六日と十三日の金曜日が一緒に来たような顔してたってどうしよ～もないよ。監督さんが病院へ連れてってくれたんでしょ。大だい丈じよう夫ぶだって」

　唐とう子このそばかすいっぱいの笑顔は、銀之介の心をものすごく慰なぐさめた。

「ありがとな」

　お礼を言って受け取ったジュースをすすった。

　口の中にまどろっこしい地じ獄ごくが訪れた。

　二百キログラムのパンチが超スローで舌にめりこんだような感触だ。

「唐子………これ」

「新発売だって。冷やしうめこぶ茶ソーダ。どう？」

「どうってなぁ。なんて言うか、冷蔵庫に入れておいた昨日きのうの晩の残りの吸い物をスプライトで割って飲んでるよ～～な」

　そこで言葉を止め、自分の缶に口つけてごくごく飲んでる唐子をしげしげと見つめた。

「よく平気な顔して飲めるなあ」

「だってアタシのはメロンファンタだもん」

　唐子は元気よくメロンファンタの缶をつき出して見せた。

　実験台にされたのだ。

　女ってばずるい！

　銀ぎん之の介すけは心の中で魂込めて叫んだ。

　ぷるるるるるるるるるるるる。

　少し離れたとこで静かに髭ひげを抜いてた熱血ＡＤ秋あき川かわさんの携けい帯たいが鳴いた。

「もしもし、あ、監督っすか。はい。はい。そうですか。はいはい。それじゃ待ってます」

　話しを終え顔を上げた秋川さんはかなりびびった。

　撮影陣が目を血走らせて自分を取り囲んでるからだ。

「なんだって？」

「え？」

「一緒に病院へ行った監督からの電話だろ」

「ええ。え～～と、詳くわしいことはわかんないけど、頭のどっかを強く打ったせいによる………視力障害だって」

　なんてこったいって空気が渦うずを巻いた。

「あ、でも一時的なもので、早くて一週間。遅くても一カ月くらいで治なおるって言ってました」

　良かったぜっていう空気が渦を巻いた。

「でも、撮影どうするんだろ」

　誰かの一言で、空気はまたどんよりしたものに舞い戻った。

「ここでの撮影予定は五日間。その間は……治らないだろうな」

「主人公だからそうそう変わりは見つからないし」

「やっぱり。無理だっしょ」

「そ～～だね」

「中止だな。きっと」

「荷物まとめておいた方がいいな」

「そだそだ」

　テレビ界とは時間との戦いの世界である。従ってテレビ界で飯を食べる者は、何事もてきぱきと早め早めにこなすのである。

　テレビ界で飯を食べてない銀之介と唐とう子こ以外の全員が、撤てつ収しゆう作業のためロビーを出ようとした時だった。

　ホテル前に車が止まった。

　そして中から、監督さんとあずさと自称マネージャーの一いちノ瀬せが出て来た。

「ちょうどいい。皆集まってたか」

　監督さんは軽く咳せき払ばらいをすると演説っぽく始めた。

「え～～と、秋川から聞いたと思うが、神楽かぐらあずさ君は頭部に受けた強い衝しよう撃げきによって、視力を失うこととなってしまった。もちろんこれは一時的なもので、早くて一週間、遅くても一カ月程度で完治するとのことだが、長期間ここに待たい機きするというのはそれは不可能なことだ。従ってプロデューサーの真ま名な部べさんとも相談するが、今回の撮影は延期し明日あしたには撤てつ収しゆうということになるだろう。よって各自撤収の準備を今から始めるように」

「待ってください！」

　りんとした声が空気を割った。

　あずさだった。

　あずさは、多分監督だと思われる方向へ向いて大きく口を開けた。

「監督さん。お願いです」

　でもそれは全然別の方向だったから、おせっかいの唐とう子こがひょこひょこ出て向きを直してあげた。

「やらせて下さい。私は大だい丈じよう夫ぶですから」

「おい、あずさ。何言ってるんだ。君は」

「一いちノ瀬せさんは黙ってて下さい！」

　あずさはマネージャーの一ノ瀬にピシャリ叩たたき付けると再び監督の方向へ目を向けた。

「この物語の主人公、春はる岡おか鮎あゆ華かも目が見えない女の子です。だから」

「確かにそうだが。しかしなぁ」

「もちろん大変だとは思います。皆さんにご迷めい惑わくをかけると思います。でも、このままで終わるなんて我が慢まん出来ないんです。お願いです！」

　しっかりとした嘆たん願がんだった。

　辺りはシンと静まり返った。

　人々が返事を待っている。誰かの言葉を待っている。

　そして、思いきり観衆をじらしてから言葉はやって来た。

「やらせてあげましょう」

　ミスターＭの登場だった。ゴッドファーザーみたいな貫禄でゆっくりと歩いて来る。

「どっちみち今回の撮影が延期になったら、この企画は中止になる可能性が高いし。神楽かぐら君に熱意があったら挑戦すべきではないかい？　君だってそれを望んでいるんだろう」

「………わかりました」

　まいりましたって感じで監督が首を折った。

「よし、それじゃ明日から予定通り撮影を再開する。各自持ち場の点検をして床につくよう」

　歓声が上がった。

「それから七しち味み君！」

　真名部が低い声で唐子を呼びつけた。

「はい？」

「君には神楽君の世話を頼みたい」

「それなら僕が！」

　マネージャー一いちノ瀬せが唇くちびるを尖とがらせるけど、それよりもっと尖らせて唐とう子こは言ってやった。

「女の子の世話だから女の子がやんなくちゃいけないんです！　行こ。神楽かぐらさん」

「はい」

　あずさの手を引っ張って部屋へと向かって行く唐子。

　それぞれが仕事に飛んでって、ホテルの玄関とこには銀ぎん之の介すけと一ノ瀬だけが残された。

　あんまり人間的につきあいづらい人だけど挨あい拶さつしとこってぺこって頭をさげたけど、思いきり無視して去られた。

「やっぱり仲良くなれない人種だな」

　なんてことほざいてから、さっさと銀之介は避ひ暑しよ地ちでもあるロビーへと戻った。

　もう暗くなってるから、飯食って終わりだろう。

　銀之介のような下したっ端ぱは大部屋に他のスタッフとザコ寝してる訳だけどそこに戻る気にはなれない。

　クーラーのききは悪い部屋だしむさいし窮きゆう屈くつだし、人生論を永遠と語り続ける人もいるし。

　銀之介は今度は心置きなくソファーに腰を下ろすと唐子の飲みかけのファンタに口をつけた。

　やっぱり冷やし梅こぶ茶よりは数倍もうまかった。

　リラックスして息を吐はき出すと、先ほどの光景が浮かび上がる。

　あずさが監督に自分の意思を豪ごう速球でぶつけたあの光景だ。

「すごいな。あれが女優魂ってもんだろうか」

　夢に向かってひたむきに。

　流す涙は惜おしまない。

「僕も見習わなくちゃいけないよな」

　銀之介は素直に感心した。

　でもって自分って何が夢なんだろうって考えこんだ。

　しばし考え込んだ。

　そして結論を出した。

「人前でも堂々と潰つぶれてない目玉焼きを食べられるようになりたい！」

　なんて言うか、どこをどういじくってもドラマになりそうもない夢だった。

「止やめよ止めよ。情けなくなるだけだ」

　銀之介は将来の展望にさっさと見切りをつけると巨大テレビへと目を向けた。

　グルメ特集とかで街のうどん屋さんを紹しよう介かいしてた。

「そう言えば。ジョーンズさん達がやってるって言ってたっけ」

　もう夕飯時だ。飲食店にとっちゃ稼かせぎ時だろう。

「客がびびってなきゃいいけど」




　所変わって、こちらは飯いい波なみ市。

　長なが野の県の南なん信しんに位置してて、都会と田舎いなかが微び妙みように殴なぐり合いを続けてる地区である。

　そんな街の、商店街にあるうどん屋、『七しち味みうどん亭てい』の前に、その二人組はいた。

　一人はのっぽでもう片方はちび。

　のっぽは角刈がりでちびは派は手でシャツ。

「時は来たぞマサ」

「そうっすね。兄貴」

　久しぶりの登場。健けんとマサである。

　二人を知らない人のために一応説明しとこう。

　健とマサは飯波市に巣くう股もも引ひき組というジャパニーズマフィアの構成員である。

　悪者ぶってはいるけど、どうにも悪者色に染まりきれない二人である。

　二人は、組の事業の一環として、ここ、飯波商店街で地上げをしようと日夜がんばっているのである。

　ここ一月ばかし休んでたけど。

　二人は、感慨深げに目を閉じ、この一月の苦悩を思い浮かべた。

　股引組はいろいろと大変だった。

　組事務所が何者かに襲しゆう撃げきされ多数の犠牲者を出す。

　幸い死者は出なかったが、『犬が恐いから僕ちゃんもう故郷へ帰る』なんて言って組を辞める者が続出。股引組は壊かい滅めつの危機に陥る。

　残った組員一同で組員募集の張紙をし、駅前でビラ配りもした。タウン情報誌にだって組員募集の広告を載のせた。

　地道な求人広告をすること二週間。

　ようやく組を動かせるだけの人数が揃い、ネオ股引組がスタートしたのだ。

　そして求人活動と平行して、二人は自腹で精神病院に通いカウンセリングを受けた。

　その結果、この世に人間程の大きさでうどん屋から飛び出してくるような犬はいないっていうことをしっかり理解して戻って来たのだ。

「本当に大変だったな。マサ」

「本当ですね。兄貴」

　二人の長い長い感慨の時間は終わった。

「しかしまぁ、今回のすったもんだで良かったことは、大嫌いな奴と顔を会わせなくてもすむようになったってことだろうな。あのいやな有あり明あけの野や郎ろうはあと半年は病院だろうし退院しても組には戻らず北海道の実家でジャガイモ掘るって言ってるそうだ。いい気き味みだ」

「でも、何があの有明さんほどの一流の悪をそうさせたんすかね？」

　二人の頭の中で、被害者達の声の録音テープが再生になった。

『犬の化ばけ物ものがぁ！　無理矢理俺おれにヨガを！』

『犬の化物がぁ！　無理矢理俺の敏感なとこにバットを突っ込んで！』

『犬の化物がぁ！　俺の嫌きらいなピーマンを無理矢理口の中にぃ！』

『犬の化物がぁ！　27・５の俺の足に23の靴を無理矢理！』

　二人は思いきり首を振って遠心力でテープを投げ捨てた。

「何かの見間違いさ。精神科の香か住すみ先生だって言ってたろう。そんな化物みたいな犬は存在しないって」

「そうっす。あれは幻げん覚かくだったんです」

「そうさ。幻覚じゃなきゃぬいぐるみをかぶった変態さ、恐るに足りんさ」

　健けんは軽く言うと七しち味みうどん亭ていのドアに手をかけた。

　でもちょっとだけ躊ちゆう躇ちよした。

　遺伝子レベルにまで浸透してた恐怖って奴だ。

　でもまぁ、美人精神科医、香住先生のお姿を思い浮かべ、二人は勇気を振り絞しぼった。

「馬鹿でかい化物みたいな犬なんていない！」

「そうっす。馬鹿でかい化物みたいな犬なんていないっす」

　完全に恐怖をとっぱらい、健はびしゃんって音のするくらいの勢いで引き戸を開けうどん屋に足を踏み入れた。

「おうおう。邪じや魔まするぜ！」

「おうおう。だぜ！」

　香住先生の言うとおり、銀色で馬鹿でかい化物みたいな犬はいなかった。

　その代わり青い目で傷だらけのプロレスラーみたいな人達ならいた。

「イラッシャイマセ」

　ちっちゃなエプロンをつけたそいつらは傷だらけの顔を一いつ斉せいにほころばせた。

　大根三本束たばねたってまだたらないぶっとい腕には、これでもかってくらいの筋肉が詰め込まれていた。

　エプロンから食はみ出るそのがっちりした体はトラックの追突だって跳ね返してしまいそうだ。

　プレデターと戦っても生き残ることが出来るのはこ～～ゆ～～奴らなのだろう。

「おうおう………」

　健は思いきり顎あごを上げてそいつらを睨にらみ付け、そして飲み込むように言った。

「冷やしたぬき二つだ」




　　　　　２




　草木も眠る丑うし三みつ時。

　夜よ更ふかしのサボテンだってレム睡眠に入ってるそんな時刻、少女はぱっちりお目覚めした。

　いつもの習慣で時計を見るけど暗くら闇やみで何も見えなかった。

　手て探さぐりで枕元のライトのスイッチを入れるけどそれでも見えなかった。

　その時になって、少女、神楽かぐらあずさは自分の身にふりかかっちゃった不幸を思い出した。

　そ～～だ。私、しばらく目が見えないんだっけ。

　幾分はっきりして来た頭を持ち上げて、あずさはベッドから立ち上がった。

　手探りで壁に助けられ体を動かす。

　主演女優の泊まるなんぼいい部屋だってたって所しよ詮せんはホテルの部屋。すぐに目的地のドアに到着した。

「さてと」

　あずさは一応、習慣的に電気を付けるとトイレに入った。

　と思いきやトイレから出て来た。

　理由は単純明快だ。

　まきまきロールがなかったのである。

「これは困ったわね」

　あずさは人類滅めつ亡ぼうの危機を目の前にしたかのように眉まゆをしかめた。

「一体どうしたらいいのかしら？」

　あずさはしばし考え込み、そして思い出した。

　こんな時のために、素晴らしい助すけっ人とがこの部屋に駐ちゆう在ざいしてるってことを。

　あずさはまたゆっくりと足を動かし、ソファーの位置を手で確認出来るとこまでやって来た。

　そして、ソファーの上の塊かたまりにそっと声をかけた。

「七しち味みさん」

「がー」

「あの、七味さん」

「が────」

「七味さん？」

「んが───────」

　素晴らしい助っ人はいくら精せい魂こん込めて揺さぶっても目覚める気配を見せなかった。

『夜何かあったら困るからアタシが一緒にいてあげる。何かあったらすぐに起こしてね』

　そう言ってたおせっかい娘むすめの声が思い浮かんだ。

　意味ないじゃん。

　大たい抵ていの人間ならそう呟つぶやいて思いきり蹴け飛とばすだろう。

　でも、あずさはそんなことする人間じゃなかった。

　手探りで落ちてるタオルケットを唐とう子この上にかぶせるとすくっと立ち上がった。

「さてと、ちょっとした冒険ね」

　あずさは頷うなずくと部屋を出た。

　オートロックで締め出されるなんてお間抜けはいやだからキーはちゃんと持って出た。




　目指すは階ごとにあるトイレだ。

　あずさの記憶が確かならば、二十メートルほど歩いたところに存在するはずである。

　でも、今のあずさにとっちゃ暗闇の洞どう窟くつを探検するようなものだ。

　あずさは壁をつたって慎しん重ちように歩いた。

　深夜だってことはあたりの静けさから理解出来る。

　十メートルほど進んで曲り角。

　最初のカーブには成功した。

　後は一本道のはずだ。このまま進めばトイレの入り口があって………。

　なかった。

　歩けど歩けどそれらしき物にはぶつからなかった。

「おかしいなぁ」

　小声でそう呟つぶやき、足を出した時、つま先が何かにぶつかった。

　ドアみたいなもんじゃない。ちょっとした段差。妙みように固い感触だ。足の感覚で調べてみるとその段差は上へ向かって続いている。

　さらに屋内とは思えないくらい風が肌はだをくすぐる。

　その時になってあずさは自分がどこにいるかを理解した。

　ホテルの非常階段だ。非常階段だから鉄むきだしの固い感触だし、外壁にくっついてるから風だって吹いてる。トイレをうっかり逃して歩いてきた先がここだったのだ。

　どうして普段閉じているはずの非常階段の扉が開いてたのか、それはわからない。

　暗闇の洞窟は何が起こるかわからないなとあずさはしみじみ思った。

　それでも今度こそ間違えないようにと思い直し踵きびすを返す。その時だった。

　非常階段の上の方から、ぼそぼそと声が聞こえて来た。

　あれ？　こんなとこで何だろ？

　一応、十六歳の少女並みには好こう奇き心しんを持ち合わせてたから、なんとなく耳をすましてみた。

　こんな声が聞こえて来た。




『薬は全部運び出したな。よし、そのままトラックに乗せて運び出せ。仕方ないさ。警察が感づいて来てるらしいからな。心配するな。誰も気づくはずがない。証しよう拠ことなる隠し場所はもうすぐ木こつ端ぱ微み塵じんになるんだからな。次の隠し場所はもう用意した。聞いて驚くな。本州テレビの地下倉庫だ。な～に、年末の大掃除までにさばいてしまえば』




　何をぶつくさ言ってるんだろ？

　あずさは首を傾かしげた。

　携けい帯たいで話してるんだろうか？

　にしても、なんだか意味不明の台詞せりふがばんばか出てるし理解不可能だ。

　薬だとか、隠し場所だとか、まるで………。

　あずさはそこで、見えない目を大きく見開きポンと手を打った。

「あ！　台詞の練習してるんだ」

　なんまりとしてた空気に緊張が走った。

「誰だ！」

「え、あ」

「お前は………」

　あずさはものすごく場違いな物を感じて慌あわてた。

　あずさも人に隠れて台詞の練習をすることがあった。でもってそれを見られたりなんかすると、ものすごく恥ずかしいもんを感じるものなのだ。

「どうも、失礼しました」

　あずさはぺっこり頭を下げて走った。

　落ち着いて考えれば何も逃げることはなかったのだろうが、ついつい場違いにかられて走ってしまった。

　暗闇の洞どう窟くつの中、全速力で走ったらどうなるかなんて決まっている。

　あずさはとっても華か麗れいに足をひっかけた。

「あぁ！」

　そのまま思いきり転倒、で普通なら真夜中の惨さん事じってなるとこだったけど運が彼女にちょっとだけ微笑ほほえんだ。

　クッションがあったのだ。

　ごっつんこ！

「いってぇぇぇぇぇ」

　世にも奇き妙みような喋しやべるクッションだった。

「ごめんなさい！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、なんとか。そっちは………あれ？　神楽かぐらさんじゃん」

「え？　どなた」

「ほら、僕だよ。え～～と、なんて説明していいんだか。最初神楽さんがバスから下りて来た時に間違って……」

「あ、犬の付き人さん！」

「犬の付き人さんってのはちょっとあれだけど。まぁ本当のことだし」

　犬の付き人。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけはちょっと落ち込んだ。

「どうしてこんなとこに？」

「それはこっちの台詞せりふだってばよ。神楽かぐらさんこそこんな夜中にどうして運動会を……。まぁいいや。質問には答えなくちゃな。そこの部屋、監督が泊まってるんだ。で熱血ＡＤの秋あき川かわさんに無理矢理連れられて来て映像論についてたっぷりと」

「語ったんだ」

「いや、二人が語ってるのを隣で眠い目を擦こすりながら聞いてた。だって帰してくれないんだもん………。こっくりこっくりするとゲンコが飛んで来るし」

「お！　バイト小こ僧ぞうがいないぞ！」

「けしからん。人がせっかく語っているのに」

　近くの部屋からそんな声が聞こえて来た。

　監督と秋川さんの獲え物ものを求める声だ。

「やばい！」

　銀之介が追いつめられた声を出した。

　あずさには見えなかったが、きっと泣きそうな顔をしてることだろう。

「あの」

　気がついたら、あずさは言っていた。

「私の部屋に隠れます？」

　あずさは自分の直感を信じていた。この見えないけど目の前にいる奴やつは、決して悪い人間じゃない。部屋に入れても危険はないと判断したのだ。

「いいの？」

「ええ。４０２号室です」

　あずさは握り締めていたキーを突き出した。

「そっか。そりゃありがたい。それじゃお言葉に甘えるよ」

　さっさと４０２号室へ行こうとクラウチングスタート体勢を決める銀之介を、あずさは呼び止めた。

「あの……」

「あ、そっか。御ご免めん。見えないんだ。それじゃちょっと失礼して」

　銀之介はあずさの右手をぐいっと引っ張った。

「あ？」

「どうしたの？」

「いえ何でも」

　銀ぎん之の介すけに手を引っ張られながら、あずさは握られた手の親指で相手の手をそっと撫なでた。

「普通の………手だもんね」

　ぽつり呟つぶやいた。

「毛むくじゃらじゃ……ないもんね」

　意味不明の言葉だった。




「う～～ん。完全にディープな睡眠してるな。こりゃ」

　掘り起こすのにかなりの労力を費やしそうな唐とう子この眠りを前に、銀之介は渋しぶい顔で唸うなった。

「何かあった時のために神楽かぐらさんとこに泊まるって言ってたけど……」

　銀之介は基本的には優しい人間だけど、唐子とはつきあい深くてそれなりに気心も知れてるからきっぱりと言い切った。

「意味ないじゃん!!」

「仕方ないですよ。七しち味みさん疲れてるみたいだったから」

　あずさがやんわりと唐子を弁護した。

「ところで犬の付き人さん」

「犬の付き人さんってのはやめてくれないかな。一応、駒こま犬いぬ銀之介って名前があるんだから」

　銀之介は苦笑して言った。さすがに今後、犬の付き人さん犬の付き人さんと呼ばれ続けるのは精神的にちょっと痛い。

「それじゃ駒犬さんですね。駒犬さんはやっぱり映画とか好きなんですか？」

「どうして？」

「撮影現場でアルバイトするくらいだから」

「唐子から聞いてない？」

「七味さん、部屋まで一緒に来てソファーにねっ転がるとそのままぐ～～～って」

　やっぱり意味ないじゃん。

　ミスターＭは人選を間違ったとしか思えないと銀之介は心の中で深く呟いた。

「いや、好きとか嫌きらいとかじゃなくて……なんて言うか。父親がこのドラマの原作者やってて。そのコネっていうかで見学に来たんだけど、来てみたら人手不足かど～～してか働くことになってしまったという」

「え？　それじゃ、駒犬さんって………こまぎん先生の息むす子こさん」

「まー一応ね」

　銀之介のさりげない一言に、あずさは瞳どう孔こうを開いた。

「こまぎん先生が仕事で来れなくなったって聞いたからちょっと悲しかったんです。あんな感動的な話を書ける人ってどんな人か見たかったから。あ、なんか御ご免めんなさい。動物見るようなこと言っちゃって」

「いいよ。半分動物みたいなもんだし」

「で、どんな方ですか？　こまぎん先生って」

「…………どんな方ねぇ」

　銀ぎん之の介すけは父親を思い浮かべた。

　眼鏡めがねかけてひょろひょろしてて、締め切り間ま際ぎわまでは絶対仕事しなくて、それで締め切りが近ずくと編集者の催さい促そく電話の言い訳を広告の裏に箇条書きにする、頭に超がつく肉好き。

　そんな方だ。

　でやっぱり銀之介と同じ体質してて変身すると鬼おにのように強くなる。コンクリート壁にパンチで穴を開けられるし、三十秒あれば車をスクラップに出来る。

　そんな方だ。

「なんて、言うか。いつもはちゃらんぽらんしてるけどいざって時はたくましいって言うかなんて言うか」

「なるほど。普段は、穏おだやかで落ち着いた方だけど、仕事する時は真しん剣けんに物語作りに取り組む。そんな方ですね」

　あずさは感心したように息を吐はき出した。

　銀之介は思った。

　こいつは完全に誤解しとるぞ……と。

　父、銀ぎん一いち郎ろうは普段も仕事の時もすべからくチャランポランだ。

　いざって時は仕事する時じゃなく、たとえば暴れ牛が突進して来た時とか猟りよう師しが鉄砲かまえて飛び込んで来た時とかそ～～ゆ～～時のことだ。

　でもまぁ説明するのは困難を極めるだろう。って言うか変身体質は駒こま犬いぬ家特別機密で箝かん口こう令れいしかれてるから言う訳にはいかない。

「ま、そんな方だ」

　銀之介は適当にうなずいてから、心の中で誓った。

　神楽かぐらさんが幻げん滅めつするから、対面は避けねばならん。絶対に！

「さてと。あんまり長居して神楽さんを夜よ更ふかしさせちゃまずいからそろそろ行くよ」

「あの」

　立ち上がる銀之介をあずさは呼び止めた。

「ん？」

「ちょっと……お願いがあるんですけど」

「お願い？　別にいいよ。匿かくまってくれたお礼だし。何でも言ってよ」

「その」

　あずさは少しうつむいて頰ほおを赤くした。

　ものすごくそのお願いを言い辛づらそうだ。

　だもんで、銀ぎん之の介すけは当とう惑わくした。

　なんなのだ一体！

　銀之介はこれまでの人生で培つちかって来た女の子の秘密データーベースを引っ張り出した。

　女の子は冷たい物を食べるとおしっこが出たくなるとかかなりお粗そ末まつな情報しか載のっかってないデーターベースだけど経験がないから仕方ないのだ。

　女の子が顔を赤らめてお願いすることって何ぞや？

　もちろん、銀之介のデーターベースは一つの答えを弾はじき出した。





Ｑ．女の子が顔を赤らめてするお願いとは？

Ａ．つきあって下さい宣言！






　まじかよ！

　銀之介はげんこつせんべえよりも固い唾つばを飲み干した。

　まだ会って間もないってのに、しかも彼女は今目が見えないから実質僕を見たのなんか挨あい拶さつの時の十数秒でしかないのに。一体どうして！　は！　そうか。さっき手と手で触れあった時にきっと運命的な電気がビビビと。きっとそうだ、そうに違いない。

　よくもまぁここまで馬鹿な思考回路を回せるものである。

　でも、彼女いない歴を更こう新しん中でこれからもあんまり見込みがなくて心理的に飢うえてる男子高校生なんだからこれくらいの想像力は仕方ないというものだ。

　いや、待てよ！

　銀之介は慌あわてて首を振った。これまでこんな風に思考回路を回したおかげで作りたくもない心の傷を作ってきたのだ。ミラクルたくさんの。

　きっと何か別のお願いだ。他に可能性があるものって言えば………そうだ！

　昔を思い浮かべること二年とちょっと。あれは埼さい玉たまの中学での出来事。

「ねぇ、駒こま犬いぬ君」

　教室で、女の子が頰ほおを染めて言いました。

「ズボンのチャック閉めてくれないかな？」

　こいつだ！

　銀之介は慌てて自分のズボンに目を落とした。でもズボンのチャックはちゃんと閉まってる。それによく考えたらあずさは目が見えないはずだ。ズボンのチャックが開いてるか開いてないかなんてわかる訳がない。

　とゆ～ことは…………やはり……。

　銀之介はもう一度窒ちつ息そくしそうな程に固い唾つばを飲み干した。

　そんでもって覚かく悟ごを決めると、少々うわずった声で言った。

「な、何かな。別に恥ずかしがることはないよ」

「あのね」

　あずさは恥ずかしそうにうつむくとボソっと言った。

「手に入れて来てくれませんか？」

「は？」

「トイレットペーパー」

　アホウ鳥が三匹ほど、脳天を通過してく感覚を銀ぎん之の介すけは覚えた。

「なるほどね。なるほど。トイレットペーパーね。うんうん」

「どうかしたんですか？」

「別にど～～もしないさ。なはは」

　銀之介は軽く笑いながらデーターベースに書き込んだ。





Ｑ．女の子が顔を赤らめてするお願いとは？

Ａ．つきあって下さい宣言！

Ａ．ズボンのチャックを閉めて下さい宣言！

　　もしくは……。

Ａ．トイレットペーパーを手にいれて下さい宣言。






「トイレットペーパーね。おかしいな。普通予備が置いてあるもんなんだけど。ちょっと失礼」

　銀之介はトイレの中に入るとしばしごそごそ捜そう索さく作業をした。

「あ、あったよ。予備のまきまきロール。ちょっと高いとこの棚たなにあるから手探りで探すのは難しかったんだよ。こうやってっと、はい、ちゃんとつけたよ」

「ありがとうございます。何から何まで」

「いや～、本当ならそこで眠くさってる脳天気娘がやる仕事なんだ。気にしなくてもいいってば。それじゃ、僕は部屋に戻るよ」

「どうも。お休みなさい。それじゃまた明日あした」

「また明日」

　銀之介は見えないとはわかってながらも軽く手を上げてさよなら宣言をした。

　で、ドアを開けたとこでピタって止まった。

「待てよ」

　銀之介は思った。

　あずさは目が見えないのだ。そんな状態でトイレをすましベッドへと戻って来るという作業をしなくちゃならないのだ。狭い部屋だから滅めつ多たなことはないかと思うが滅多なことがあったって不思議はないのだ。

「ここはやはり原作者の息むす子ことして」

　銀ぎん之の介すけは出ていこうと開いた扉とびらを閉めた。

「出演者の安全は確認しておいた方がいいな」

　あずさがちゃんと蒲ふ団とんに入るとこまでを確認して行こうと銀之介は決めた。

　見るとあずさはいない。もうトイレに入ったようだ。

「本当ならこれは唐とう子この仕事なんだぞ」

　銀之介はとっても幸せな息してる唐子の鼻をギューってつまんでささやかなイヤガラセをしてから、ベッドにちょこんと腰を下ろした。

「にしても、いい部屋だよな。僕ら下したっ端ぱスタッフが使ってる大部屋とは大違いだ」

　ベッドにも軽くパンチをくらわせて見た。ノックアウト出来そうもない。

「ベッドもいいよな。適度な弾力で。こんなとこで眠ってみたいよ」

　銀之介はそのままベッドに仰あお向むけになった。微び妙みようにいい感じの硬かたさが銀之介の体を受けとめた。

「やっぱりベッドの硬さはこれぐらいじゃないとな。僕の家のベッドは固すぎるんだよ。まぁ引っ越しに楽な折おり畳たたみ式だからしょうがないんだろうけど」

　銀之介は大きく深呼吸した。体にねばっこくたまってた疲れが沈んで行くような感触だ。

「唐子、ソファーからこっちへ運んでやろうかな。二人くらい十分眠れる広さだし。ソファーよりは疲れが取れるだろ。まあ、いつも煎せん餅べい蒲ぶ団とんにくるまってるあいつだからどこでも平気なんだろうけど」




　水洗メロディーの後、あずさはトイレから出て来た。

「さ、眠らないと。明日あしたの撮影にあくびなんかしてたら怒られちゃうし」

　すぐにベッドに向かおうとするけど、思い出したように壁を手探りで触り、電気のスイッチをＯＦＦにした。

「省エネしないとね。ついててもついてなくてもわかんないけど」

　満足したあずさは、また手探りでベッドを探り当てるとそこにもぐり込もうとした。

　と、そこにある謎なぞの物体に気がついた。

「ん？」

　ぺたぺたさわって、その謎の物体が人間って生物だってのに気づく。

「あ、きっと七しち味みさんですね。駒こま犬いぬさんがソファーじゃかわいそうだからって運んであげてったんだ」

　あずさは今回も取り払われてるタオルケットを起用に自分ともう謎じゃなくなった物体とにかぶせた。

「七味さんって、意外と肩幅が広いんだ」

　なんてことを呟つぶやいてから、あずさはタオルケットにくるまった。眠りの世界に引っ張られるまでにそう時間はかからなかった。

　ホテル室内に、寝ね息いきの三重奏が繊せん細さいに鳴り響いた。




　朝が来た。

　カーテンの隙すき間まから漏もれてくる日の光で、少女は元気よく飛び起きた。

「朝だ朝だよ」

　なんて鼻歌歌いながらカーテンを開いて空を見る。今日も暑くなりそうだ。

「ん～～～」

　唐とう子こは思いきり伸びをしてから、ベッドに目を向けた。

「神楽かぐらさん。朝だよ」

　起きる気配はない。

「早く起きないと朝ご飯に」

　数歩歩いてベッドをのぞき込んだ唐子は、まぁなんて言うか思いきり凍りついた。

　ベッドの上には予期しない光景が張り付いていたのだ。

　わかりやすく言えば仲良く身を寄せ合って眠る二人って奴やつだ。

「あぁ、お早よう。唐子」

　片方が目を覚ましむっくり起き上がった。

「どうした？　道歩いてて金だらいを頭で受けとめたような顔して……ん？」

　銀ぎん之の介すけは辺りを見渡し、自分の失敗に気がついた。

「あぁ！　昨日きのうあのまま眠っちまったんだ」

「ぎ～～んの～～～す～～け～～～」

　地獄にでも旅行に行かなくちゃ聞けない声こわ色いろに、銀之介はいやいや首をもとに戻した。

　おおかた想像してたけど、やっぱり鬼がいた。しかも手にはしっかりと丸めた雑誌が握られている。

　スイカの一つや二つ簡単に破壊してしまえそうな凶きよう器きだ。

「待ってくれ、誤解なんだ。説得力ないのはわかるけど本当に誤解！」

　もちろん、逆上した唐子は話なんか聞いてなかった。

「エッチ！　チカン！　変態！」

「んぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ホテルに、銀之介の断だん末まつ魔まの叫びが響いた。

「ん？」

　その陰いん惨さんな声で、あずさは目覚めた。むっくり起き上がって目をぱちくりさせる。

　まだ瞳ひとみは完全に機能しない。それでも明るさは感じられるようになったから回復はしているのだろう。

　そんな中、聞こえてくるのはスイカを殴なぐりつけるような鈍にぶい音とホラー色の映画でありがちな悲鳴の数々。

「見えないからよくわからないけど」

　あずさはちょっと語尾が眠ってる声で呟つぶやいた。

「何かとんでもないことが起こっているような気がする」

　確かにとんでもないことが起こっていた。流血の惨さん事じって奴やつだ。

　ある意味、見えなくて正解だった。
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「おい、バイト小こ僧ぞう。どうしたんだよその顔」

「ちょっとね」

　もうすぐ僕はあんぱんマンって顔した銀ぎん之の介すけはぶすっとして言った。

「小さな誤解が生み出した早朝の惨さん劇げきって奴です」

「ふ～～む、なんだかわからんが気の毒になぁ。ちゃんと冷やすんだぞ。アイスノン貸してやろうか？」

　秋あき川かわさんの同情をいただいて銀之介は朝の大切なお仕事を終えた。

　すなわち、犬の散歩である。

「銀ぎん之の介すけく～～ん。エリックちゃんのご飯持って来たよ」

　ドッグフード持って走って来た唐とう子こは、銀之介の顔を見て吹き出した。

「うわ～～。銀之介君。あんぱんマンみたいな顔になっちゃって」

「誰のせいでこうなったと思ってるんだよ」

「あははははは」

　唐子は笑って誤ご魔ま化かした。天然ボケと並ぶ彼女の得とく意い技わざだ。

「でも銀之介君が悪いんだよ。あんなとこで眠ってるんだから。誰だって誤解するよ」

　責任転てん嫁か。これもまた彼女の得意技だ。

　まぁ、今回の件に関して言えば、うっかり眠ってしまった銀之介にも責任の一いつ端たんはあるし、唐子とまともに勝負してもカロリーを無む駄だに消費するだけだから、銀之介はため息一つであんぱんマンの件は終わりにした。

「神楽かぐらさんは？」

「向こうで座ってる。撮影までまだ時間あるから。エリックちゃんの撮影すぐ後でしょ。がんばってね」

　ちゃおって手を振って走りかけた唐子だけど、ちょっと進んだとこで唐とう突とつに足を止め振り返った。

　それからちょっと照れくさそうに言った。

「ごめんね」

　それだけ言って唐子はまた背中を見せて走って行った。

　そんな唐子が、なんだかほんのちょっとかわいく見えてしまったりした。

「ま、許してやるか」




「お待たせぇ。別に変わったことない？」

　控ひかえ用のテント下で椅い子すに座るあずさんとこに、缶かんジュース持って唐子がやって来た。

「はい。神楽かぐらさん」

「ありがとう」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。冷やし梅こぶ茶ソーダじゃないから」

「はぁ？」

「こっちのことこっちの」

　唐子は誤魔化すように笑ってから自分のジュースをゴクゴクっていった。柑かん橘きつ系けいの風ふう味みが鼻の奥をくすぐった。

　それから辺りをきょろきょろ見渡し、あずさに小声で囁ささやいた。

「そう言えば、今日見当たらないよ。あのうるさいマネージャーの人」

「一いちノ瀬せさんのことね」

「そーそー。あの口やかましい人……あ、御ご免めん」

「いいんです。私もそう思ってるから」

　あずさはクスって笑って言った。

「私みたいな無名新人にわざわざくっついて来る必要なんてなかったんです。仕事らしい仕事もないし。部屋で眠ってるんじゃないかな」

「そっか。出来ればずっと眠っててくれるとありがたいんだけどなあ」

「そんなこと言わないで下さい。一ノ瀬さんは一ノ瀬さんで劇団員を売り込もうと必死なんですから」

　でもそこであずさは声を潜ひそめて続けた。

「でも、私も本音は七しち味みさんと同じです」

　二人は微笑ほほえみ合った。

　女の友情ががっちりと固まった瞬間だった。

「あのさ、七味さんじゃ味あじ気けないからさ、もし良かったら名前で呼んでくれないかな？　唐とう子こって名前。こ～～ゆ～～のって最初が肝かん心じんでしょ。七味さんで慣れちゃう前にお願いするよ」

「唐子さん……ですね。それじゃ私も名前でお願いします」

「わかった。じゃあ、あずさちゃんって呼ぶよ。よろしくね。あずさちゃん」

「こちらこそ。唐子さん」

　二人が改めて手を握り合って友情を確かめ合ってた時だ。

「やぁ。ちょっと失礼するよ」

　ちょっとばかし年配で恐こわ面もての男が二人の前にやって来た。

「ちょっと神楽かぐら君に挨あい拶さつをしておきたいと思ってね。直接あの場面にはいなかったが話は聞いたよ。監督に直じか談だん判ばんしたそうじゃないか。いやはや、大たいしたお嬢じようさんだ」

「はぁ、あの……すみません。どちら様で」

「御ご免めん。見えないんだったね。私は、君に麻薬取り引き現場を見られて命を付け狙ねらう麻薬密売人の本ほん郷ごうだ」

　その恐面役者は冗じよう談だんっぽく言った。

「あ！」

　あずさはいきなり立ち上がると深々と頭を下げ、そして声を張り上げた。

「昨日きのうはどうもすいませんでした！」

「え？」

「夜、台詞せりふの練習してるところを邪じや魔ましてしまって。しかも謝あやまりもせず逃げ出して…」

「はて？」

　恐面役者は顎あごをしゃくっておでこに波を作った。

「何のことかな？　昨日きのうの夜。私は台詞せりふの練習なんかしてなかったが」

「え？　だって非常階段のところで」

「おいおい、それは人違いだよ。私はずっと部屋にいたからね」

「あれ？」

「ま、一緒に撮影するのは少し後になりそうだが。よろしく頼むよ。何か困ったことがあったら遠えん慮りよなく。一応君よりは芸歴は長いんだ。売れてはいないがな。それじゃ」

　恐こわ面もて役者は軽く手を挙げると去って行った。

「う～～ん。顔は恐いけどいい人ってけっこういるんだね。この世の中」

　恐い顔と心の関係について考え込む唐とう子この隣で、あずさは眉まゆ毛げの上にミミズを這はわせていた。

「おかしいな。確かに昨日の夜に」

　ちょっとした謎なぞにあずさはまだミミズを泳がせていた。と……。

「おいっす」

　テントの日陰の中に、銀ぎん之の介すけが首をつっこんで来た。

「あ、駒こま犬いぬさんですね。お早ようございます」

「お早よう。神楽かぐらさん」

「銀之介君。エリックちゃんは？」

「今監督とリハーサルの最中。でさ、神楽さん」

「はい？」

「今さ、用があってホテルに一回戻ったら、フロントの人にこんなもの渡されてさ」

　銀之介はポケットから白くて無地の封筒を引っ張り出した。

「神楽あずさ様へっていう封筒。ホテルあてに届いたんだって」

「私に？」

「そ～～だよ」

「うわ～～。ファンレターだよきっと」

　唐子がいい感じに盛り上がった。

「はいど～～ぞ。内容は自分で確かめてみな。…………あ、読めないんだ。それじゃどうしようかな？」

「駒犬さん。読んでもらえますか？」

「僕が？　いいの」

「はい」

「銀之介君。感情こめて読んでよ」

「おう」

　責任重大だぜって色をこめかみのあたりに浮かべつつ銀之介は手紙を引っ張り出した。

　ワープロ文字がずらりと理路整然と並んでいる。

　銀ぎん之の介すけはごくって喉のどを鳴らすとそこに並んでる文字を声に変換した。

「あずさ………僕はいつも君を見ている！」

「おぉぉぉぉ！　大だい胆たん！」

　若じやつ干かん一名、やかましいギャラリーがわめいた。

「続けて続けて」

「おう」

　なんか銀之介もい～～感じにノレて来たから、思い切り感情込めて次の文を口にした。

「僕は君だけを見つめている。僕の望みは、君と一緒にし………」

　そこで銀之介のい～～感じの時間は終了した。

「漢字が読めないの？」

　手紙を見つめたまま化か石せきになるのを待ってる銀之介に唐とう子こが声をかけた。

「アタシが代わろうか？」

「いや。その」

　銀之介は口の中で空気の塊かたまりを転がした。

　銀之介だって少々出来が悪いとはいえ十七歳さいの高校生。一般常識程度の漢字となら格闘出来る脳のう味み噌そを持ってる。

　事実その手紙だってしっかり読めた。でも、口に出しては読めなかった。

　なぜならば……。

『あずさ。僕はいつも君を見ている。僕は君だけを見つめている。僕の望みは、君と一緒に死を迎えることだ。君と一緒に人生の終しゆう焉えんを迎える。なんて素晴らしいことなんだろうか。そうすることによって僕らの魂たましいは永遠に離れることのない融合を成し遂げるのだ。あずさ。一緒に死のう。いつの日か必ず』

　なんて書いてあるのだ。これから撮影っていう女優さんにとっくりと聞かせるには少々クセがありすぎる。

「早くしてよ。君と一緒にし………なんなの？」

　銀之介のこの苦しみを知らない唐子が、無ぶ遠えん慮りよな催とく促そくを豪ごう速球でぶつけてきた。

　待つことが苦にが手てな人種の唐子だ。このまま銀之介が黙ってたら手紙をひったくることだろう。

　こうなったら仕方ない。

　銀之介は一つの打開策を決意した。

　ザ・即そつ興きようお手紙大作戦だ。

　僕だって一応クリエイターの息子だ！　やって出来ないことないさ！

「神楽かぐらあずさ様へ」

　銀之介は背中に崖がけっぷちを感じつつ始めた。

「あずさ。僕はいつも君を見ている。僕は君だけを見つめている。僕の望みは、君と一緒にし…………マウマを見ることだ。大草原の海うな原ばらで、君と一緒にシマウマを見る。なんて幻想的なんだ。知ってるかい？　一流の手相占い師はシマウマのシマを見てその日ライオンに襲われるシマウマを当ててしまうそうだぜ。いつの日か、一緒にシマウマのシマの数を数えられる日が来るといいね。それじゃ。あずさ。お仕事がんばってくれ！」

　ど～～～対処していいんだかわからない間まが、三人の間を通り過ぎて行った。

「こう言っちゃなんだけど、この手紙書いた人ってものすごく個性的な人だね。友達少ないよ。きっと」

　唐とう子こが、悪口にならないように苦労して感想を口にした。でもしっかり悪口になってた。

「そう言うな。必死に考えた苦く肉にくの策さくなんだから」

「何が？」

「なんでもない」

　銀ぎん之の介すけは肩かたをすくめると手紙をたたんで封筒に突っ込んだ。

「お～～ぃ。バイト小こ娘むすめ」

　タイミング良く熱血ＡＤの秋あき川かわさんから声が飛んで来た。

「悪いんだけど、ちょっとこの娘達の着替え手伝ってくんないか？　さすがに男じゃ出来ない仕事だから」

　エキストラの子役の女の子達の着替えの手伝いだ。

「今行きま～～～す」

　唐子は、ちょっと行ってくるねと二人に告げるとぱたぱた走って行った。

　唐子が走り去って、時計の秒針が半周程した後だったろうか？

「駒こま犬いぬさん」

　あずさが口を開いた。

「ありがとう」

「何が？」

「今読んだのは駒犬さんが作った文なんでしょ」

「…………え？」

「本当は、とても読めないようなこと書いてあったんでしょ」

「………………うん」

　ここまで来たら誤ご魔ま化かしようがないと銀之介は首を縦たてに動かした。

「よくあるんです。二ふた月つき程前からしょっちゅう。こうやって手紙が届いて」

「そうなんだ」

「だいたい私まだファンレターもらえるほど有名じゃないし。それにロケ先に来てることなんて普通の人じゃ知らない訳だし」

「ストーカーって奴やつか？」

「そんな大げさなものじゃないと思うけど。手紙が来るだけだし」

　明るく言うあずさだけど、手紙によって心を傷つけられてるのが銀ぎん之の介すけには匂におった。

「まぁ、僕に何が出来るとは思えないけどさ」

　鼻の頭をぽりぽりかきながら、銀之介は言った。

「それでも何かあったら声をかけてよ。一緒に悩むことしか出来ないけど、一人で悩むよりは気が楽になるだろうから」

「ありがとう」

　あずさはにっこり微笑ほほえみ、続けて言った。

「優しいんですね。駒こま犬いぬさんって」

「優しい？　僕が」

　そりゃ銀之介だって自分が極ごく悪あく非ひ道どうだとは思ってなかった。天てん秤びん計ばかりにかければお人よしって方にちょっと傾くと思ってたし、よく言われる優ゆう柔じゆう不ふ断だんねって文字の中にも優の文字は入ってる。

　でも、こう面と向かって言われたのは初めてだ。だからものすごく照れた。

「手紙。どうする？」

「捨てておいてもらえますか？　それから唐とう子こさんには秘密に…」

「ただいま～～」

　元気よく唐子が戻って来た。どうしてこいつはいつもこうも元気なんだと銀之介は思った。

「子役の女の子達の着替えを手伝ってあげてたんだけど、アタシがやると余計ヘンテコになるって追い出されて来ちゃった。やっぱりうどんこねるみたいにはうまくいかないね。で、二人して何深しん刻こくに話してたの？」

「ちょっとな」

「ちょっとね」

　その二ふた言ことで説明は終わった。

　銀之介はエリックのとこへ戻って行き、あずさも鞄かばんから出した目薬を使い始めた。

「何なの？　このアタシだけのけものにされたような空気は」

　唐子は、ちょっとばかし不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらした。
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「あれ？」

　撮影日記の二日目も、終わりの行に近づいた夕暮れ時。

　ちょいとした用事からテント下に戻って来た唐子は、首を傾かしげた。

　テント下にいるべき人物が、見当たらないからだ。主あるじを失った椅い子すだけがポカンと口を開けている。

「あれ～～？　どこ行っちゃったんだろ。あずさちゃん」

　唐とう子こはくの字に折れ曲がって考えた。と、そこへ機材抱えて熱血ＡＤ秋あき川かわさんが通りかかった。

「どうしたんだい？　くの字に折れ曲がって」

「あ、秋川さん。あずさちゃ……じゃなくって、神楽かぐらさんがいないんです」

「あ、かまわないよ。今日の撮とりは終わったから。それにしても彼女、すごいな。目が見えなくてもてきぱきと仕事して。いや、大たいしたもんだ」

「今日の撮りは終わったからいいとかそ～～ゆ～～問題じゃなくて。心配じゃないですか！」

　唐子はそう叫んでから心配そうな色を顔に浮かべた。

「どこ行っちゃったんだろ？」

　相変わらずくの字に折れ曲がってる唐子に、秋川さんはちょっとしたイタズラ心を覚えた。

「そう言えば」

「何か心辺りがあるんですか？」

「十分くらい前だったかな？　遠くからだったからハッキリ見えなかったが、妙みような覆ふく面めん男おとこに強ごう引いんに引っ張られていく姿が」

「え～～～～！」

「もしかしたら、目が見えないのをいいことに悪い男に林かなんかに連れ込まれて………」

　たっぷりと、演出的な間まを開けてから、秋川さんは破は顔がんして言った。

「な～～～んちゃって！」

　そこに唐子の姿はなかった。一いち目もく散さんにどっかへ駆けて行く後ろ姿だけが見てとれた。

「軽い冗じよう談だんなんだけどな」

　秋川は遠ざかる影を見つめて呟つぶやいた。

「ま、いっか」

　良くない！　って後頭部に後ろ回し蹴けりを入れてくれる親切な人が……いなかった。




「銀ぎん之の介すけ君。銀之介君」

　唐子はホテルのエリックの部屋に飛び込んだ。

　広い部屋の真中に犬小屋がど～～んと置いてあった。

「なんでこんないい部屋なの！」

　ちょっと犬に嫉しつ妬としてしまう唐子だったけど、状況を思い出しぶるるって首を振った。

「銀之介君！」

　部屋中を探したけど銀之介の姿はなかった。

「も～～～あっちこっち探したのにど～～していないのよ。今は変身した銀之介君の鼻が必要だって言うのにい」

　生卵片手に唐とう子こは地じ団だん太だをだんだん踏んだ。

　と、もう一つの鼻に気がついた。

　もう一つの鼻は、犬小屋の中から突き出していた。

「エリツク！」

　唐子は犬小屋に手を突っ込むと、すーぴー眠ってたエリックを引っ張り出した。

「エリック！　非常事態なの！　今すぐこのハンカチの匂においを嗅かいで追いかけて！」

　もちろん眠りを妨さまたげられたエリックは不ふ機き嫌げんだった。これが銀ぎん之の介すけだったら尻尾しつぽ振ったんだろうけど、相手はいけすかないうどん娘むすめだ。

　牙きばを剝むき出してエリックは唸うなった。でも唐子も負けじと歯を剝き出し唸った。

「うぅぅぅぅぅぅ！」

　いやだなんて言ったら頭から飲み込んでやるぜっていう迫力だ。

　迫力の勝利。軍ぐん配ばいは唐子にピコンと上がった。

　エリックは尻尾しつぽを折り込んだ。

「よ～～し、それじゃ行くよ。あずさちゃんが……とんでもないことになっちゃう前に！」

　とんでもないことってのがどんなことなのか、それはちよっと言えない唐子ちゃんだった。




　一方その頃、唐子が探していた銀之介が何をしてたかってゆ～～と。

「かぶと虫。かぶと虫。かぶとがあるかかぶと虫」

　真しん剣けんな顔して森でかぶと虫を探していた。

「しかしまぁ僕も幼よう稚ちだよな。いい年して何やってんだろ」

　一応は自覚してはいるが、ついついやっちゃうとこが彼らしいとこだ。

「み～～っけ」

　大型のかぶと虫を摘つまみ上げ、銀之介はかさかさ動くそれをしげしげと見つめた。

　そして呟つぶやいた。

「かぶと虫が、背中が痒かゆいなって思ったらどうやってかくんだろ？」

　非常に意味のない非生産的な思考回路を持つ男。それが駒こま犬いぬ銀之介なのだ。

「よ～～し、お前の名前はカブト之の介すけだ。お前はこれから銀ぎん花かのおみやげとして長なが野の県へと行くんだ。わかったな？」

　もちろん、カブト之介にはわかってなかった。ただかさかさと手を動かしただけだ。

「よしよし」

　銀之介は一人で自分勝手に頷うなずいて、カブト之介を胸ポケットに押し込んだ。

　それから、思いついたようにズボンのベルトに手をかけた。

「こうやって緑に囲まれてるとやってみたくなるんだよね」

　とってもお下品に立ちしょんでもすんべえって用意し始めた時だった。

「あれ？　神楽かぐらさん」

　木々の隙すき間まからチラっと見えた光景に目をきょろりと動かした。

　あずさの姿が見えたのだ。

　でも、目の見えないあずさが一人でこんな森までやって来るはずがない。誰か手を引っ張ってくれる人がいないとどだい無理な話だ。

「唐とう子こと一緒に散歩にでも来たのかな？」

　にこやか～～に、銀ぎん之の介すけは木々をかき分けて視界を広げた。

　予想通り、あずさの手を誰かが引っ張っていた。でもその誰かは唐子ではなかった。

　顔にウラトラマンのマスクをかぶっていた。

　夏なのにくそ熱そうなライダースーツを着ていた。

　目め茶ちや苦く茶ちや怪しいってことは、銀之介の胸ポケでもがいてるカブト之介だってわかるってもんだ。

「誰なんですか？　どこへ行くんですか！」

　あずさは抵抗してるけど、男の力には勝てずずるずると引っ張られている。

　そ～～ゆ～～かなり危険な状況だ。

「こ、これはもしかして。巷ちまたで噂うわさのストーカーの実力行使って奴やつじゃなかろうか」

　神しん妙みような顔つきで分析してる隙すきはなかった。

　銀之介は勇気を振り絞しぼると、茂しげみから飛びだし全速力で走った。

「とりゃぁぁぁぁぁぁ！」

　タックルが決まった。ウラトラマンはひねりを入れて倒れ込んだ。

「神楽かぐらさん。早く！」

「その声は…駒こま犬いぬさん？」

「いいから」

　あずさの手を握って逃亡者になろうとする銀之介だったけど、思い切り足を摑つかまれてバランスを崩くずされた。

　ウラトラマン復活だ。まだ三分たってはいないらしい。

「ちくしょう」

　ウラトラマンに馬乗りにされた銀之介は出来る限りの抵抗を試みた。

　でもダメだった。ご近所でも有名な貧ひん弱じやくボーイの銀之介にはどうにもならなかった。

「駄だ目めだ。やっぱり生なま身みじゃど～～しよ～～もない」

　銀之介は祈った。

　うどんの神様。もしここに月見うどんを出前してくれるなら、僕はうどん屋になったっていいです！

　銀之介の祈りはむなしく、月見うどんの出前はなかった。

　ウラトラマンがポケットからナイフを取り出した。背筋が凍こおりつく瞬間ってのはまさにこんな時なのだ。

　絶対絶命のピンチ。しかし、銀ぎん之の介すけのピンチをある勇者が救った。

　勇者は、銀之介の胸ポケットからごそごそと這はい出すと、そのまま羽根を広げて飛び立った。

　木と思ったのだろうか？　ウラトラマンの首んとこにへばりつくとそのままかさかさ足を動かしてマスクの中へと入っていく。

「くがぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ウラトラマンは頭を抱えて転げ回った。マスクを取りたいけど、ここでウラトラマン引退したら顔が見られてしまう。そんな苦悩だ。

　結局、ウラトラマンは頭を抱えて何処いずこへと去って行った。

　偶然の勝利。銀之介は感謝の気持ちは忘れなかった。

「カブト之の介すけ。ありがとう。もうお前を捕まえようなんて思わないからな。大自然の中、しっかりと生きてくれ」

　カブト之介に感謝してから、大地に座り込むあずさに駆け寄った。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「いきなり摑つかまれて！　それで最初唐とう子こさんだと思って！　でも！」

　いささか興奮状態で血液が沸ふつ騰とうしてるようだ。

　こんな場合は、にこやか～～な顔を見せて血液の温度を下げるのが主流だが、にこやか～～な顔したって見えないから意味ない。

「もう大丈夫だってば」

　銀之介はあずさの肩かたを強く押さえて、魂たましいに刻み込むように言った。

「……大丈夫？」

「ああ。もうウラトラマンは三分たったから宇宙に帰って行った」

「ふえ……」

　あずさの瞳ひとみにこんもりの涙が浮かび上がった。

　次の瞬間、あずさは涙を銀之介の服で拭ふいていた。まぁ一言で言えば胸に飛び込んで来たっていうとっても青少年殺しの状況。

　もちろん銀之介は殺された。

　心臓の鼓動が危険レベルまで跳はね上がった。

　ヤバイ！　このままでは天からお迎えが来てしまう。

　銀之介は必死に両手を動かし、なんとかあずさを押し戻した。

「と、とにかく、一度帰ろう」

　必死に酸素を食しつつ、銀之介がそう言った時だ。

「エリック。本当にこっちでいいの？」

「バウ！」

　ガサゴソ。

　茂しげみをかきわけて、一人と一匹ぴきが頭を出した。

　銀ぎん之の介すけにとっちゃ救世主に見えた。

「やぁ、唐とう子こ、いいとこに来た」

　でも、救世主の顔色はあんましよくなかった。心なしか手が小こ刻きざみに震えている。

「おい、唐子……」

　なんだかとっても素敵にいや～～な予感がした。

　銀之介のズボンが半分ずり落ちている。

　さらに息が異常に荒い。

　きわめつけにあずさが泣いている。

　これら三つから、唐子は文もん句くなしに誤解した。完かん璧ぺきにだ。

　唐子の体の中にある温度計がぐんぐんぐんぐんって上がっていって、そして一番上でパチンと弾けた。

「ぎ～～ん～～～の～～す～～け～～～！」

「あぁ。なんだかものすごい誤解をしてらっしゃるような気がするけど、説明して納得させる自信が僕にはない！」

「スケベ！　エッチ！　変態！」

　地獄絵図再びだ。

「違うんだ。唐子！」

「見み損そこなったよ！　ちょっと変な体質してるけど心は今時珍しい男の子だと思ってたのに！　あずさちゃんを森に引っ張り込んでへんなことしようなんて」

「違うの！　唐子さん！」

　あずさの必死の叫びで、やっと惨さん劇げきは止まった。

「駒こま犬いぬさんは私を助けてくれたの」

「え？」

「僕は……無実だ」

　銀之介は最後の力を振り絞しぼって、無罪を主張した。

　そして力尽きた。
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　負傷者、銀之介はソファーの上でうんうんとうなされていた。

　ここはくつろぐ人の憩いこいの場、ホテルのロビー脇わき。もっとも、今現在はテレビも消されて閑かん散さんとしてたけど。

「ごめんなさい。私のせいでこんなことになっちゃって」

　頭を下げるあずさに、唐とう子こは手を思い切り振りたくった。

「違うよ。あずさちゃんが悪いんじゃないよ」

　続けて力一杯こう言った。

「悪いのは運なの！」

　決して自分が悪いとは認めない。

　さりげなくだがしっかり責任転てん嫁かした。唐子の得意技が炸さく裂れつだ。

「だからあずさちゃんが謝あやまる必要なんてないんだってば。謝らなくちゃならないのはそう、運の神様よ。運の神様には前前から不満はあったの。今度こそ謝ってもらわないと。商店街のクジ引きはちっとも当たらないくせに貧乏クジはすぐ当たって」

　訳わかんない悪あく態たいを並べる唐子に、あずさはくすって笑った。

「あ～～もう！　なんか悪口並べてたら喉のど乾かわいたね」

「それじゃ私何か買って来ましょうか？」

「あ、御ご免めんね。それじゃお言葉に甘あまえて。はい。百円」

　唐子から百円玉を受け取ったあずさはてっくてっくとロビーの自動販売機の方向へ歩いて行った。

「そう言えば、この間の商店街の福引きも、ためにためた福引き券を駆く使しして三十六回も引いたのにど～～してカップうどん三十六個の商品なのよ。うちはうどん屋なのよ」

「ど～～～ぞ」

「ありがとう」

　唐子は缶かんコーラーをプシュッと開けてごくりごくり飲み干した。

　三口ばかし飲んだとこで唐子は人間炭酸爆弾になって口から泡あわを吹き出した。

「ちょっと待って！」

「ど～かしたんですか？」

「ど～～かしたじゃないよ。あずさちゃん。まだ……目見えないんだよね」

「はい。明るい暗いはわかるようになったけどまだハッキリは」

「それじゃど～してスタスタ自動販売機んとこまで行ってコーラを買ってこられるの！」

　顔に泡をくっつけたあずさに詰つめ寄った唐子はふと思い出した。

　この間テレビでやってた動物特集だ。コウモリは口から超音波を出して暗い洞どう窟くつの中を飛び回るってことを説明してた。

「まさか………あずさちゃん。口から超音波を」

「出ませんってそんなの」

　あずさは笑って言った。

「少しずつ思い出して来ただけです。昔の感覚を」

「昔の感覚？」

「そっか。これ言ってなかったですね。実は私、小さな頃、一時期病気で目が見えなかった時があったんです」

「そうなの！」

「ええ。小学校四年の時に手術して、それで見えるようになったんです。だから、なんて言うのかな。うまく歩くこつっていうかを……。それに自動販売機の場所は知ってたし近くに寄れば明るさでわかるし」

　唐とう子こは超音波じゃなくて良かったとほっと胸をなで下ろした。

　それから、本当に話さなくちゃいけない大問題へと矛ほこ先さきを向けた。

「それより、あずさちゃんを引っ張ってったっていう悪い奴やつのこと。警察には」

「一応、真ま名な部べさんが通報してくれるって」

「そう。でも何者なんだろうね」

　唐子がシャーロック顔で呟つぶやいた時、ソファーの上でうなされてた銀ぎん之の介すけが不意にむっくり起き上がった。

「僕は……無実だ」

　うつろな目付きでそれだけ言うとまたパッタリと倒れる。

　思わず笑っちゃうような空気を残してくれた。でもおみやげはそれだけじゃなかった。

　もう一つのおみやげは、銀之介のポケットからこぼれ落ちた封筒入りの手紙だった。

「あぁぁぁ！　これって」

　目ざとい唐子がさっそくそいつを拾い上げた。

「あずさちゃんとこに来た手紙でしょ」

「唐子さん！」

「い～～じゃない。もう一回読むの聞いてるんだから。どんな字か見てみたいの。え～～と」

　唐子は手紙を開いて目を落とした。

「え～～と………あずさ。僕はいつも君を見ている。君だけを見つめている。僕の望みは、君と一緒に死…………死い？」

　シマウマじゃない手紙の内容に、唐子は目をぱちくりさせた。

「これ………ど～～ゆ～～こと？」

　アブノーマルな手紙を最後まで読んで、唐子は顔を持ち上げた。

「駒こま犬いぬさんが………その内容じゃまずいって思って内容を変えて読んでくれたんです。私はわかってたけど。前からよく来てたから。こういう手紙が」

「これって、巷ちまたで有名なストーカーって奴なんじゃないの」

「そんな大げさな」

「大げさなんかじゃないわ。この間テレビで見たけど、ストーカーっていっぱいいるんだって。そう、うちの近所にもいるの。うどん屋やってるんだけど、うちのうどんを付け回して毎日お店に来る人」

　ああ恐ろしい恐ろしいと唐とう子こは震えた。

　そんな唐子に、あずさはぼそって言った。

「それ、ストーカーって言うより、常連って言うんじゃないですか？」

　…………そうかもしれない。

　唐子は頭の中で呟つぶやいた。でも認めるとなんか恥ずかしいから思い切り大声出して誤ご魔ま化かした。

「とにかく、アタシの華か麗れいな推理によるとこの手紙を出した奴やつとウラトラマンと同一人物よ。また魔の手を伸ばして来るかもしれないわ！」

「だから大げさ」

「大だい丈じよう夫ぶ。これからは二十四時間体制であずさちゃんを守ってあげるから。安心してお仕事がんばってね」

　ぐいっと両手を握られて熱く語られる。見えないけど、きっと瞳ひとみも熱血色のはずだ。

　逆らうと恐いから、あずさはこっくり頷うなずいた。

「う～～ん。唐子。そこは思い切り蹴けらないでくれ～～。腰の後ろ辺りがきゅ～～んって痛くなるんだ」

　銀ぎん之の介すけはまだうなされていた。
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「おい」

　銀之介は思い切り不ふ機き嫌げんな言葉をぶっ飛ばした。

　時は夜で、場所はあずさの部屋。唐子と銀之介はここで一晩明かすことにしたのだ。

　二十四時間護衛計画の一いつ端たんがこれだ。

　でも別にこのことにかんしては『おい』でもなんでもない。銀之介だってあずさが狙ねらわれていることは知っている。護衛の協力は惜おしまないつもりだ。

　それじゃ何が『おい』かって言うと。

　それは銀之介の体に食い込む、気合いの入ったロープのことだ。

「おい唐子。何してんだよ」

「見てわからない？　縛しばってるの」

　唐子はかる～～く言い放った。

　だからって納得出来るものじゃない。

「ど～～して僕が縛られなきゃならないんだよ」

「だって女の子の部屋なんだよ。縛って当然じゃない」

　唐とう子こはきっぱりと言い切った。自分に間違いはありませんって勢いだ。

「唐子。今日の朝のこと信じてないな。だからあれは」

「信じてるって。あれは単なる不幸の偶然。間違い。そうでしょ」

「そうだ」

「でもまた同じ間違いをおかしたら大変でしょ。だから」

　唐子はにっこり笑いながらロープを固結びにした。それも思い切り力を込めて。

「これだけ縛しばられたら護衛の意味がないぞ」

「大だい丈じよう夫ぶ。いざって時は卵見せるから。ちゃんと持って来たんだ。生卵。変身すれば千ち切ぎるのだって簡単でしょ」

「あの、何をしてるんですか？」

　ベッドの上から、あずさが困こん惑わく気ぎ味みに尋たずねた。何が起こってるのか正確にはわからないけど何か気の毒なことが起こってるのは伝わってるらしい。

「なんでもない。なんでも。それじゃお休み」

　唐子はさりげなく言うと自分もソファーの上にごろんと横になった。

　明かりも消されて静寂の中、イモムシ状態になった銀ぎん之の介すけはぼそっと呟つぶやいた。

「こんなんじゃ眠れる訳がない」




　時が流れて。




「ぐわ～～～」

　眠れる訳ない宣言をしたくせに、イモムシはしっかり睡眠していた。元来寝つきは悪い方じゃないのだ。

　イモムシは腰の辺りがかゆくなった。普段なら半分眠りながら手を伸ばして搔かくとこだけど、イモムシなもんだから腰に届くほどの手がない。

　そんなこんなで、ごろんと寝返りを打ったイモムシは、壁に思い切りおでこをぶつけ覚かく醒せいした。サナギになる前に。

「いってぇぇぇぇ」

　イモムシは丸くなって痛みをこらえた。

　それからまだうつろな目を時計へと向ける。夜でも見える蛍光板付きの奴やつだ。

　午前三時か。

　心の中でそう呟つぶやき、再び目を閉じようとする……と、銀之介はとある光景を捕えた。

　人影が、ベッドに眠るあずさの上にかがみ込んでなんかしてるのだ。

　なんだ？　唐子の奴。神楽かぐらさんのおでこに肉とでも書くつもりなのか。高校生にもなってしょ～～がね～な～～って銀之介は笑った。と……。

「ご注文は何にしますか？　やっぱりうどんの味ならかまあげうどんです」

　唐とう子こがソファーの上で寝言をぶっぱなした。

　別に唐子が家で働いてる夢を見ようがうどんこねてる夢を見ようがそんなことは知ったこっちゃない。重要なポイントは唐子は今、ソファーの上で寝ね腐くさってるって事実だ。

　なんだ、唐子じゃないのか。それじゃ僕だな。しょ～～がね～な～～。高校生にもなって。

　寝ね惚ぼけた脳のう味み噌そはへらへら笑った。でもすぐに笑えなくなった。

　僕はここで縛しばられてるじゃないか！

　眠気がいっぺんに覚めた。今、不審人物があずさんとこに来てるのだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあ！」

　銀ぎん之の介すけは叫んだ。謎なぞの人物はびくりと体を動かすと、窓から外へと逃げ出した。

「おい、唐子！　眠ってんじゃねー！　早く生卵！」

　唐子は起きなかった。本当にぐっすりお眠りになってる。

「あぁぁぁぁぁぁぁ！　意味ねぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　銀之介は力一杯叫んでから、もっこもっことイモムシ歩きで唐子んとこへと進んだ。

　脇わきにボールと卵が置いてある。この卵さえ割れれば、こんなロープ簡単に千ち切ぎることが。

「あの、どうかしたんですか？」

　あずさだった。さすがにこの騒ぎで目を覚ましたらしい。

　チャ～～ンス！

　銀之介の頭の中でお星様一つ輝いた。

「いや、なんでもないんだ。神楽かぐらさん。それよりちょっとお願いがあるんだけど」

「何ですか？」

「そのままこっちへ歩いて来て。そうそう。それでそこでしゃがむ。手に何か当たったろ」

「はい」

「それはボールなんだ。で、その中に生卵が入ってる」

「あ、わ、わかります」

「それをボールの中に割り入れてくれないか？」

「は？」

　あずさはさっぱり意味がわかりませんって顔を見せた。

　そりゃ～～そうだ。夜中にたたき起こされて、生卵を割ってくれって言ってんだ。これで悩まない奴やつがいたらそいつは南瓜かぼちやに違いない。

「その、なんて言うか。僕は一日一回生卵を飲み干さないと胸が苦しくなるっていう持病の持ち主で……。しかもその生卵はくずれてない奴やつじゃないといけないっていう……」

　自分で言っててどんどん苦しくなってくる言い訳だ。前回のシマウマよりも質たちが悪い。

　だけんども。

「そ～～なんですか。大変ですね」

　あずさは信用した。

「マジっすか？」

　言った銀ぎん之の介すけが一番びっくりした。

「わかりました。ちゃんとボールの上で割れるかどうか見てて下さいね」

「おう」

「どうです？」

「いい感じいい感じ。よし、そこでぱっくり割ってくれ」

「はい。卵割るのは得意なんです」

　あずさの言う通り、卵の殻からは奇き麗れいに真っ二つになった。

「ありがと！」

　銀之介はもっこりもっこり体を動かし、ボールの中を覗のぞき込んだ。

　まあるくてきいろいたまごのおつきさま。

「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　毎度お馴な染じみの感触が体中をかけ巡り、銀之介は毎度お馴染みの姿になった。

　すぐさまロープを引き千ち切ぎると、ボールの生卵をツルンと飲み干す。

「ありがとう。神楽かぐらさん。これでもう大だい丈じよう夫ぶだ。それじゃ僕はちょっと用事があるから。おやすみ！」

　それだけ言って銀之介は窓から飛び出した。

「世の中、いろんな病気の人がいるんですね」

　あずさは気の毒そうに呟つぶやいた。




　あずさの部屋は六階。窓から出たとこには屋上からのロープが垂たれ下がっていた。これで下りて来たらしい。

　銀之介は外壁に爪つめを食い込ませ、一気に屋上までよじ登った。言うまでもなく、オオカミ男だからこそ可能な行為だ。

　屋上に躍おどり出ると軽やかに着地する。

　キラリと光る瞳ひとみで辺りをみわたすと屋上の端はしっこに立つ男がいた。

「見つけた！」

　あいつが、もろもろの騒動の犯人に違いない！

　銀之介は牙きばを剝むき出し走った。タイムを計ればオリンピックで金メダルがじゃんじゃか取れるタイムだ。

　男に飛びかかろうと後ろ足に力を込めたその時。

　男が振り返り、そして口を開いた。

「久しぶりだね。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君」

　銀之介は足の爪つめで急ブレーキをかけた。コンクリートにひっかき傷を作ったがなんとか停止する。

　見覚えある男の顔に、銀之介は目を見開いて叫んだ。

「漆うるし野の刑事！」

（漆野刑事、本名漆野百ひやく太た郎ろう。長なが野の県警の自称、スーパー敏びん腕わん刑事。前回、銀之介の学校で起こった覗のぞき事件調査のため来校。その際、銀之介の変身体質を目撃する。しかし、黙秘を約束してくれる。少々アブノーマルな性格。儲もうけ話が大好き）

　そんな漆野が、ど～～してか屋上にて立っている。

　銀之介は特大の口をポカンと開けてただただ目をぱちくりさせた。
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「覚えていてくれて光栄だよ」

「ど、どうして。漆野刑事が………あんな手紙や。ウラトラマンに…」

「おいおい、何か誤解してないかい。確かに今部屋に忍び込んでたのは私だが、手紙だのウラトラマンだのそんなものは知らんぞ」

「な～～んだ。そうだったんですか」

　なはははって銀之介は笑った。

　でもすぐに嚙かみつきそうな勢いで怒ど鳴なった。

「なんで部屋に忍び込んだりしたんですか！」

「寝顔の写真を撮とるためさ」

　漆うるし野のはきっぱりと言い切った。ここまで言い切られると反論すら出来ない。

「神楽かぐらあずさ君だったね。確かにまだまだ無名だが、この私の勘かんでは、将来彼女はブレイクする。その時さぞや高く売れるんじゃないかと思って、無名時代の寝顔写真をね」

「相変わらずえげつないことやってますね」

　銀ぎん之の介すけは心底呆あきれて吐はき出した。

「あ、このことは秘密にしてくれよ。さすがにまずいからな」

　もちろん首を縦たてに動かすしかない。

　なんてったって相手は自分の秘密を思い切りわしづかみにしているのだ。

「ありがとう。銀之介君。君とは仲良くやっていけると前から思ってたんだよ」

　にこやか～～に両手を握られてぶるんぶるんと上下に振られる。

　こうやって世の中の純真な若者は悪の道に引き摺ずりこまれて行くんだなあ。

　銀之介は星空を見上げつつしみじみと思った。
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「本当に何もしなかったでしょーね」

「しなかったてば」

「本当に？」

「しつこいってばよ」

　ネチっこく言ってくる唐とう子こに銀ぎん之の介すけはうんざりした口調で言った。

　結局、昨晩は狼おおかみのまま部屋へ帰りそのままゴロンと横になった。

　朝までの数時間あれば人間に戻れるから秘密兵器を使おうともしなかった。

　で、朝になって………。

　ロープを外してる銀之介を見た唐子が、紙コップ一杯の疑いを持ったって訳だ。

　もちろん、銀之介としては弱みを力一杯握り締められている漆うるし野のとの約束だから本当のことを言うわけにもいかない。

「ウナギの夢を見てたらつるんとロープから抜け出してね」

　銀ぎん之の介すけは肩をすくめて言った。

「そしたらお腹なかが空すいて生卵を食べて眠ったんだ」

「そうかぁ。ウナギかぁ。ニワトリの夢を見た人が卵を産んだって話は聞いたことあるけど、ウナギの夢を見ると縄なわ抜けが出来るなんてね」

　こ～～ゆ～～のを信じちゃうところが唐とう子このすごいとこで、銀之介は毎度ながら感心した。

「昔の忍者の縄なわ抜けってもしかしてウナギの夢が関係してたかも」

「多分してないと思うぞ」

　銀之介は呆あきれ声で呟つぶやくと、朝食のパンを口にねじり込んだ。

　ここはホテルの食堂。唐子、銀之介、あずさの三名は朝ご飯タイムの真っ最中なのだ。

　そんな真っ最中、招かれざる客はやって来た。

「や、ここ空あいてるかな？」

　はい空いてますって返事を返す前にどっかど前の席に座り込む。

　なんて横おう柄へいな奴やつだうって顔を上げた唐子は目を大きく見開いた。

「漆うるし野の刑事！」

「覚えていてくれて光栄だよ。七しち味み唐子君」

　漆野は、格好つけるのにしか使えない帽ぼう子しをちょいと押し上げて歯を光らせた。

「刑事さん？」

「おっと失礼。自己紹しよう介かいがまだでしたな」

　首を傾かしげるあずさを見て、漆野は立ち上がりあずさの手を握った。

「私は、長なが野の県警のスーパー敏びん腕わん刑事、漆野百ひやく太た郎ろう。親愛と敬愛を込めて漆野刑事と呼んで下さい」

「はぁ」

「神楽かぐらあずさ君だね。事情は聞いてます。私の顔が見えなくてさぞや残念だとお思いでしよう。想像としては若き日の田た村むら正まさ和かず氏にケビンコスナーの魅力を交ぜさらにそこにアラン・ドロンの眉まゆ毛げを…」

「えっとまぁ、そんな感じの方」

　ほっとくと永遠にレシピが続きそうだから唐子はさっさと中断した。

「どうも。神楽あずさです。で、漆野刑事さんはどうして。休暇か何かですか？」

「いやいや、ちょっとした捜査でね」

「お仕事ですか」

「ええ。大たいしたことじゃないんですがね。麻薬密売組織の尻尾しつぽを摑つかんでやろうと動いてたんですが、とある筋から麻薬の保管場所がこの辺りにあるという噂うわさを聞きつけまして。まぁ、なんて言うかとある筋ってのは大きい声じゃ言えないんですが実は取引先のとある」

「あ、あずさちゃん。そろそろ行かないと。遅れちゃうよ」

　ほっとくと永遠に続きそうだから、唐とう子こはさっさと退散を決め込んだ。

「はい、それでは。刑事さん、お仕事がんばって下さいね。私もこれからマフィアのボスと戦いますので」

　唐子に半ば強ごう引いんに引っ張られながら、あずさはその言葉を残して退場した。

「うんうん。いい感じの娘こだね」

　おじさんっぽく何度か頷うなずいてから漆野はスクランブルエッグ頰ほお張ばる銀ぎん之の介すけに尋たずねた。

「ところで、最後の台詞せりふ。あれはどういう意味なんだい？　これからマフィアのボスと戦うとかなんとか」

「ああ、あれはドラマのことです」

「ドラマ？」

「今、僕らが何してるかは……知ってます？」

「ああ、関係者の一人を締め上げて一応は聞いた」

　どうしてそこで締め上げなくちゃならないかなあって銀之介は思った。

「君の父親が原作のドラマを撮影してるんだろ」

「そうです。それで、その話の内容については？」

「さっぱり知らないよ」

　銀之介はため息一つ吐はき出すと、内容説明に入った。

「え～～とですね。一言で言うと、目の見えない女の子とその愛犬の話なんです」

「ふむふむ」

「その目の見えない女の子がある日、マフィアが極ごく秘ひ開発してた秘密の毒薬の話を偶然に聞いちゃって、それでマフィアに追いかけられるようになるんです」

「なるほど。それでマフィアにやられておじゃんになってしまうと」

「違いますよ！　愛犬ポチが一生懸けん命めい守ろうとするんです」

「なるほど、愛犬ポチと一緒におじゃんになるのか」

「おじゃんになりませんって。必死に女の子を守るんです」

「最後は？」

「最後はですね。え～～と、廃工場に女の子は閉じ込められるんだったな、確か。それで爆弾をしかけられるんだ。あわやって時にポチが来て、爆発の中なんとか女の子を救出。で、ボスは警察に捕まって、めでたしめでたし」

「なんだ。皆で爆発に巻き込まれておじゃんって話じゃないのか」

「おじゃんが好きなんですね」

　あらすじ説明を終えた銀之介はちょっと棚たなの上に置いておいた質問を下ろした。

「ところで、麻薬事件の捜査って本当なんですか？」

「本当さ」

　漆うるし野のはへ～ぜんと言い放った。

「なかなか狡こう猾かつな奴やつらなんだ。いっつも煮え湯を飲まされてる警察としちゃ、これ以上黙ってられないってことでな。多少の犠牲には目をつぶる。犯人をあげろ！　てお偉えらい人が怒鳴ったんだ。それで私に仕事がまわって来た。麻薬保管場所として臭くさい臭いってマークされてたのがこの付近の古い倉庫で、それで調査に来て見たら、偶然にも君達がいたって訳だ」

　漆野の十八番は、蚊かを見つけては銃をぶっぱなすっていう離れ業わざだ。

　本当に蚊のいるこの季節。さぞかし恐こわいもん知らずなのだろう。

　銀ぎん之の介すけは、一般市民に被害者が出ないことを心の底から祈った。

「まぁ、それだけ私の力が認められているということだな。それでは、私は仕事あるから」

　去りかけた漆野だけど、何かを思い出したのか足を止めた。

「おっと、忘れるところだった。銀之介君。私からのプレゼントだ」

　漆野はポケットから茶封筒を取り出すと銀之介の手に握らせた。

「夜、寂しい時なんかに見てくれたまえ。それじゃ」

　アデューなんて格好つけて漆野は去って行った。またそれが似合うもんだからちょっとしゃくだった。

「しかし何だろ？　これ」

　封筒を逆さにすると、写真が二枚出て来た。

「これは！」

　銀之介の顔が劇画調。

「いっけな～～い。忘れ物忘れ物」

　悪魔がしかけたとしか思えないタイミングで唐とう子こがやって来る。

「座る時におしりに引っかかるからサイフ出して置いたんだ。うっかりうっかり。あれ？　銀之介君。何見てるの？」

「違う！　これは！」

「何、何！」

　唐子は裏庭で毎晩鍛きたえてそうな動きでさっと写真をひったくった。

　それは、あずさの寝顔写真と唐子の寝顔写真だった。

　シュバ！

　ものすごく短い導火線に火がつけられた。

「ぎ～～～ん～～～の～～す～～け～～」

「違うんだ。これは漆野刑事が！」

　言い訳もむなしく…………。

　バッチィィィィン！

「なんか今回こればっかし」

　頰ほおに真赤な平手後を張り付けて、銀ぎん之の介すけは落らく涙るいした。
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　唐とう子こが銀之介を引っぱたいてるなんて知らず（知る訳がない）あずさははホテルの通路脇わきのソファーにて唐子の帰りを待っていた。

「あ、いっけな～～い。忘れ物しちゃった。ちょっと取り行って来るからここに座って待っててね」

　それが唐子の残していった台詞せりふだった。

　あずさは壁に背中を預けて、天井を見上げた。

　ハッキリとは見えないが、白い色だってことだけはぼんやりと見える。

　視力の方もだいぶ回復してきたようだ。

「これなら、来週までにはもとのようになるわね」

　あずさはそう呟つぶやき、曲まげていた首をもとに戻した。

　目の前に立つ人影が見えた。ぼや～～とした輪りん郭かくだけだ。夕方のプールで目を開けたような感じだ。

　でもその人影の持ち主が誰なのか判断するのは、まだちょっとばかし無理な話だ。

「え～～と、唐子さん？」

「あずさ」

　唐子じゃなかった。声は明らかに男の声だった。

「あずさ。今日も輝いてるね」

「……一いちノ瀬せさん！」

　口調と声色には聞き覚えがあった。いっつも迷めい惑わくしてる劇団の会計係の一ノ瀬だ。

「昨日きのうはどうしたんですか？　どこか具合でも悪かったんですか？」

「具合？　そんなことはない。すこぶる快調さ。これまでにないくらいにね」

　ふぇふぇふぇっていう危あぶない笑い声を一ノ瀬は漏もらした。

「あずさ。この向こうに素晴らしい岬みさきがあるんだ。近いうちに見に行こう。近いうちに必ず」

「はぁ？」

　一ノ瀬はまた奇き妙みような含み笑いを響かせながら去って行った。

「一ノ瀬さん。どうしちゃったんだろ？」

「お待たぁ！」

　別の人影が目の前に飛び込んで来た。こっちの方は基礎代謝率高そうな動きしてるから唐子だろう。

「唐子さん。今一ノ瀬さんに」

「ああ、ジャーマネさん？　すれ違ったよ。聞いてよ。挨あい拶さつしたってろくすっぽ返事してくれないんだよ。あの人」

　唐とう子こはぶんすか怒った。挨拶出来ない奴やつと掃除が出来ない奴とうどんが嫌きらいな奴にろくな奴はおらん！　これが七しち味み家の教えなのだ。

「どこか具合でも悪かったんじゃ？」

「そう言えば、なんか白目剝むいてふらふら歩いてぐふぐふ変な笑み浮かべてたなぁ」

　唐子はしばし考え込み、明るく言った。

「きっと変なキノコでも食べたんだよ。だいじょ～～ぶだいじょ～～ぶ。さ、行こ。あずさちゃん」

「え、ああ」

　あずさは唐子に引っ張られてその場を後にした。

　少し離れた曲まがり角から、その後ろ姿を見つめる男がいた。

「あずさ。もうすぐだよ」

　男はゆっくりと口を動かし、笑った。
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「ハイ、カットォォォ！」

　監督さんの威い勢せいのいい声が響いた。

「どうも。ありがとうございました」

　あずさはペッコリ頭を下げた。人影は見えるようになってるからもうとんちんかんな方向に向くこともない。だから唐子がおせっかいで体の向きをきゆっと直してあげる必要もない。

「ご苦労様」

　唐子に手を引っ張られて、テントの椅い子すんとこまでやって来たあずさはふ～～って息を吐はき出した。

「ほんとご苦労様。でもすごいね。あずさちゃん。あずさちゃんきっと将来大物になるよ。アタシが保証してあげる」

「お世せ辞じでも嬉うれしいです。唐子さん」

　あずさはにっこり笑ってから、真ま顔がおを唐子に向けた。

「あの、唐子さん。ちょっとお願いが」

「何？」

「もし、時間があったら、台本せりふの練習に付き合ってくれませんか？」

「え？」

「実は、まだ覚えてないとこがけっこうあるんですけど、練習しようにもまだ字が読めないし」

　もちろん唐子は二つ返事でＯＫした。

「い～～よ。どこから？」

「え～～とですね。真ん中の当たりで、主人公がマフィアのボスの会話を聞いてしまうシーンあたりから」

「え～～と、一回読んでるんだけど、どこだったっけな。あ、あったあった。あ、ここ二人いるじゃん。マフィアのボスとその部下」

　唐とう子こは立ち上がった。思い立ったら脳のう味み噌そが司令を出す前に体が動くっていう彼女だ。

「もう一人引っ張ってくるね」

「別にそんなに大げさな」

「いいって。いいって。何事もリアリティーがあった方がいいから」

　唐子がすっとんで行った。

　でもって、宣言通りもう一人引っ張ってきた。

「はい、お待たせ」

「おい、唐子。なんだよいきなり」

「あずさちゃんが台詞せりふの練習したいんだって、付き合ってよ。いいでしょ」

　悪いなんて言ったら腐くさった豆腐ぶつけるそってな口調だ。

「そりやあまあいいんだが。僕、エリックにシャンプーしてやるように頼まれてるんだ。だから……」

「知ってるよ。大だい丈じよう夫ぶ。シャンプーのことならさっきすれ違った漆うるし野のさんに頼んでおいたから」

「漆野刑事に？　大丈夫かなぁ」

「大丈夫でしょ。聞いたら警察犬を扱ったこともあるって言うから。嚙かまれることはないだろうし」

「いや、心配なのは漆野刑事じゃなくてエリックの方であって…。いちおうＶＩＰだし」

「んも～～。ぶつくさ言わない！　それとも銀之介君。あずさちゃんに協力するのが嫌いやだって言うの？」

「いやそ～～じゃなくて。ただ」

「ただも何もないって。さ、始めるよ」

　ページを開いた台本が押しつけられた。

「わかったよ。わかった」

　銀ぎん之の介すけはしぶしぶと空あいている椅い子すに座った。

　そんなすったもんだを脇わきで聞いてたあずさが、不意に吹き出した。さもおかしそうにくすくすと笑う。

「ど～～したの。あずさちゃん」

「ごめんなさい。二人の会話聞いてると、なんか奥さんの強い夫婦みたいだから」

「夫婦？」

「僕らが」

　ちょっと照れくさい空気が二人を渦うず巻まいた。

「も～～～、あずさちゃん。な～～に言ってるのも～～」

「そ～～だよ。いくらなんでも唐とう子こと夫婦だなんて」

「ちょっと銀ぎん之の介すけ君。アタシじゃ不満だって言うの？」

「いやそういう意味じゃなくって。さ、やろうか。台詞せりふの練習」

　この話題続けるとなんか血を見そうだら、銀之介はさっさと話題を変えた。

「それじゃ始めるぞ。え～～と。どこから？　神楽かぐらさん」

「マフィアのボスが部下と話してるところからです」

「よ～～し。読むぞ。え～～と」

　ど～～せ出来ないことはわかってるけど、銀之介は思い切り声を低くして芝居っぽく始めた。

「薬は全部運び出したな」

「はい。間違いなく」

「よし、一輪車に乗っけて運ぶぞ」

「ちょっと待って！」

　あずさがちょっと待ったコールを入れた。

「何に乗せて運ぶって？」

「一輪車だけど？」

「トラックじゃないの？」

「いや、一輪車。そりゃおかしいとは思うよな。でも父さんが、あえて一輪車に乗っけることによって物語にインパクトをつけることが出来るとかなんとか言い張って。馬鹿だよな」

「御ご免めん。私の聞き違いだったみたい」

「どうしたの？」

「なんでもない。続けて下さい」

「おう、それじゃ。早さつ速そく次の隠し場所まで運ぶぞ」

「その前にラーメン食べてきやせんか？」

「お、いいねぇ」

「ちょっと待って待って！」

　またあずさが待ったを入れた。

「今のってアドリブですか？　ラーメンのとこ」

「うんや。ちゃんと台本に載のってるけど」

「そう。御ご免めんなさい。中断して。続けて」

　あずさの様子に首を傾かしげつつ、二人はへたくそな芝居を再開した。

「馬鹿野郎。ラーメンなんぞ食ってられるか。すぐに次の隠し場所へ運ぶぞ」

「次の隠し場所ってどこなんですか？」

「ふっふっふ、よくぞ聞いてくれた。次の隠し場所はなんと、奈な良らの大仏の鼻の穴なのだ」

「ちょっと待って」

　あずさは三度目の待ったコールをかけた。

「次の隠し場所って、本州テレビの地下倉庫じゃないんですか？」

「はぁ」

「確か年末の大掃除までにさばけばなんとかなるとかで」

「そんなこと書いてないけど」

「お二人が、勝手に台詞せりふを作ってるってことはないですよね」

「ないよ」

「うん」

「そうですよね。おかしいなぁ」

　あずさは思い切り首をひねった。同情したくなる悩みようだ。

「どうしたの？　あすさちゃん。何がおかしいのか教えてよ」

「はぁ。つまらないことなんですけど。実は、一昨日おとといの夜」

「あ、廊下でぶつかった」

「そうです。駒こま犬いぬさんとぶつかるちょっと前だったかな。私、非常階段のとこで誰かが台詞の練習をしてるのを聞いたんです」

「なるほど」

「内容からマフィアのボス役の人だと思ってたんだけど、昨日きのう聞いたら違うって言うし。その時は恥ずかしいから噓うそ言ってるんだうって思ってたんだけど、今聞いた台詞とも全然違うし」

「どんな風に違うの？」

「私も全部覚えてる訳じゃないんですけど。あの時聞いた台詞では、ラーメンなんて出てこなかったし、薬はトラックで本州テレビの地下倉庫に隠すって」

「こっちは一輪車で奈良の大仏の鼻の穴だからね」

「全然全く違うよね」

　三人は仲良く悩んだ。

「銀ぎん之の介すけ君ならともかく、あずさちゃんなら聞き違いってことはないだろうし」

「どうして僕ならともかくなんだよ」

「ともかくでしょ。う～～～ん」

　また三人はどっぷりと悩んだ。

　いくばくか時間が経過した後、銀之介が口を開いた。

「今、ふっと思い浮かべたんだけど」

「何？」

「本当に秘密の毒薬をマフィアが扱ってたりして」

「まさかぁ」

「だよなぁ」

　下らないアイデアはさっさとゴミ箱行きになった。

「でも、あの声。どっかで聞いた声だったな」

「どんな声だったの」

「なんて言うか、いかにも～～って感じの」

　あずさが何かを思い出しかけたその時。

　ズキューンズキューンズキューン！

　三発の銃声が鳴り響いた。

「何ですか？　今の」

　あずさは怯おびえた。

　でも銀ぎん之の介すけと唐とう子こは怯えはしなかった。

　二人はなんとなく銃声の発生元を予感したのだ。

「漆うるし野の刑事！」

「はやまっちゃダメ！」

　二人は、ホテルの日陰んとこに銀之介が用意しといたタライめがけて走った。

　案の上、拳けん銃じゆうの口をふうって吹いてる漆野がいた。

　んでもって、エリックはタライの中で仰向けにひっくり返ってた。

「あぁぁ、ＶＩＰだってのに」

「心配するな。死んじゃいない。少々蚊かがまっていたからね」

　漆野はいけしゃあしゃあと言った。

（注：漆野刑事は気に入らないことがあるとすぐ拳銃をぶっぱなします。その時の言い訳がこれです）

「もういいです。僕が洗いますから」

「そうしたまえ。その犬も君に洗われる方が幸せみたいだからな。お、そろそろ昼か。ホテルの食堂でビーフシチューでも食べてこよう。それじゃ」

　漆野はまたアデューっておさらばしていった。

　ダンディーな空気が残る中、唐子が口を開いた。

「あの人、本当に仕事しに来てるの」

「さぁ、いろいろと謎なぞの人だから」

　銀之介は、エリックの頰ほおをぴしゃぴしゃ叩たたきつつ、ど～でもいいよ的に呟つぶやいた。




　　　　　４




　その日の夜。

「あと二日だね」

　パジャマ姿になった唐とう子こは、あずさの部屋でくつろぎながら、その言葉を呟つぶやいた。

「そうですね」

「でも最初の方ってまだなんでしょ。クライマックスを先に撮とるなんてなんか変な感じ」

「よくあることだよ」

「ふ～～～ん」

　唐子は感心したように息を吐はき出した。

　ちょっとお利口になった瞬間だった。

「それじゃ寝よ。明日あしたも早いし」

「あの、駒こま犬いぬさんは？」

「あぁ、銀ぎん之の介すけ君なら、今日は向かいの部屋に漆うるし野の刑事と一緒に眠るって。一声叫べばすぐに飛び出して来るって言ってたから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「そうですか」

「きっと、今ごろ青春について語り合ってるよ」

「あの、唐子さん。よかったらこちらに来ませんか？」

「え？」

「ソファーよりは、寝心地がいいと思うんですけど」

　あずさは半分空あいてるベッドをポンポン叩たたいてみせた。

　と～～～～ぜん！　遠慮する唐子じゃなかった。

「も～～ありがとね～～。それじゃ遠慮なくお言葉に甘えて」

　唐子はごそごそとあずさの隣にもぐり込んだ。

「それじゃ電気消すよ」

「はい」

　脇わきのスイッチをＯＦＦにして、部屋はまっくろくろすけの大軍に覆おおわれる。

「お休み。あずさちゃん」

「おやすみ。唐子さん」

　二人は瞳ひとみを瞼まぶたで覆おおった。




　ちょうどその頃、銀之介はとゆ～～と。

　漆野にいじめられていたのだ。

「ふっふっふ。これが」

　いやな含み笑いを浮かべた漆うるし野のはしばった銀ぎん之の介すけの前でファイルを開いた。

「もう見せないで下さい！」

「そう言うな。こんなのはめったに見れないぞ。ほら、八年前に私が担当したバラバラ連続殺人事件の現場写真」

「ひぃぃぃぃぃぃ」

　銀之介は思わず目を閉じた。でもそれを許してくれる漆野じゃなかった。

　さりげなくセロテープを取り出すと手慣れた手つきで銀之介の目を固定する。

　閉じられないように。

「さぁ、次がびっくりだ。私が事件現場で記念撮影をした時、偶然撮とれてしまった心霊写真」

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　恐怖にもだえ苦しみながら銀之介は叫んだ。

「お家帰りたいよぉぉぉ」

[image: ]




　かちかちかちかちかち。

　時計の秒針の音すら聞こえてくるそんな夜。

「唐とう子こさん。起きてる？」

　電気を消してからどれぐらいたっただろうか？　不意にあずさが口を開いた。

「起きてる起きてる。なんか不思議と寝れなくて」

「一つ聞いてもいいかな？」

「なんでもなんでも。聞くは一時の恥。聞かぬは一生の恥………。違ったっけ？」

　あんぽんたんな唐とう子この発言にクスリってしてから、あずさは口を開いた。

「唐子さんと、駒こま犬いぬさんって……恋人なんですか？」

「違う！　違うって～～」

　唐子は力一杯否定回路を爆発させた。

「そんなんじゃないってば。本当に。言うなれば友達。そ～そ～友達って奴やつ」

　否定回路が焼き切れるまでがんばってから、唐子は反対に尋たずねた。

「でも、ど～～してそんなこと……。は！　もしかしてあずさちゃん銀ぎん之の介すけ君のこと」

「違いますよ」

　こっちも否定回路を爆発させた。

「ただ。うらやましいなあって思って。ああやって馬鹿言い合える人がいて」

「馬鹿言い合ってるかなぁ？」

　本人に自覚はないようだ。

「あずさちゃんはいないの？　そ～～ゆ～～人」

「いない………かな」

「じゃぁ、好きな人は？　年頃だからいるでしよ」

「唐子さんは」

「アタシはいいんだってば。あずさちゃんのこと教えてよ。年上としてアドバイス出来ることがあったらするよ」

　台所すみの埃ほこり程度の経験もないくせに唐子は言い切った。

「好きな人か」

　あずさは暗闇の中しばし考え込んでから、ゆっくり息を吐はき出した。

「一人いるかな。小学校の時からずっと好きな人」

「そりゃ～～も～～アタックするしかないって。あずさちゃんくらい可か愛わいければまずうまくいくよ」

「でもその人の顔も名前も知らないんです」

「は？」

　唐子の頭からヒマワリがポンと咲いた。

「ど～～ゆ～～こと？」

「馬鹿らしい話を一つしてもいいですか？」

「い～～よ。アタシ馬鹿らしい話は嫌きらいじゃないし」

「本当に馬鹿らしい話なんですけど」

　あずさは大きく深呼吸すると、彼女の言うところの馬鹿らしい話を始めた。

「この間、お話しましたよね。私が昔、目が見えなかったって話」

「聞いた聞いた」

「当時、私は、目が見えないから学校を長期欠席して、それで手術を待ってたんです。当時私の住んでた家ってのはけっこうな山奥にあって、毎日退屈してました。両親は昼間は仕事でいませんでしたし」

「ふむふむ」

「そんなある日、いつものように縁側でぽ～～っとしてたら、なんか庭でがさごそ音がして。私は見えなかったけど、誰って聞きました。そうしたら御ご免めんなさいって返事が帰って来て。聞いたら私の家よりもさらに山奥の家に最近引っ越して来た家の子供だって。私も退屈だったからいろいろと話をして。その子も、何か病気の治療のために学校を休んでるって話でした。で、……仲良く。いい感じの男の子だったから。ただその男の子、ちよっと変わってて、いつでも犬のぬいぐるみをかぶってたんです」

「へ？」

「馬鹿らしいと思いますよね。でも本当なんです。私が手を摑つかんだら、ものすっこい毛むくじゃらで。それで聞いたら、犬のぬいぐるみを着るのが趣味なんだって」

「変わった子もいるんだね」

「それからその男の子は毎日うちに遊びに来てくれるようになりました。一緒におやつを食べたり、散歩したり。私の退屈な毎日も終わって本当に楽しく。で、そうこうしてるうちに手術の日が近づいて」

「うん」

「手術のために明日あした入院って日、私は恐こわくて逃げ出しました。でも何も見えない私が森に逃げ込んだって迷うに決まってますよね。私は、なんか野や犬けんか何かに追いかけられて……。どうしようもなく寂しくて、悲しくて、心細くて。そんな時に、あの子が来てくれたんです」

「いい話じゃない」

「うん。でその子は私を家まで送ってくれました。で、その時に約束したんです。退院して、目が見えるようになったら、ぬいぐるみを取った顔を見せてくれるって」

「へ～～。それでどんな顔してたの？」

「見れなかったんです。私が退院して、包ほう帯たいが取れる日、その男の子はもう引っ越ししちゃってて」

「そうなんだ……」

　ちょっぴりしんみりとした空気が流れた。

「顔も知らない。声だって変わっちゃってると思う。名前だって仇あだ名なで呼び合ってたからちゃんとしたのは知らない。でも、あの毛触りだけは絶対に忘れない。毛触りだけは………馬鹿らしい話でしたでしょ」

「ううん。そんなことないって。い～～話だよ」

　唐とう子こは本心からそう言った。

「見つかるといいね。その子」

「ええ」

「もし見つかったら教えてよ」

「はい。もし見つかったら、唐子さんに真っ先に教えます」

「それじゃ、おやすみ」

「おやすみ」

　今度こそ二人は眠りの王国へと旅だった。

　と、思いきや、唐子の方はまだ空港で足踏みしてた。

　唐子は考えた。あずさのさっきの話についてだ。

　毛触りで判断ってことは、相手が犬のぬいぐるみを着てないとわかんないってことだ。

　つまり相手がいまだに犬のぬいぐるみを着る趣味を続けていないと見つけるのは困難だろう。

　しかし、いい年にもなって犬のぬいぐるみを年がら年中着てたとしたら。

「危ない人だ！」

　唐子は確信を込めて呟つぶやいた。

　見つかって欲しいような、見つからずいい思い出で終わった方がいいような。ちよっと複雑な心境だった。




「さぁ、お待ちかね。今度は北ほつ海かい道どうでの事情聴取の最中、偶然に録音してしまった幽ゆう霊れいの声」

　ピーガー…………カニ食べたい………。

「ひぃぃぃぃぃぃ」

　銀ぎん之の介すけはまだいじめられていた。

　徹夜でいじめられることになりそうだった。
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　小鳥のさえずりで、唐子は目を覚ました。

　血統書付きの寝起き顔をごしごし拭ぬぐい取ってから、ベッドの隣ににっこり笑顔を向けた。

「おはよう。あずさちゃん」

　ベッドは空からっぽだった。

「あれ？」

　唐子は部屋中を探した。

　鞄かばんの中もベッドの下も、探したけれども見つからない。

　最後に洋式便器の蓋ふたを唐とう子こは開けた。言うまでもないことだけどそこにあずさはいなかった。いた方が恐こわい。

「おかしいなあ。どこに行ったんだろ」

　唐子は悩んだ。

「そ～～言えば、なんか妙みような夢見たな。あずさちゃんの出て来る」

　さらにシワをほじくり返すことしばらく、探検隊はようやく記憶の鉱脈を掘り当てた。

「そ～だ、あずさちゃんがウラトラマンに捕まってＭ60星雲へ連れ去られちゃうっていう」

　馬鹿らしい夢を見たもんだと唐子は照れ臭くさそうに笑った。

　しばらくへらへら笑ってから、唐子は爆発した。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　ズキューン！

「どうしたんだ？　唐子君」

　ドアを蹴け破って、漆うるし野のが飛び込んで来た。続いてものすごく青ざめた銀ぎん之の介すけがのっそり入って来た。

「漆野さん。いくらなんでもいきなりドアノブを撃ち抜くのはちょっと」

「仕方ないだろ。鍵がかかっていたのだから。さ、唐子君。何があったんだい？」

「あずさちゃんが行方ゆくえ不明なの！」

　唐子はわめいた。

「ウラトラマンがベッドの下にもないしあずさちゃんを夢が鞄かばんの中でＭ60星雲が連れ去られたの！」

「なるほど、神楽かぐら君が行方不明で、それでウラトラマンによってＭ60星雲に連れ去られる夢を見たと」

「そー」

　唐子はこっくり頷うなずいた。なもんだから青い顔の銀之介は驚いた。

「よく、わかりましたね。今の説明で」

「なに、文章読解力には自信があるんだ」

　文章読解力なんてもんじゃない。もはや超能力の域まで達してる。

　銀之介は純粋に感心した。

「きっと、またあのウラトラマンに連れ去られたのよ！」

「それは考えすぎじゃないのか？　たかが夢の話だろ」

「いや、銀之介君。夢を馬鹿にしちゃいけなよ。崖がけから転落する夢を見て起きたらベッドから落ちていたとか、土ど砂しや崩くずれにあう夢を見て起きたら目覚まし時計が頭の上に落ちて来てたとかいろいろあるからね」

　漆うるし野のの説明に、唐子はこっくこっく頷うなずいた。

「ニワトリの夢を見て卵産んだり、ウナギの夢を見て縄なわ抜けをしたりと同じことだね」

「それは、ちょっと違うと思うなぁ」

　銀ぎん之の介すけは静かに呟つぶやいた。

「それに、まぁ神楽かぐら君が無理矢理連れ去られたというのは間違いないだろう」

「どうしてそう言い切れるんです？」

「まぁ見てみたまえ」

　漆うるし野のは入り口付近のジュウタンを指さした。子供が転げ回ったような跡がついていた。

「なんとか犯人から逃れようと必死にもがいた神楽君が作った跡だろう」

　物的証拠を目の前に突きつけられた唐子と銀之介は、数刻後に爆発した。

「大変だぁ！」

「まぁ落ち着きたまえ。犯行が起こってからまだそう時間はたってない。まだ間に合う」

「どうしてそんなことがわかるんです？」

　漆野は銀之介の耳にキスでもするかのように囁ささやいた。

「なに、夜明け間際に、私が写真を撮とりに来た時はまだいたからね」

　またかよ！　この不良刑事！

　銀之介は心の中で思いっきり怒ど鳴なった。

　心の中でしか怒鳴れないのが彼らしいとこだ。

「にしても、一体誰があずさちゃんを」

「そこまではわからないよ。その答えを出せるのは一人だけだ」

「誰？」

　銀之介は顔を上げ、そしてなんかやな感じがした。

　漆野は自分の方を見てた。唐子も自分の方を見てた。念のため後ろを振り返って見たけどやっぱり人はいなかった。

「僕ぅ！」

「君の鼻が役に立つのさ」

　漆野は銀之介の肩をポンと叩たたくとサンタクロースの台詞せりふを口にした。

「いくらなんでもやばいってば。こんなホテルの中で変身なんて」

「銀之介君。人命がかかってんだよ！」

　命かけてますって目つきの唐子にも迫られて、銀之介は半ば覚悟を決めた。

　その時だ。

　くぅんくぅんくぅん。

　なんて鼻に抜けるような声出して銀之介のパジャマの裾すそを引っ張る四本足の奴やつがいた。もちエリックしかいない。

「そっか。もう朝一番の散歩の時間か。悪いな。ちょっとたてこんだ用事があるから今日はかんべ…………」

　銀ぎん之の介すけは気がついた。この四本足こそ、今自分のピンチを救ってくれる救世主に他ならないと。

「エリックゥ！　よく来てくれたぞぉ」

　エリックにすりすり頰ほお擦ずりしてから、銀之介は命じた。

「エリック！　神楽かぐらさんの匂においを追いかけてくれ！」

「バウ！」

「いい、返事だ。唐とう子こ。何か神楽さんの匂いのするもの」

「はい！」

　素早く唐子が白い布きれを突き出した。

「今ベッドの上から持って来たの」

　なんか目隠し出来そうな布きれだった。

「こ、こいつは……ブラ！」

「い～～から早くしてよ！」

　後頭部をはたかれ、銀之介はブラジャーをエリックの鼻面に押しつけた。

「この匂いだ。覚えたな？」

「ばう！」

「それじゃ追跡開始だ」

「ばう！」

　エリックはくんくんくんくん鼻を鳴らすと、唐子の前にちょこんと坐って鳴いた。

「ばう！」

「おい、エリック。ど～～して」

「あ～～～！　やだ！　それよく見たらアタシのじゃない！」

　唐子は顔を真っ赤にして銀之介の手からブラをひったくった。

「銀之介君のエッチ！」

　おまけの一いち撃げきもくれた。

「ど～～して僕が殴なぐられなきゃならんのかものすごく疑問だ。間違ったのは唐子のくせに」

　なんて文もん句くをぶつぶつ言ってるうちに本物のあずさのブラが現れる。

　それを受け取り、銀之介はこっくり頷うなずいた。

「うむ、こっちの方が大きい」

　もう一つおまけの一撃をくらった。

　口は禍わざわいのもとだってことを銀之介はこの時、身をもって感じた。

　その隣で、エリックはしっかりとあずさの匂いを覚え込む。

「バウ！」

　エリックは走り出した。たったったって走って非常階段へ飛び出し、そのまま二階下へ駆け下りた。

「お客様。ホテル内に動物は」

　っていうホテルマンがいたけど、もちろん漆うるし野のが蚊かを見つけて静かにさせた。

　でもって走ること三分程。

　エリックは一つの部屋の前でバウと鳴いた。

「ここの部屋は………」

「確か……一いちノ瀬せっていうジャーマネさんの部屋だよ。アタシここに入るの見たもん」

「よし」

　銀ぎん之の介すけが代表でノックするけど、扉とびらが開けられる気配はなかった。

「私に任せたまえ」

　漆野が拳けん銃じゆうを引き抜くとノブに当てた。

　そして銃声一発。

　開いた扉を蹴け破って、漆野を先頭に三人と一匹ぴきは部屋に飛び込んだ。

「動くな！」

　動きようがなかった。だって誰もいないのだ。

「遅かったか………」

「ベランダから非常用の縄なわ梯ばし子ごを下ろして逃げたな。ここは二階だ。神楽かぐら君を背負ってもなんとかなるだろう」

「あ、こいつは！」

　銀之介は足で踏みつけたぐんにゃりとした感触の物体を摘つまみ上げた。

　Ｍ60星雲からやって来た憎にくい奴やつ。ウラトラマンのマスクだ。

「見て！　銀之介君。あずさちゃんとこに届いた手紙と同じ便せん！」

「ストーカーはジャーマネさんだったんだ！」

　衝撃の真実!!

　でもビジュアル的に、それっぽかったから二人はそんなに驚かなかった。

「それっぽかったもんな」

「それっぽかったもんね」

「そのジャーマネさんとやらの日記があるぞ」

　漆野が日記帳を手に取ると思い切りプライバシーの侵害をした。

「八月十六日、昨日きのうの日記か。え～と。ついに、待ち望んでいた日が訪れた。明日あした、十七日、僕とあずさは二人一緒にこの世界にさよならを告げる。もう誰も僕らをわかつことは出来ない。死すらも」

「これってもしかして」

「一緒に死ぬってこと？」

　わーわーきゃーきゃーわめきだす若者二人をうるさそうに一いち瞥べつしてから漆うるし野のは続けた。

「真まっ青さおな海に映った朝日に向かって僕らは飛び込む。あの緑の岬みさきから……」

「緑の岬！」

「知ってるのか？　銀ぎん之の介すけ君」

「昨日きのうエリックの散歩してた時に見つけたんだけど。そこの道路ず～～っと先に行ったとこに、海につっこ～～んと突き出た岬があって。うわ～～、こっから落ちたら死んじゃうよって覗のぞき込んだりして。その岬。名前知らないけど短い草がびっしり生はえてて、緑色なんだ」

「おそらくそこだろう。この辺りに岬はそう多くないはずだから。急いだ方がいいな。そろそろ海に朝日がしっかりと映っている頃だ」

　漆野が腕時計を一いち瞥べつして目を細めた。

「私もどっかで車をかっぱらってすぐに向かうが、銀之介君」

「わかってます」

　銀之介はこっくり頷うなずいた。

　もはや人目がど～～のこ～～の言ってる場合じゃない。一刻の時間もないのだ。

「唐とう子こ。すぐにあれの用意を」

「了解だよ」

　間かん髪ぱつ置かずにどんぶりが突き出された。

「こんなことになろうかと部屋入ってすぐルームサービス頼んだの。超特急で」

「別に月見うどんじゃなくても生卵でい～～んだが」

「うどん屋の娘むすめとしてお客様に生卵だけ出すなんてこと出来ません！」

　唐子はぴしゃりと言い切った。全国のうどん屋の娘さんに見習わせたい毅き然ぜんとした態度だ。

「客じゃないんだけど……まぁいいか」

　銀之介は軽く息を吐はき出すと、気合いをこめてどんぶりを覗のぞき込んだ。

　月見うどんのまん丸いおっ月様が、にこやか～～にこっちを覗いてた。

　いろいろ体から出て来て、銀之介は無事に狼おおかみ人間に変身した。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　血液が訴えるもんだから、とりあえず空に向かって吠ほえる。

「銀之介君！」

「おう！」

　銀之介は靴を脱ぬぎ捨てると、窓から飛び出した。

　そのまま着地すると、四つん這ばいになって突っ走る。

「相変わらず面白い体質だ」

　そんな銀之介を見送りながら、漆野はうんうんと感心した。

「今度ぜひビデオに撮とらせてもらおう」

「銀之介君がんばってね」

　精一杯のエールを送ってから、唐とう子こは銀之介の残していった月見うどんをすすった。

　そして叫んだ。

「やっぱダシの取り方があま～～ぃ！」
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「ん……ん？」

　あずさは強い日差しで目を覚ました。

　何な故ぜか頭がくらくらした。夜のプールに落っこちた小さな豆粒を探すような、そんな心境だった。

「確か、ノックがあって……」

　時間がたつにつれて記憶の上におおいかぶさってたシートがひっぺがされていく。

　ノックの音で目を覚まし、唐子に声をかけたけど起きない。仕方なしに手探りでドアんとこまで行くと、ドアの向こうからあずさの両親が事故にあったって連絡が入ったとか言われて。慌あわててドアを開けたらいきなり口元に湿っぽい布きれを押しつけられて。その薬品の匂においを吸い込んでるうちに気が遠くなって…………。

「起きたかい？　あずさ」

　右側の鼓こ膜まくが震えた。その声には聞き覚えがあった。

「一いちノ瀬せさん！」

　あずさは体を動かそうとして、自分が縛しばられているということに気がついた。

「一ノ瀬さん！　これは一体」

「心配しなくてもいいよ。ここは僕の車の中さ」

　一ノ瀬の声が優しく響いた。

「あずさ。君はこれから僕と一緒に死ぬんだ」

　でも言ってることは全然優しくなかった。

「一ノ瀬さん。何を言って」

「ずっと君を見つめてた。君だけを見つめてた。雨の日も風の日も、雪の日もあられの日も」

　そのフレーズには聞き覚えがあった。

「あの手紙は………一ノ瀬さんが」

「ああそうだ。そして、その夢が今日現実となるんだ。君には見えないんだったね。素晴らしい景色が広がっているんだよ。これから僕らは海に映った朝日めがけて一緒に旅立つんだ」

「一人で旅立って下さい！」

　あずさはぴしゃりと叩たたき付けたけど、だからって一人で旅立ってくれる奴やつじゃなかった。

　いくらもがいたって縛しばられてるのは解けないし、シートベルトをされてるのか身動きすら取れない。

「さぁ、そろそろ行こうか」

　サイドブレーキの解除される音がし、そしてゆっくりと車がバックし始める。

　しばらく後退したところで、止まった。

　ギアを入れ替える音が静かに響いた。

「あずさ。僕らはずっと一緒だ！」

　あずさに微笑ほほえんだ一いちノ瀬せは、視線を前方に向けた。

　白いガードレール。その先に緑の岬みさき、そしてその先には……空が広がっている。

　一ノ瀬は恍こう惚こつとした表情でアクセルを踏みつけた。思いっきりだ。

　発砲スチロールをこすり合わせたような音をたてて、車は発進した。十分に助走をつけて、ガードレールを突き破る。

「もうすぐだ。もうすぐ！」

　緑の岬へ飛び出した車は、速度をゆるめることなく突き進んだ。

　映る海までの距離がどんどん近づいている。あの世に手が届く距離だ。

　が、そこで車は止まった。

　崖がけすれすれで車を受けとめるっていう非常識な奴やつがいたからだ。

　やってることも常識外れだったけど、それに負けず劣らず外見も常識外れだった。

　一ノ瀬は魂たましいを込めて叫んだ。

「ば、化ばけ物もの!!」

　一ノ瀬はギアをバックに入れ直すと一気に後退した。十分に距離を取ってからまたギアを戻す。

　助走をつけて化物を跳ね飛ばしてしまおうっていう腹だったが……。

「何？」

　前方にいた化物が腰をかがめたかと思うと空高く跳躍した。朝日が邪魔して姿を目で追うのは不可能だった。

「どこだ！　どこに？」

　一ノ瀬がそう吐はき出したのとほぼ同時だった。

　ガゴン！

　鈍にぶい音が車の後部右側から響いた。続いて後部左側からの同じ音。そして車の後部が傾いた。

「まさか！」

　一ノ瀬が後ろを振り向いた瞬間、車の前の部分でも同じ現象が起こる。

　そして、車高が低くなった。いくらアクセルを踏んでもどうしようもない。

　一ノ瀬は何が起こったのかを理解した。信じられないことだが、タイヤ四つが叩たたき遺つぶされたのだ。

「そんな馬鹿な！　タイヤを潰すなんて！」

　信じられない。だが車が動かないのは事実だ。一ノ瀬はあずさを連れて逃げ出そうと隣の座席に手を伸ばす。

　べりべりべり！

　一ノ瀬の隣で、車のドアがむしり取られた。抵抗する隙すきもなく、伸びて来た毛深い腕で摑つかみ出される。

　猫の子みたいにぶらさげられた一ノ瀬は、そこでまじまじと自分を摑み上げてる化ばけ物ものを瞳ひとみに映した。

　太陽の光りを受けて、うっすらと毛先を銀色に光らせるでっかな犬。

「がうるるるるるるるうるるる！」

　でかい犬は牙きばを剝むき出し、低い声で唸うなった。

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！　化物ぉぉぉぉぉ！」

　一ノ瀬の精神の糸が、その一ひと吠ほえでプッチンと断ち切られた。
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「化物？」

　言われた本人はちょっと気を悪くした。見かけによらずナイーブな奴やつなのだ。

「僕ってそんなに恐こわいかな？」

　銀ぎん之の介すけは落ち込んだ。しばらく大地で行進するありさんの通り道を指で塞ふさいだりして意地悪してたけど、すぐにしなくちゃいけないことを思い出した。

「そ～～だ。神楽かぐらさん」

　銀之介は車の反対側へ向かうと、ドアを開けた。もちろんロックなんてぶち切った。

　何が起こったかわからず、呆ぼう然ぜんとするしかないあずさに銀之介は優しく声をかけた。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ。神楽さん」

「その声は？　駒こま犬いぬさん」

「ああ」

　銀之介は指の爪つめ一本をあずさの体をつないでるシートベルトや縄なわに当て、かるく引き裂さいた。

「さ、僕の手に捕まって………」

　手を伸ばしたとこで、毛むくじゃらの自分の手に気がついた。

「あ、御ご免めん。今僕の手、ちょっとばっちいから」

「駒犬さん」

　あずさが、大きな瞳ひとみを向けて来た。もちろんあずさには、銀之介の毛むくじゃらな体は見えてないだろうけど、それでもドキッとした。

「駒犬さんが………助けてくれたんですね？」

　まあね、って言おうとしたけど、慌あわてて口に拳こぶしを押し込んだ。秘密保持者としては、ここで本当のことは言えないのだ。

「違うよ違う。僕は横で応援してただけさ。神楽さんを助けたのは……。そう。漆うるし野の刑事だよ」

「漆野刑事さんが」

「そうだよ。いや～～、見せたかったな。あの活躍」

「あの、私の想像が正しければ、車はすごいスピードで岬みさきめがけて走ってたところを、何かによって止められたんだけど」

「漆野刑事だよ！　あの人、昔世界びっくりショーで大砲の弾を腹で受けとめたことがあるんだって」

「それからバックで戻ったところで、ほんのちょっとの時間でタイヤを叩たたきつぶされて」

「漆野刑事だよ！　あの人一分間に五十六個のタイヤをパンクさせた記録を持ってるんだって」

「それから、何か動物の唸うなり声みたいのが」

「漆野刑事だよ！　あの人動物の泣き真ま似ねコンテストで優勝したことがあるんだって。とくにオオカミの鳴き真似が絶品なんだ」

　なんか口を開けば開く程、墓穴を掘ってるよ～～な気がする。

　銀ぎん之の介すけは心の中でそう呟つぶやいた。そしてそれは九割くらいあってた。

「私思うんですけど」

　あずさはついに核心的な言葉を口にした。

「さすがに普通の人間にそんなことは無理じゃないかって」

　無理だよ。出来る訳ね～～だろ。普通じゃね～～俺だから出来るんだよ。ぎゃはははは！って笑えたらどんなに楽だろうかって銀之介は思った。

　一瞬そうしちゃおうかなって思ったけど、慌あわてて頭を強く振りたくった。

　せっかく相手の目が見えないって幸運で変身体質を知られてないのだ。こちらから暴ばく露ろするなんて馬鹿してどうする。

「え～～とだね。その………。つまり………」

　漆うるし野の刑事の正体は、実は惑わく星せいクルトンからやって来た、ミラクルスーパーマンなんだ！

　銀之介の口から破滅的にお馬鹿な言い訳がこぼれ落ちる一瞬手前だった。

「やれやれ、銀之介君は犯罪現場に遭そう遇ぐうしてしまったショックで何か幻覚でも見てたんじゃないかな？」

　天の使いがやって来た。常識的に見れば天の使いとはかけ離れた存在だけど、今回ばかしは銀之介にはそう見えた。

「岬みさきに突っ込む車を見つけたからね。私が車を先回りさせて間かん一いつ髪ぱつでガードした。レンタカーの横っぱらに穴が開いてしまったが、仕方ない。タイヤだが、別に叩たたき潰つぶしてなんかいなよ。拳けん銃じゆうで撃ち抜いただけさ。犯人がどう誤解したかは知らないがね。で、獣けものの遠とお吠ぼえだが」

「アオォォォォン！」

　漆野の足下に坐ってたエリックが吠えた。

「エリックとか言ったかな。この犬も私の逮捕劇にエキサイトしてしまったようだ。どうだい？　神楽かぐら君。謎なぞは解けたかい？」

「………はい。ありがとうございます。助けていただいて」

「いやなに。これが仕事だからね」

　漆野は思いきりかっこつけてポーズを決めた。

「それじゃ。私は近くの警察署へ犯人を連れてかなくちゃならないからね。君はゆっくり休みなさい」

　漆野はあずさに手を貸して車から下ろすと、今だひっくり返ってる一いちノ瀬せんとこに来てがっちり手て錠じようをかけた。

「駒こま犬いぬ銀之介君。この脱皮したウラトラマンを私の車に運んでくれないか？」

「私の車って」

「もちろんかっぱらって来た車だ。なに、後でちゃんと返すさ」

　やっぱり天の使いとは違うかも……。

　銀ぎん之の介すけは心の中でぼそっと呟つぶやいて、一いちノ瀬せを片手で持ち上げた。

　それから、漆うるし野のがかっぱらって来た車の後部座席に押し込む。

　きっちりドアを閉めた銀之介は、運転席に乗り込もうとしてる漆野に声をかけた。

「漆野刑事。ふと疑問に思ったんすけど」

「なんだい？」

「さっき、僕が神楽かぐらさんの質問で苦しんでるって、よくわかりましたね」

「なに、ずっと前から聞いてたからね」

　漆野は眉まゆ毛げを動かしていけしゃあしゃあと言った。

「もっと早くに出て行ってもよかったんだが、そのワイルドな格好でしどろもどろしてる姿が妙みように面白くてな。唐とう子こ君と見物していたんだ」

　やっぱりこいつ天の使いなんかじゃない！

　銀之介は今度は力一杯怒ど鳴なった（心の中で）。

　漆野の車を見送り、銀之介は大きく息を吐はき出した。

　撮影日記開始初日に感じた背中のイモムシはおそらく、これらのすったもんだのことだったのだろう。

「まぁ、これで安全快適な撮影日記が再び始まるって訳だ」

　う～～んって伸びをしただけど、まだうかない顔で背中をかいた。

「でも、なんかまだ小さいイモムシ君が這はってるような気がする。気のせいかな？」




「あずさちゃん。恐こわかったでしょ。もう見てる人もいないし。いいんだよ、泣いても。あ、もちろんアタシはあっち向いてるから」

　あずさの手を引っ張り、ホテルへ向けて歩きながら唐子が言った。

　あずさはくすりと笑った。

「大だい丈じよう夫ぶです。確かにものすごく恐かったけど……。なんて言うんだろ、ドアが開いて、駒こま犬いぬさんの大丈夫かって声が聞こえたら、なんか気分がすっと落ち着いて」

「そ～～なんだ」

「あ～～ゆ～～ことがあったすぐ後だったからかな？　駒犬さんの影が一回り大きく見えたの。不思議ですね」

　そりゃぁ見えるわな。毛がもこもこしてんだから。なんて言葉が喉のどのあたりまで込み上げてくるのを、唐子は必死になって飲み下した。

「大変だったね。ホテル帰ったら、監督さんに事情話して、少し休ませてもらおうね」

「大丈夫です。それより、唐子さん。一つ聞きたいことがあるんですけど」

「何？」

　足を止める唐子に、あずさはものすごく真しん剣けんな顔で尋たずねた。

「漆うるし野の刑事って、本当はすっごい顔してるんですか？　思わず怪物うって叫んじゃうような」

「は？」

　唐子がこの質問の意味をわかる日は、多分来ないだろう。




　そして銀ぎん之の介すけは………。

「さんかくしか～～くさんかくしか～～く～～」

　地面に角のある図形を描いて眺めて味わって、少しでも早く元に戻れる努力をしていた。

　秘密兵器をホテルの部屋に置いてきてしまった忘れん坊の末まつ路ろなのだ。

「さんかくしか～～～くさんかくしか～～く」

　隣で、エリックが気持ち良さそうにうずくまっていた。

　太陽はまんまるく輝いていた。今日も暑くなりそうだった。
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　そんなまんまるく輝く太陽の下、所変わって長なが野の県飯いい波なみ市、団だん子ご坂ざか通りの一いつ軒けん家や。

「終わったぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　漫画家、駒こま犬いぬ銀ぎん一いち郎ろう（ペンネームこまぎん）は天井を見上げて吠ほえた。

　銀ぎん花かに原稿を燃やされてからのつらく苦しい日々。少しでも早く撮影現場にかけつけて芸能人のサインをもらおうという意気込みだけで銀一郎は耐えたのだ。

　あたりに散乱した数え切れないユンケルの空あき瓶びんが彼の苦労を雄弁に物語ってた。

「それじゃ典のり代よ。これを速達で鬼おに瓦がわらさんとこに送ってくれ」

「はい」

「さ、すぐに旅立つ準備をせねば」

「出来てるわよ」

　ボストンバッグを突き出し、妻、典代は微笑ほほえんだ。

「カメラもサイン色紙もマジックも、飯波名菓『酢すごもり』も入ってるわ。あ、ヒゲ剃そり入れといたから高速バスの中でちゃんと剃るのよ」

「ありがとう。典代！」

　銀一郎は妻の手をぎゅっと握って感謝の意を告げると、ボストンバッグを肩にかけた。

　そのまま倒れちゃうんじゃないかって貧弱な体つきだけど、なんとかふんばる。

「さ、あなた。そろそろ出かけた方が」

「うん。見つかる前に出た方がいいからな」

　玄関へ向かった銀一郎はそこで勢いよく飛び込んで来た奴やつと鉢はち合あわせになった。

「たっだいま～～～」

　夏休みのラジオ体操から戻って来た居い候そうろう、銀ぎん花かちゃんだ。

「あ～～、おじちゃん。どこ行くの？」

　銀ぎん一いち郎ろうは眼鏡めがねの奥で目を閉じた。不運をしみじみと感じたのだ。

「銀ぎん兄ぃんとこ行くんでしょ。アタシも行く！　連れてって！」

　銀ぎん花かはさっそく強烈な自己主張をぶつけてきた。

「それは無理だよ。日帰りって訳にはいかないんだよ。ラジオ体操の皆かい勤きんが……」

「先生が旅行に行った時は旅行先でやれって言ってたもん！」

「ほら、銀花ちゃん。確か明日あしたは地区の勉強会があるって言ってたでしょ」

「テレビの撮影の方がいい！」

　銀花は言い切った。何がなんでも自分の主張は譲らないって超合金の意志が瞳ひとみに現れてた。

　この意志を打ち砕くには、つるはし持って三年くらいがんばらなくちゃ駄目だろう。当然、そんな時間もなければ気力もない。

「典代。すまんが」

「はいはい」

　典代は意味ありげに微笑ほほえむと、手に握り締めたロープを持ち上げた。

　で、三十秒後。

「解いてぇぇぇぇぇ。銀花も行くのぉぉぉぉぉ！」

　柱に縛しばり付けられた銀花の姿があった。

「はい、ちょっと静かにしててね。銀花ちゃん」

　表情変えずにきっちり猿さるぐつわはめる妻を見て、銀一郎はちょっと背筋を涼しくした。

「それじゃあなた」

「おう、それじゃ行って来るぜ。たっぷり写真とサイン色紙を持って来るから楽しみに待っててくれ」

　すちゃって手を上げて別れを告げると、銀一郎は家を飛び出した。

「うおぉぉぉ！」

　原作者は走る。

　高速バス乗場めがけて走る。

　行け！　行け！　駒こま犬いぬ銀一郎！

　原作者の威厳を保つために！

「あ～～疲れた。もう走れん」

　銀一郎の走りはわずか一分もたたず終了した。

「へいタクシー！」

　息むす子こと同じく、体力的にはとんと使い物にならない親おや父じさんなのだ。










　　　第四章　オオカミの牙にかけて！
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「はいカットォォォ！」

　午後三時を過ぎ、元気な太陽もかぎりなくほんの少しだけ傾いたかなって頃。

　監督さんの声が青空の下に響いた。

「ご苦労様。様々なハプニングはありましたが予定通りにここでの撮影は終了しました」

　わ～～～ぱちぱちぱちぱちぱち。

　拍手が響き渡った。

「それじゃ皆さん、明日あしたの朝までゆっくりとお休みください」

「花束とか、持ってったりしないんだね。ご苦労様でしたって役者さんにあげたり」

「それは本当に全すべての撮影が終わった時だよ」

　唐とう子この疑問に、ＡＤ秋あき川かわさんが答えた。

「今回ここで撮とったのは、主人公が田舎いなかへ静養しに来てたシーンだから。全体の三分の一程度だな。ま、本当に打ち上げを祝うのはもう少し先になるだろう。そん時は二人とも呼んでやるさ」

「ど～～～も、ありがとう～～ございます」

　さっそくスタッフの皆様がごやごやと片づけを始める。そんな中、唐子はあずさに駆け寄ると、見えないとはわかってながらも満面の笑みで微笑ほほえんだ。

「ご苦労様。あずさちゃん」

「ありがとう。唐子さん」

　あずさも、満面の笑みでそれに答えた。

　そんな二人の様子を見て、銀ぎん之の介すけは思わずこう呟つぶやいた。

「いいなぁ」

　見下ろすとエリックがいた。目を大きくして自分を見上げている。

　銀之介は、満面の笑みで微笑んだ。

「ご苦労様。エリック」

「バウ！」

　エリックも、満面の笑みらしき表情で答えた。

　なんだかほんの少しだけ、むなしいものを感じてしまった銀之介であった。

「それじゃとりあえずホテルに戻ろうよ。あそこ涼しいから。銀之介く～～ん」

「ああ、僕も行くよ。エリックにおやつ食わせなくちゃなんないし」

「ほねっこ？」

「そうほねっこ」

「そっか。よかったね。エリックちゃん。ほねっこもらえて。あれ、おいしい？」

「まあまあだった」

「え？」

「いや、何でもない」

　銀ぎん之の介すけはしっかりと口にチャックをした。

　昨日きのう、おいしそうに食べるエリックを見てて好奇心を覚えて、一本嚙かじってみたなんて知られたら、唐子にますます犬扱いされてしまう。それだけは避けねばならない。

「おい、エリック。昨日のことは秘密だからな」

「バウ！」

　わかってかわからずか、エリックは元気よく吠ほえた。

「それじゃ行こ」

　一行が歩き始めたまさにその時……。

　やぁってかけ声と一緒に、ぬっとグレー色のスーツが姿を現した。

「漆うるし野の刑事！」

　銀之介はトイレの壁で運動会するゴキブリを見つけたような表情を浮かべた。

「何だよ。そのゴキブリにでも遭そう遇ぐうしたような顔は？」

「刑事さん。昨日はどうもありがとうございました」

　あずさがぺっこり頭を下げた。本当にお礼を言わなくちゃいけない相手は隣で犬を引き連れてる青年だけど、そんなことあずさは知らない。知る由よしもない。

「いやいや、大たいしたことはしてないさ。それよりあずさ君。これから君の部屋に行ってもいいかな」

「漆野刑事！」

　銀之介と唐とう子こがずいっとあずさを守るために立ちはだかった。

「おいおい、誤解しないでくれ。君達も一緒にだよ」

　漆野は苦笑して帽子のつばをピンと指で弾はじいた。

「僕らも？」

「ああ。ちょっと報告したいことがあってね。それにあずさ君に聞きたいこともあるし。事件のことで」

「事件のこと………」

「そうだ。ま、そう身構えなくてもいい。簡単な質問だ。かまわないね。それじゃ先に部屋の前に行っているよ」

　勝手に言って勝手に了解をぶん取ると勝手に歩いていった。

「相変わらず恐ろしい人だ」

　銀ぎん之の介すけはとても真似出来ないあのスタイルに息を漏もらした。

「ねぇ、駒こま犬いぬさん。正直に言ってくれませんか？」

　あずさは馬鹿に真しん剣けんな顔つきで銀之介に尋ねた。

「漆うるし野の刑事って、本当はすっごい顔してるんですか？　思わず怪物ぅぅて叫んじゃうような」

「へ？」

　銀之介にも、その質問の意味がわかる日はやっぱり来そうもなかった。
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　先に部屋の前に行っていると言ってた漆野だけど、唐とう子こ達一行が到着した時には先に部屋の中に入っていた。

「や、お先に失礼してるよ」

　勝手に冷蔵庫開けて勝手に高い飲み物出して飲んでる漆野に、銀之介は尋たずねた。

「よくフロントの人が合い鍵貸してくれましたね」

「なに、ちょっと蚊かを見つけてあげたら感謝してくれてすぐに渡してくれたよ」

　銀之介と唐子はホテルマンに静かに同情した。

「私にどんな質問があるんですか？　刑事さん」

「ああ、質問ね。うん。それじゃそこのテーブルのとこについてくれたまえ」

　唐子とあずさがテーブルの椅い子すに坐った。椅子が足りないから男性陣は立ったままだ。

「さてと、まず君達に見せたい物があるんだ」

　漆野はポケットから取り出したグレー色したハンカチをテーブルの上に置いた。そのスーツとおそろい色のハンカチをゆっくりと開く。

　白い粉が入った小さなビニールの包みが現れた。

「何これ？　うどん粉かな」

　唐子が間かん髪ぱつ入いれずにぶっぱなした。商売がら粉を見るとうどん粉にしか見えないとっても平和的なお嬢じようさんなのだ。

「はは、これがうどん粉だったら私も苦労しなくてもすむんだがな」

　漆野は笑いながら続けて言った。

「これは麻薬だよ」

「麻薬！」

　室内に、特報最前線警察二十四時に出てくるような衝撃が走った。

「ああ。え～～と、種類は……。確か聞いたんだがド忘れした。ちょっと失礼」

　漆野は包みを開け小指で粉をすくいとると、ペロっと嘗なめた。

「うむ、ブラジル産のヘロインだ。しかも一番上質とされる86年物」

「ど～～してそんなことまでわかるんですか？」

「味でわかる」

　唐とう子この純粋な質問に漆うるし野のは堂々と言い放った。

　前々からとんでもね～～奴だと思ってたけど、想像以上にとんでもね～奴やつだと銀ぎん之の介すけは改めて再認識した。

「こう見えても麻薬取締課に三日間だけいたことがあるんだ。味の区別はそこで覚えた」

「三日ってまた微び妙みような数字ですね」

「うむ。そこで麻薬の味くらべってのをやった。あんまり味見しすぎて中毒になりかけたくらいだ。そしたら何故か別の部署に回されてしまった。不思議なこともあるものだ」

　真しん剣けんに悩む漆野を前に、銀之介はこ～～ゆ～～人に守られてる日本の安全ってのも恐こわいなと思った。

　でもこ～～ゆ～～刑事はこいつぐらいだなってことでなんとか心を落ち着かせると率直な疑問をぶつけた。

「で、この物ぶつ騒そうな麻薬と今回の事件とどういう関係が」

「この薬は、今け朝さ捕まえた一いちノ瀬せが所持していたんだ」

「一ノ瀬さんが！」

　あずさが声を上げた。

「そうだ。味見をしたところ私の追っている麻薬密売組織が扱ってる薬と寸分違たがわない味がした。二つの事件が思わぬところで結びついたって訳だ。これだから人生ってもんは面白い」

　これを本当に楽しそうに言うから質たちが悪い。

「ま、この麻薬をやった結果、心の中のリミットが外れて、普段抱えてたアブノーマル願望を果たそうと犯行におよんだってことだな」

「そう言えば、一ノ瀬さんの様子おかしかったような気がします」

「そうだろう。調子にのってばかすかやってたみたいだからな。で、私は一ノ瀬を締め上げた。薬の出所を調べるために。水すい槽そうやら洗濯バサミやら練りカラシやら、いろいろと用意したが、まったくもって骨のない奴だった。たった三秒で吐はくんだからな」

　漆野は心しん底そこ物足りなそうに呟つぶやいた。

「一ノ瀬が言うには、あの薬はこのホテルでもらったって言うんだ。そう、明け方にドアがノックされ、扉とびらを開けたら小さな小包が置いてあったってことだ。なんともおかしな話さ。これだけ上質のものになれば小包一つでも高級車が買える価値だ。それをポンとプレゼントするんだからな。意図がさっぱりわからんよ。ただ、その小包には、薬と一緒にこう書かれた紙が入ってたそうだ」

　漆野は、薄い唇くちびるを嘗なめて少し時間を取ってから続けた。

「この薬をあなたにプレゼントします。恐がらずす～～っと鼻から吸い込んで下さい。あなたが夢をかなえるための勇気が沸わいてきます」

「一いちノ瀬せさんの夢………」

「銀ぎん之の介すけ君と唐とう子こ君はわかるね。あのアブノーマル男がどんな夢を抱いてたか」

　二人はこっくり頷うなずいた。あずさと一緒に死にたいっていうとってもデンジャラスな日記を目撃してるのだ。

　そこんとこはあずさも感づいてるらしく、ただ黙って表情を固くした。

「神楽かぐら君と一緒に死にたい。それが一ノ瀬の夢だった。もしそれを知って麻薬密売組織が一ノ瀬に麻薬をプレゼントしたとしたら、その狙ねらいは………もしかしたら神楽君じゃないかとふと思ってね」

「………私？」

「そうだ。何か心あたりはないかい？　麻薬密売組織に命を狙われるような」

　と～～ぜんのことだけど、あずさは元気よく答えた。

「ありません」

「そうだよ。あずさちゃんにそんなことあるわけないもん」

　唐子がフォローに回る。漆野はあっさりと引き下がった。

「そうだろうな。そういう答えが返ってくると思った。銀之介君ならともかく神楽君が」

「え？　駒こま犬いぬさんがどうして」

「いや、なんでもないって本当に」

　銀之介は一生懸けん命めい空気をかき回して漆野の失言をうやむやにした。

「ま、私の考えすぎだとは思うが、一応気をつけるよう忠告しようと思ってね。それからもし何か気がついたことがあったら連絡してくれたまえ。あ、これ私の携けい帯たいの番号だ」

　千ち切ぎったメモ用紙を置く。

「銀之介君も唐子君も今時の高校生のくせに携帯電話を持ってないからね。ところで神楽君、メル友にならないか？」

「漆野刑事！」

「冗じよう談だんだよ。そんなに目くじらをたてないでくれよ唐子君。それじゃ。私は捜そう査さがあるから帰る。それでは」

　いつもみたくアデューってやって漆野は去って行った。

「いつ見ても、我が道に敵はなしって人だね。あの人」

「確かに………。でもちょっと気になるな。さっきの話」

「麻薬密売組織の話？　大だい丈じよう夫ぶだって。あずさちゃんに心当たりがないんだし。それに一体何をすれば麻薬密売組織に命を狙われるって言うの？　銀之介君ならまだしもあずさちゃんが」

「え？　駒犬さんがどうして」

「あ～～何でもない何でも」

　今度も必死になって空気をかきまぜて唐とう子この失言をうやむやにした。

「漆うるし野の刑事にしても唐子にしても時々わけわかんないこと言うからな。はは、まったく困ったもんだ」

　銀ぎん之の介すけが悪あく霊りように取り付かれてるような苦しい笑いを浮かべた時だ。

　こんこんこん。

　ノックの音が響いた。苦しい場から逃れる格好のチャンスだと銀之介はその餌えさにしっかりと食らいついた。

「はい、今開けます」

「お、やっぱりここにいたか。駒こま犬いぬ」

　ＡＤ秋あき川かわさんだった。ちょっと質の悪い餌だったかなって銀之助は後悔した。

「これから監督さん達と飲みに行くことになったんだ。お前もどうだ？」

　アルコールの漬物にされてみんなに玩具おもちやにされる自分の姿が浮かんだ。

「遠慮します！」

「何だよ。付き合い悪いな。一晩中飲み放題の店に行くんだぞ」

　それがいやなんだよ！

　心の中で力一杯怒ど鳴なってから、銀之介は丁てい寧ねいバージョンで声をひねくり出した。

「すみません。行きたいのはやまやまなんすけど、毎日毎日、朝と昼と夜とのエリックの散歩に付き合って、ちょっとばかし疲労が」

「見かけ通り軟弱な奴やつだな。なら仕方ないなぁ。いいもん食って寝ろよ」

　帰りかけた秋川だったけど、ふと何かを思い出して振り返った。

「そうだ。この近所でお祭りがあるそうだ。せっかくだから唐子君連れてぶらついて来たらどうだ？」

「お祭りですか？」

「まぁ、田舎いなか街まちの小さな祭りだそうだが、屋や台たいとか出るらしいぞ。いくら疲れてるからってずっと部屋にいたって気が滅め入いるだろ。じゃな」

　ＡＤ秋川は今日はとことん飲むぞ～～なんて叫びながら去って行った。

「お祭りか。なぁ、唐子。お祭りあるって言うけど……」

　振り返ったとこには、もうすでに出発準備を終えた唐子が待たい機きしてた。

「あずさちゃんも行こ」

「え、でも」

「大だい丈じよう夫ぶ。見えなくても音でお祭りは楽しめるから。早く。ほら銀之介君も準備しといて。先に行っちゃうよ」

　さっさとあずさの手を引っ張って出て行く唐子を見て、銀之介は口を開いた。

「漆野刑事のことを我が道に敵なしって人だって唐子の奴言ったけど」

　それからしみじみと呟つぶやいた。

「唐とう子この道にもこれと言って敵はいないんじゃないか？」
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　少し日が暮れ始めた夕方。

　お祭りのおの字が釣り上げられたよなそんな時、銀ぎん之の介すけら一行はお祭り会場へ到着した。

　ホテルから歩いて十五分くらいのところにある小さな神社の通りだ。まだ早い時間だがすでに屋や台たいはちびっこ客達を集めている。

「少し早かったかなぁ」

「だろ、僕もそう思ったんだよ。なのに唐子はゴーイング我が道でさっさと」

「いいのいいの。早いうちに来ればそれだけいい場所が取れるでしょ。花火の」

　唐子はケロっとして言った。何事も前向き前向き思考の彼女だからこれぐらいど～～ってことないのだ。

「え～～と、あ、あそこなんかいいな」

　唐子はちょとした芝の土手になってるとこを指さした。

「銀之介君。お願い」

「ほいほいっと」

　銀之介は小こ脇わきに抱えてたシートを開いた。撮影機材を包んでいたのをひっぺがして持ってきたのだ。

「じゃ、アタシは飲物と食べ物買って来るね。何がいい？」

「メロンソーダ！　なかったら何でもいい」

「わかった。あずさちゃんは？」

「ウーロン茶か何か」

「ＯＫＯＫ！　食べ物は、焼きソバでいいよね。じゃ行って来る」

　唐子は注文を脳のう味み噌そのシワの少ないとこにメモするとさっそうと旅立った。

「神楽かぐらさん。シート敷けたよ」

「どうも」

　二人はシートに腰を下ろした。

「やっぱり東とう京きようとは違いますね。夕方になって来ると途と端たんに涼しい風が吹いてくるし」

「本当だな。いい風が吹いて来る」

　銀之介は風に顔を向けて軽く挨あい拶さつした。

　よっぽど銀之介の顔が気に入らなかったのか、風は軽く牙きばを向いた。

「いてて、風で目にゴミが入った」

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あずさがすっとハンカチを取り出す。

「あ、ありがと」

　銀ぎん之の介すけはお礼を言ってハンカチを受け取った。と同時に、デジャブっぽい何かが頭を過よぎった。

　なんか、昔もこうやって…………二人で仲良く座ったことがあるよーなないよーな？

　でもやっぱり気のせいだということで、ハンカチを目め頭がしらに押し当てた。

　そして尋たずねた。

「神楽かぐらさんは暑い暑い東とう京きように住んでるんだもんな。こっちの夕方の涼しさは新鮮なのかもな。東京には生まれてからずっと？」

「いいえ。小さい頃は……実はここ、青あお森もり県に住んでたんです」

「へ～～。奇き遇ぐうだな。実は僕も昔、青森に住んでたことがあったんだ」

「そうなんですか」

「ああ。もうずっと昔の話だけどな」

「本当。奇遇ですよね」

　あずさは微笑ほほえんでから、冗じよう談だんまじりに言った。

「ところで、駒こま犬いぬさんって、犬のぬいぐるみをかぶる趣味なんてありませんよね」

「犬のぬいぐるみをかぶる趣味？」

　銀之介は糞くそ真ま面じ目めな顔して答えた。

「ないな。そんな趣味は」

「そ～ですよね」

「ああ。犬のぬいぐるみなんて着たこともない」

　基本的に着る必要もない訳だし。

「なんでまたそんなこと」

「なんでもないんです。はは」

　土手に敷いたシートに座り語り合う男と女。夕焼け空の下、それはそれでちょっとばかし絵になりそうな雰ふん囲い気きだったけど…。

「ああああああ！」

　男が素すっ頓とん狂きような奇声を上げてせっかくの雰囲気をぶち壊しにした。

「どうしたんですか？」

「いや、唐とう子こに言うの忘れてた。焼きソバにマヨネーズかけないでくれって」

「嫌きらいなんですか？」

「マヨネーズが嫌いって訳じゃないけど、焼きソバにかけるのは駄だ目めなんだ」

　銀之介は、これだけはゆずれませんって拳こぶしを握り締めた。

　満月。倉くら地ちファンクラブの皆さん。眼鏡めがねの奥を光らせてる三みつ石いし小こ夏なつ。唐子の親おや父じさんの新作うどんの試食。マヨネーズのかかった焼きソバ。銀之介の我慢出来ない物リストの中にもしっかりと入っている。

「どうしよう」

　真しん剣けんに悩む銀ぎん之の介すけにあずさは提案した。

「今からなら唐とう子こさんに追いつくんじゃないですか？」

「でも……」

「私のことは心配しなくてもいいですよ」

　銀之介は考えた。目の見えないあずさをここに一人にするのは心配だ。ものすごく心配だ。

　でもマヨネーズのかかった焼きソバを食べるのも嫌いやだ。ものすごく嫌だ。

　両者とも釣り合いをとって天てん秤びんばかりはなかなか傾いてくれない。

「そんなに遠くじゃないし。人通りだって多いみたいだし、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　その一言が、微び妙みような力の均衡を崩くずした。確かに焼きソバ屋の屋や台たいは看板の文字が見えるくらい近い。ちょっと行ってマヨネーズ抜きって言って帰ってくるのなんて一カップラーメン以下の時間ですむはずだ。

「じゃ、ちょっと行って来るよ」

「行ってらっしゃい」

「すぐに帰ってくるからね」

「はい」

　銀之介がマヨネーズ阻そ止しに走る音を聞いてから、あずさは口元に微笑ほほえみを浮かべた。

「いい人。唐子さんも、駒こま犬いぬさんも」

　それからがやがやとにぎわう音の方へと目を向けた。

「お祭りか」

　ぼそっと呟つぶやく。

「花火もあるって言うし、せっかくだから見えればいいのにな…………ん？」

　あずさは目を細めた。かぎりなくぼんやりとだが、見えたのだ。祭りの提灯ちようちんの輪りん郭かくが。

「ちょっと待って」

　あずさはごしごし目を擦こすってからもう一度目を細めた。

　間違いない。さっきよりもはっきりと、提灯の輪郭が見える。やがてそれは徐々にクリアになっていき、しまいには提灯に書かれた文字まで……。

「治なおったんだ」

　あずさは、神様っているんだなって心の底から思った。

　と、自分に向かって歩いてくる人物に気がつき、あずさはぺっこりと頭を下げて言った。

「あっ、こんばんは」




「しかし、すぐ近くに焼きソバの屋や台たいが出てたのに、なんでまたこんな遠くの屋台まで行ってたんだ？」

　焼きソバの袋をぶら下げた銀ぎん之の介すけはぼそっとぼやいた。

「仕方なかったの。近くの焼きソバ屋台へ行ったけど麵めんがぐずぐずだったんだもん！」

　ジュースの袋をぶらさげた唐とう子こは、私は悪くありませんって自己主張した。

「さんざん歩いて焼きソバの屋や台たいを何軒も何軒も覗のぞいて、やっとちゃんとした麵を使ってるとこを見つけて買ったんだから」

　うどん屋の娘むすめ、七しち味み唐子。彼女の麵に対するこだわりは、うどんだけにとどまらず全すべての麵類にわたっているらしい。

　それはそれで感心出来ることで立派だと思うけど、銀之介は呟つぶやいた。

「面めん倒どうな奴やつだな」

「何か言った！」

「いやいや、大たいした心がけだと思って」

　銀之介は首をすくめた。三十六計逃げるが勝ちという言葉の意味を一番よく理解してる高校生なのだ。

「さ、早く戻らないと。あずさちゃん心配してるよ」

「そうだな」

　少し足を早める中、思い出したように銀之介は尋たずねた。

「そう言えば、飯いい波なみ市の夏祭りっていつだったっけ？」

「来週の土曜日だよ」

「そっか。僕が撮影現場に行くのがズルイって散さん々ざん駄だ々だこねてたからな。お銀ぎんの奴連れて行ってやるかな」

「あれ？」

　唐子は眉まゆ毛げと眉毛の間にシワを作って見せた。

「お銀ちゃんに知られると大変だから学校の勉強合宿ってことにするんじゃなかったの？」

「そうしてたんだがな。ほら、出発の前日に唐子、電話くれたろ、僕んとこに。運悪くちょうどその時、お銀の奴、母さんが買って来たグレープフルーツ見て変身してたんだよ。それでもってそのとってもよく聞こえるお耳で立ち聞きしたって訳」

「そうか。あのとんがった耳で立ち聞きされちゃったんだ」

　笑いながらそう言った唐子だけど、不意にその表情をどんより曇らせる。

「待って……立ち聞き？」

　唐子の足が止まった。何かが唐子の脳のう味み噌その溝みぞに思いっきり引っかかったのだ。

「おい、唐子。どうしたんだよ。いきなり止まったりして」

　銀之介の声なんて全然届いてない様子で、唐子は脳味噌をぐるぐる回転させた。

　そして、天を見上げて叫んだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「何だよいきなり大声出して。びっくりするじゃないか」

「わかったの！　あずさちゃんが麻薬密売組織に狙ねらわれてる理由が！」

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけに詰め寄ると、たたみかけるようにまくしたてた。

「おいおい、何を言ってんだよ」

「思い出して！　昨日きのう、あずさちゃんが首を傾かしげてたこと」

「首傾げてたっけ？」

「傾げてたよ。四十五度くらいに。ほら、あずさちゃんに頼まれて台詞せりふの練習に付き合ったでしょ」

「ああ」

「その時あずさちゃんの知ってる台詞と台本の台詞が全然食い違ってて。聞いたら一昨日おとといの夜、非常階段とこで立ち聞きしたって言ってたじゃん」

「言ってたな」

「でもマフィアのボス役の人は練習なんかしてなかったって言ってたって話でしょ」

「そ～だったな」

「つまりそ～～ゆ～～ことなの」

「ふむふむふむ」

　銀之介は、たっぷりと感心するフリをしてからおもむろに尋たずねた。

「つまりど～ゆ～ことなんだ？」

「あ～っも～～鈍にぶいなぁ」

　唐子は銀之介のチョコボールも買えないような推理力に、ガシガシと地じ団だん太だを踏んだ。

「だから！　あずさちゃんは！　本当の麻薬密売組織の会話を聞いちゃったんだよぉぉぉぉ！」

　唐子は空に向かって絶ぜつ叫きようした。その一角だけ、祭りが一時凍とう結けつした。

　数秒の沈黙。数秒の空白の間ま。凍こおりついた祭りが溶け出した頃、今度は銀之介が絶叫した。

「ぬわんだってぇぇぇぇぇぇぇぇ！」

　また祭りが凍結した。夏祭り実行委員がバット持って駆けつけて来るのは時間の問題だった。

「急ごう。銀之介君。あずさちゃんを一人にしちゃ危険だよ」

「ああ。そうだ」

　ちょうどその時、バットを持った夏祭り実行委員のおじさんが駆けつけて来た。

「ごらぁ、せっがくの祭りさ止めちまったのはお前らだんべか！」

　怒りの塊かたまりになってるおじさんに、唐子と銀之介はそれぞれ持ってる袋を押しつけた。

「すみません。アタシ達とっても切せつ羽ぱ詰まった急ぎの用事があるのでこれもらって下さい。ジュースが三本入ってます。メロンソーダとウーロン茶とオレンジジュースです」

「こっちには焼きソバが三つ入ってます。一つはマヨネーズ抜きです」

　しっかり渡すもの渡して身軽になった二人は、あずさのいる土手目指して走り出した。

「……なんだったんだべか？」

　嵐の過ぎ去った後のような静けさだ。

　さっぱり理解出来ない行動にしばし呆ぼう然ぜんとするおじさんだったけど、一つだけハッキリしてることはあった。

　これで祭りが凍こおることもないだろう。

　夏祭り実行委員のおじさんはプレゼントぶら下げて本部に帰って行った。




「そうか。目が治なおりましたか。それはよかった」

　あずさの隣に腰を下ろした男はそう呟つぶやいた。

　見るからにあんまり善良そうでない貫かん禄ろくを張り付けた男だった。

「はい。どうもご迷めい惑わくをおかけしました。真ま名な部べさん」

　あずさは丁てい寧ねいに頭を下げた。

　ミスターＭこと、プロデューサーの真名部は薄い唇くちびるで微び笑しようした。

「いやいや。君は大たいしたものだよ。本当に」

　それから少しだけ口調を沈めて言った。

「ところで……一いちノ瀬せ君のこと、刑事さんから聞いたよ。いろいろと大変だったね」

「はい………」

「今日刑事が来ていたようだが、一体何を話してたんだい？」

「あの、刑事さんが言うには……。一ノ瀬さん、麻薬を持ってたって」

「麻薬？」

　真名部のこめかみのあたりがピクリッて動いた。

「物ぶつ騒そうな話だな」

「ですよね。本当に。で、その麻薬が、刑事さんの追いかけてる麻薬密売組織が扱ってるのと同じだったそうなんです」

「ほう。面白い偶然だ」

「で、刑事さんが私に聞くんですよ。何か麻薬密売組織に命を狙ねらわれるような覚えないかって」

　あずさは綿わた帽ぼう子しの軽さで笑い飛ばした。

「そんなのあるわけ………」

　でも飛ばした綿帽子をまた引き戻した。

「待ってよ。もしあれが本当だとしたら……」

「どうしたんだい？」

「いいえ。一昨日おとといの夜のことなんだけど、私、夜に非常階段ところでなんだか妙みようなこと喋しやべってるのを聞いたんです。その時は単なる台詞せりふの練習だとばかし思ってたけど、マフィアのボス役の小お川がわさんに聞いても知らないって言うし。それに台詞せりふが全然違ってたし。もしかして、あれ本当に麻薬密売組織の人が喋しやべってたのかも……まさか。そんなことありませんよね」

　あずさは思い切り笑い飛ばした。今度は引き戻せないほどに。

「あ、そう言えば真ま名な部べさんの声に似てました……なんてね」
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「はは、そりゃあ似てるだろうな」

　真名部は薄い唇くちびるにうっすらと笑みを浮かべてこう続けた。

「なんだって私なんだから」

「え？」

　振り向いたあずさに真名部はスプレーを突きつけた。見るからに素す性じようが怪しそうなスプレーだった。

　プシューーーー！

　やっぱりそれはいかがわしいスプレーだった。なんてったってあずさを眠らせちゃうのだ。

　ぐったりと倒れるあずさを抱き止め、真名部は皮肉気に呟つぶやいた。

「あの夜さえなければ、こんなことにならなかったろうに」
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「あ～～～！　いない！」

　重しを失ってひらひらしてるシートを前にして、銀ぎん之の介すけと唐とう子こは絶句した。

「目が見えないあずさちゃんが、あっちこっと動けるはずがないわ！」

　目についてはもう見えるようになってるが、そんなこと二人が知ってる訳がない。知ってたら超能力者だ。

「きっと麻薬密売組織の人に拉ら致ちされたんだ！」

　二人は勝手にそう思い込むと勝手に大騒ぎした。普段ならまず間違いなく傍はた迷めい惑わくだが、今回ばかしは想像が当たっている。

「早く追いかけないと。銀之介君」

「ああ。今度ばかしは人目がどうのこうの言ってる場合じゃないな」

　銀之介は深く頷うなずいた。男の鏡だった。

「卵だ。卵を調達するんだ」

「わかった」

　唐子の脳のう味み噌そがめまぐるしく回転した。

　お祭り会場で卵を調達するにはどうすべきかという難題についてだ。

　結論はすぐに叩たたき出された。

「タコ焼きやお好み焼きの生地には卵が使われてるはずだわ」

「よっしゃ」

　二人はさっそく目についたお好み焼きの屋や台たいに体当たりした。

「すいません。玉子を！」

「へいいらっしゃい。豚玉、天カス玉、イカ玉、ミックス玉。何にする？」

「お好み焼きじゃなくて、卵が欲しいんです！　生卵！」

「生卵？」

　親おや父じさんはハチマキの下の目を怪け訝げんそうに細めた。

「一つでいいんです。お願いします。ゆで卵じゃありません！　生卵です」

「残念だけど。もう生地作っちゃってるんだよ」

　親父さんは肌色でどろどろしたものをポリバケツからすくいあげて、申し訳なさそうに言った。

「でも新鮮な卵はたっぷり入ってるんだよ。どうだい？　一枚五百円だ」

　お好み焼き屋の親父が顔を上げた時には、もうそこに血走った目の二人組はいなかった。

　代わりに隣のタコ焼き屋の方から似たような声が飛んで来た。

「一つでいいんです。お願いします。ゆで卵じゃありません！　生卵です！　とにかく生卵子！　何がなんでも生卵！」

「ま、祭りだからな。いろんな連中がいるさ」

　親父さんは肩をすくめて呟つぶやくと、売り口こう上じようを張り上げ始めた。




「ちくしょ～～。どこの屋や台たいへ行っても肌色のどろどろした物ばっかで生卵がないじゃないか！」

　銀ぎん之の介すけは、この世の不条理に力一杯抗議した。

「最近はああいうのが多いんだね。困ったな。この辺りお店なんてないし。民家も見当たらないし……ん？」

　唐とう子こは何かを見つけたのか、普段でも大きな瞳ひとみをさらにパワーアップさせた。

「あの人は！」

　そう呟つぶやくやいなや、いきなり駆け出す。

「おい、唐子！　どこへ？」

　銀之介が追いかけて行くと、唐子は一人のおじさんに摑つかみかかっていた。

　おじさんの顔には少しばかし見覚えがあった。

　それが、あずさ失明のきっかけとなったあの事件の時、ニワトリを連れて歩いていたおじさんだってことに、銀之介はまもなく気がついた。

「え～と、卵頂ちよう戴だいって東北語でなんて言うんだろ」

　唐子は真しん剣けんに考え込んでからおもむろに口を開いた。

「まんず……だまご………だべだべ」

　東北人を馬鹿にしてるとしか思えない言葉だった。

「あ？」

　おじさんは思い切り眉まゆをしかめた。そりゃ～そ～だ。超能力者でもなけりゃこの言葉で理解出来るはずがない。

「銀之介君。通訳」

「通訳ってな。普通に言えばいいんだよ。それに、無む駄だだと思うぞ」

「ど～して？」

「この間のような落とし物を期待してんだろうけど」

　銀之介は静かにおじさんの手元を指さした。

　本日連れてこられてるのは、ニワトリ達じゃなくお孫さんだったのだ。トサカもないし、多分卵も産めないだろう。

「あ～～～～」

　レシートと間違えて一万円札をコンビニのゴミ箱に捨ててしまったかのように、唐子は落ち込んだ。

　でも希望の光が前触れなく差し込んだ。

「お嬢じようちゃん達は、この間のテレビの人達だんべ。一つ聞きたいんだども、オラんとこのアケミ、見かけなかったべ？」

「アケミ？」

「んだ。この間、オラが連れとった中で一番のニワトリだべ。さっき散歩しとった時この辺ではぐれちまっただよ。あいつはまんず変わったもんが好きな奴やつだで、テレビの人達んとこ行くかもしんねからな。もし捕まえたら農協さ連れて来てくんろ。卵なんぞいくらでもあげるで」

　おじさんは孫の手を引っ張って去って行った。

「銀ぎん之の介すけ君」

「ああ。一番のニワトリだって言うくらいだ。きっとぽんぽん卵を産むに違いない」

　二人はがっちりと腕を組み合った。

　今ここに、アケミ捜そう索さく隊たいが結成された。

「ところで、ニワトリってどこへ行きたがるんだろ？」

「さぁ？　焼鳥屋じゃないことだけは確かだと思うけど…」

　アケミ捜索隊の活動はいきなりデッドロックに乗り上げた。

　そんな時だ。

「ばう！」

　第二の救世主が現れた。

　第二の救世主は、面おも長ながな顔を持ち上げ、首んとこに紐ひもを載のっけていた。

「ばう！」

「エリック！」

　考えれば夕方の散歩の時間だ。待ち切れなくて銀之介を探しに来たらしい。

　こんだけの行動力があれば一人で散歩に行けるんじゃないかって思うけど、本人が紐ひもに繫つながれてないと散歩って気がしないから仕方ないのだ。

「銀之介君！」

「ああわかってるよ。これこそ天の助けって奴だ」

　銀之介は静かに空に祈りを捧ささげた。

「よ～～しエリック！」

　それからビシっと指を明後日あさつての方向に指差し、進路は左だとか怒ど鳴なる船長さんみたく叫んだ。

「アケミを探せ！」

「違うでしょ！」

　船長さんは唐とう子この強烈な後頭部はたきでさっさと沈没した。

「エリックちゃんがいるんだから。直接あずさちゃんを探してもらえばい～でしょ！」

「そうか、その手があったか」

「も～～」

　馬鹿はほっとくことに決め込んで、唐子はエリックの前にしゃがみ込んだ。

「さ、エリックちゃん。あずさちゃんの匂においを……」

　少しだけ詰まった。

「嗅かがせるものがない！」

　唐とう子こだって考えが足りないとこは銀ぎん之の介すけと大差がない。

「あ、それなら確か」

　銀之介はポケットからくしゃくしゃになったハンカチを引っ張り出した。目にゴミが入った時に借りて返すのをすっかり忘れていたのだ。

「ほい、神楽かぐらさんのハンカチ」

「用意がいいね」

　唐子は銀之介から引ったくったハンカチをエリックの鼻はな面づらに押しつけた。

「エリックちゃんお願い」

「ばう！」




　　　　　５




「起きたかい？」

　それが、暗くら闇やみの世界から戻って来たあずさへの第一声だった。

　薄暗いそこは夏の花火を連想させる香り漂ただよう倉庫だった。

　目の前に、真ま名な部べが立っていた。体を動かそうとしたが駄だ目めだった。椅い子すにぎちぎちに縛しばられているのだ。

「ここは、海外輸入花火の倉庫だよ。もっともそれは表向きで、実際は薬の隠し場所に使っていたのだがな。ま、薬の方は本州テレビの地下倉庫に運び終わった後だから閑かん散さんとはしてるがね」

「それじゃ、やっぱりあの時、非常階段とこで喋しやべってたのは……」

　真名部はうすい唇くちびるを軽くゆがめた。

「あの時は正直驚いたよ。携けい帯たいで部下に指示をしていたところだった。新しい隠し場所も全すべてを君に聞かれてしまった。ただ幸運なことは君の目が見えなかったってことと、君があれをドラマの台詞せりふだと勘かん違いしてくれたことだ」

　真名部はふっふと思わず後ろから殴なぐりつけたくなる笑いを響かせた。

「しかし、君に話を聞かれてしまったことには変わりないからな。それにあの漆うるし野のという刑事、ちゃらちゃらしてはいるがその実、かなりの切れ者だ。いつ事の真相に気がつくかわからない。かと言って他の隠し場所はまだ手配出来ない。となると、取れる選択肢しは一つしかない。君には消えてもらうことだ」

「だから……一いちノ瀬せさんに薬を…」

「そういうことだ。目の見えない君を始末するのはさほど難しいことじゃなかったが、私にもプロデューサーという表の立場がある。私に責任がかかってくる死なれ方は避けたかった。だから薬を与えた。あの男のアブノーマルな願望は知っていたからな。薬を与えたら思った以上に助長されてくれた。あの男がやってくれれば、同じ劇団内部の歪ゆがんだ愛の結末ということで終わる。見事にあの刑事に止められてしまったがな。しかも少しずつだが核心に近づいて来ている。もし君が立ち聞きの話をすれば、あの刑事は間違いなく真相に気がつく。だから少々荒っぽいが君にはここで人生の幕を引いてもらうことにした」

　ぞっとする声で淡々と続ける。

「さっきも話したとおり、ここは表向きは輸入花火の倉庫だ。いつ爆発事故が起きたっておかしくはない。どっちみち証拠隠いん滅めつのために近々爆破するつもりだった。それに荷物がもう一つくわわっただけだ。輸入花火業者が引き起こした不幸な爆発事故。それに巻き込まれてしまった不幸な少女。少女は目が不自由だったため、道に迷い、たどり着いたこの場所で被害に遭う。陳ちん腐ぷだがクセのない終わりかただろう」

「…………そんな」

「残念だよ。君はいい女優になると思っていたのに」

　真ま名な部べは、心しん底そこ気の毒そうにもう一度繰り返した。

「本当に残念だよ」

　あずさの絶望が渦うず巻まいていたそんな時だ。

　頭の天てつ辺ぺんから足のつま先まで場違いな空気を身にまとった奴やつが、何な故ぜか高いとこにある窓から落ちて来た。

　しかもその数二つ。

　どさっ！　どさっ！　どさっ！ってな具合だ。

　続いて聞こえてくる声も、これまた場違いな声だった。

「いててててて」

「も～～、腰打っちゃったじゃない。女の子の腰は大切なんだよ。子供産めなくなっちゃったら責任取ってよ」

「責任取ってよじゃないだろ。窓から中を覗のぞくだけだって言ったのに唐とう子こが力一杯押すから」

「だって薄暗くて見えなかったんだもん。で、ここどこなの？」

「なんとかなんとかって輸入花火の倉庫って書いてあったぞ」

「しかし不幸ってあるよね。いきなり小こ雨さめが降るんだから」

「まったくだ。匂においが流れちゃうんだからな。とりあえず目についた建物をしらみ潰つぶしに探すしか」

　とっても説明口調で現状を愚ぐ痴ちってる二人に、あずさは声を上げた。

「駒こま犬いぬさん。唐子さん」

　その声に気がついて二人もミーアキャットみたく同時に首を動かす。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　がっちり縛しばられてるあずさを指差し同時に叫んだ。

「よかった。あずさちゃん。無事で。心配したんだよ」

「さ、神楽かぐらさん。逃げよう。いつ犯人が戻ってくるかわからない。あ、真ま名な部べさん。いいところに。神楽さんが麻薬密売組織に狙ねらわれてるんです。手を貸して下さい」

「違うんです！」

　頭のネジ絶対抜けてるよって二人に、あずさは足をばたつかせた。

「真名部さんが！」

　あずさがそう叫んだのとほぼ同時だった。

「そういうことだ」

　真名部が引き抜いた拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうを二人に覗のぞかせた。

　漆うるし野のが玩具おもちやのように振り回してるから見慣れてるけど、だからって慣れるもんじゃない。

「真名部さんが」

「麻薬密売組織の………」

　銃口はあくまで二人を見つめている、瞬またたきすらしてくれない。

　二人はおずおずと手を上げた。

　思えば、こうなる可能性は十分あった。拉ら致ちされたあずさを追いかけてたのだ。犯人との接触の可能性も十分考えられる。

　予想出来なかったのではない。

　忘れていたのだ。

　見つけた後のことは考えずついつい走り出してしまったのだ。

　いい加減この尻尾しつぽの燃えたエリマキトカゲのような性格はなんとかした方がいいかもって思う二人だった。

「やれやれ。筋書きを少し変えるしかないな。三人の若者が、ふざけて花火工場に忍び込み、喫煙最中、間違って花火に引火。まぁそんなところだろう」

　真名部はポケットからライターと煙草を取り出し床に投げ捨てた。

「それでは失礼するよ」

　真名部は拳銃を二人に向けたままゆっくりと歩き出した。そのまま重そうな鉄の扉とびらから出て行く。外側からがっちり鍵がかけられる音がいやらしく響いた。

「ふ～～～、てっきりズドンとやられると思ったけど、なんとか助かったようだな」

「助かったのかな？」

　唐とう子ことあずさはそろって首を傾かしげた。

「ミスターＭ言ってたじゃない。間違って花火に引いん火かとかなんとか」

「大だい丈じよう夫ぶさ」

　銀ぎん之の介すけは自信たっぷりに言ってくれた。

「僕は煙草を吸わないんだ」

「そ～ゆ～問題じゃないと思うんだけど」

「私もそう思います」

　女性二人の言葉も気にせず、銀ぎん之の介すけは最寄りのダンボール箱の上に腰掛けた。

「きっとそのうちエリックが僕らの匂においを嗅かぎつけて来るから。そしたら助けを呼んで来てもらえばいい。ん？　なんか尻しりの下からピーピー音がするなぁ」

　銀之介は立ち上がると、自分が座ってたダンボール箱の蓋ふたを開けた。

　中を覗のぞき込み、銀之介は猿さるになった。

「うっきょぉぉぉぉ！」

「どうしたの？」

「じじじじじじじじ……」

　壊こわれたスピーカー状態でどうにもならない。

　この状態で何百回聞いても意味ないと判断した唐とう子こは自分で箱の中を覗き込んだ。

　最初はデジタル時計だと思った。でもえらくでかい時計だなと疑問も覚えた。

　こんなようなのをどっかで見たことがあるぞ。

　唐子は脳のう味み噌そを一回転させて答えを出した。

　先週テレビでみた、アクション映画に出てた奴やつとそっくりだった。

「うっきょ～～～」

　やっぱり猿になってから、唐子は唾つばをごくっと飲み下し、その禁断の言葉を並べた。

「これって、時限爆弾って奴？」

　しかも刻一刻と時を刻んでいる。残り時間八分。

「銀之介君！　解体して」

「出来る訳ないだろ。いまだにビデオのタイマー予約も出来ない僕に」

「それでもアタシよりもいいでしょ。アタシの家ビデオないもん」

「そうだ！　神楽かぐらさん」

「あずさちゃんはビデオ予約出来るよね」

「ええ。一応は」

「よし、ならこの時限爆弾をすぐに解体してくれ」

　無む茶ちや苦く茶ちや言ってるよ。こいつら。

　さすがに温おん厚こうなあずさも心の中で呟つぶやいた。

「駄だ目めだよ。あずさちゃんは目が見えないんだから」

「そ～か～」

　目はもう見えるようになってたが、あずさはここで言う気にはなれなかった。

　もし目が見えるようになってるとここで公言したならば、二人は間違いなく爆弾解体を押しつけるだろう。あずさがビデオのタイマー予約が出来るというただそれだけの理由で。

「あの……お二人が入って来た窓は」

「駄だ目めだ。外に置いてあった荷物を重ねてなんとか入って来たんだ。中からじゃ高すぎる」

「正面の扉とびら！」

「おう！」

　あんまり期待出来なかったけど、正面の大扉へ向けて走った。

　やっぱり期待外れだった。鉄の扉は外側からがっちりと施せ錠じようされている。

「え～～ん。こんな鉄の扉なんて明けられないよぉ！」

　泣きわめく唐とう子この隣で、場違いに冷静な顔して銀ぎん之の介すけは口を開いた。

「こうなったら最後の手段だ。唐子」

「脱出する方法があるの？」

「ああ、ある。本当はあんまりやりたくないが、幸い神楽かぐらさんには見えてないからいいだろ」

　銀之介は大きく息を吸い込むと、唐子に右手を差し出し叫んだ。

「生卵を出せ！」

「持ってないよ」

　唐子はさらっと言った。

　銀之介はその場で景気よくすっ転んだ。

　ちなみにこの時の彼の表情をわかりやすく説明するならこんなとこだ。

「すけさん、かくさん。も～い～でしょ～～」

「ひかえ～～ひかえ～～」

「この門どころが………あれ？」

「どうしたんじゃ？」

「落としちゃったみたい」

　そう言われた御ご隠いん居きよみたいな表情だ。

「どうして持ってないんだよ！」

「そんないつもいつも持ち歩いてる訳ないよ！」

「だったら産め！」

「産める訳ないじゃない！」

　そう怒ど鳴なってから、唐子はあっと少し空気を食べた。

「そうだ。ニワトリの夢を見ると卵を産むって言うじゃん。今すぐ眠ってニワトリの夢をみようよ。そうすれば……」

　溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむ。

　それが摂せつ理りだ。

　だから危地にいる者はついつい目先の馬鹿に飛びついてしまうのだ。

　二人はその場に寝転がって、真剣にニワトリの夢を見ようと努力した。

　非常に無む駄だな三十秒が経過した。

「駄だ目めだぁ、いくら寝つきがいいからってこんな時に八分で熟睡出来る訳がない！」

「アタシも駄目ぇぇぇぇ。あずさちゃんは？」

「え？」

　もはやついていけない馬鹿の連続に呆あきれ返ってたあずさは非常に返事に困った。

「私は……寝つきが悪いから」

「ちくしょう。しかし他に方法がないんだ。なんとしてでも眠るんだ」

「でもたとえ眠れたとしてもニワトリの夢を見れるかど～かわかんないよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ。だから眠る時に羊ひつじじゃなくニワトリを数えるんだ」

　馬鹿には終わりがなかった。

「ニワトリが一匹ぴき。ニワトリが二匹ひき」

　真剣にニワトリを数える二人に、もはやあずさは言葉をかけられなかった。

　馬鹿は続くよどこまでも。

　でもそんな馬鹿にも終わりは来た。

「コケーッコッコ」

　どっからか出てきたニワトリが、食べ物とでも思ってるのだろうか、銀ぎん之の介すけの耳たぶをつんつんつついた。

「いってぇな。なんだよ。本物のニワトリなんかにかまってる隙すきは…………ニワトリ！」

　銀之介は飛び起きるとうろちょろしてたニワトリをがっちり捕まえた。

　ニワトリの首には、アケミって書かれた札がくくりつけられていた。

　銀之介と唐とう子こは、神様っているんだなって心の底から感謝した。

「よし、アケミ。卵を産むんだ」

「お願い産んでよ！」

　二人はアケミを励まし、排卵を促うながした。お腹なんぞをマッサージしてあげたりもした。

「あの。無理だと思うんですけど」

　あずさは、アケミがおそらく卵が産めないであろう理由を教えてあげた。

「トサカがついてるから」

　あずさの言うと～～り。

　アケミの頭には立派なトサカが生はえていた。

「雄おん鶏どりにアケミってつけるなぁ！」

　銀之介はアケミを放り出し、がっくりと膝ひざをついた。

　デジタル時計はもう残り三分を切っている。一カップラーメンの時間すら残されていない。

「もうおしまいだ～～」

「短い人生だったよ～～」

　二人はやかましく泣き言を吐はき出した。

「ねぇ、あずさちゃん。今日何日」

「えっと、十四日」

「八月十四日がアタシの命日になっちゃうのね」

　しみじみと悲劇のヒロインを演じてた唐とう子こだけど、んっとそこで眉まゆをひそめた。

「八月十四日………」

　何な故ぜか心に引っかかる数字だ。そして唐子は思い出した。一ひと月つき程前、下校途中に銀ぎん之の介すけと交わした会話をだ。





　　回想




「へ～～、アタシ。満月って月一回同じ日に来るもんだと思ってた」

「けっこうそう思ってる人は多いよ。十五夜って言うから毎月十五日だってね。でもあの十五ってのは陰いん暦れきの十五であってカレンダーの十五日とは違うんだよ」

「う～～～ん。難しい話だな」

「僕もそんなに詳くわしい訳じゃないけど、満月から満月の周期って、確か二十八日くらいなんだ。だから少しずつずれていく訳」

「なるほどね」

「例えば今月の満月は明日あした、七月十七日だ。で、来月。八月の満月は二十八をたすと[image: さんてん][image: さんてん]え～～とね～～う～～んとね～～」

「十四日だ！」

「[image: さんてん][image: さんてん][image: さんてん]相変わらず計算早いな」

「へへ。店の会計で慣れてるから」

「ま、そういうことなんだな。まぁ時々、わけわかんない調整日みたいなのが入って混乱するけど」

「大変だね。暦こよみのチェックしなくちゃいけないから」

「僕はしてないけどな。満月の日になると朝から両親がやれ満月だそれ満月だってうるさく言うから、だからわかるんだ。そうじゃなかったらけっこううっかり忘れてそうだよ」




　　　回想終わり






「今日は、あの日なんだ！」

　唐子は薄暗い天井を見上げた。もちろん窓なんてない。

　でも一角に、差し込んでくる光を見つけた。おそらく、トタン板の屋根がはがれかかってるんだろう。

　もしあそこにぽっかり穴が開いてくれれば、ひょっとしてひょっとするかもしれない。

「一応、表向きは外国の輸入花火の倉庫なんだから」

　唐とう子こは辺りを物色しまわって、目についた。灰色のシートを外した。それらしき物が転がり出て来た。

　唐子はそれらしき物をかかえると次いで真ま名な部べが落としていったライターを拾い上げた。

「唐子さん。何を」

「これを使って壊こわすの」

「……いくらそれでも、扉とびらを壊すのは……」

「わかってる。こんなんじゃ扉も壁も壊せないと思う。でもあそこでべこべこしてる板なら壊せると思うの」

　あずさは天井を見上げて、ゆっくりとかぶりを振った。

「駄だ目めだよ。もし壊せたとしても、あんな高いところから逃げ出すなんて」

「無理だよ。でもあそこを壊せれば、あれが見えるから」

「あれって……花火？」

「花火じゃなくってさ………。え？　ちょっと待って！　あずさちゃん」

　唐子は今になってやっとあずさの目のことに気がついた。考えてみればニワトリの時だってそうだ。見えてなきゃトサカのあるなしなんてわかる訳がない。

「もしかして…目……」

「ええ。土ど手てで唐子さん達と別れたすぐ後に、見えるように」

　おめでとう！って両手両足全すべてを使って拍手してあげたいけど、ちょっと問題が生まれてしまった。

　あずさは目が見える。言い変えれば、唐子の計画が成功した場合、あずさはあれがあ～してあ～～なっちゃった銀ぎん之の介すけを目撃することになるのだ。

　唐子は、単刀直入に尋たずねた。

「あずさちゃん。犬好き？」

「は？」

「犬好き？」

「嫌きらいじゃないですけど」

「そ、なら大だい丈じよう夫ぶ」

　大丈夫じゃない。大丈夫じゃないんだぞ！

　唐子はぶっとい筒状のものを天井めがけてかまえると、しっかりと狙ねらいをつけた。

　銀ぎん之の介すけにも手助けを求めようとしたけど、一生懸けん命めい辞じ世せいの句を作ってる姿を見て声をかけられなくなった。

　ま、どっちみち銀ぎん之の介すけにはすぐ後にたっぷりと働いてもらうことになる。

　唐とう子こは一人で筒を固定すると、火をつけようとライターをかまえた。

　と、そこで手を止めあずさに首を向ける。

「あずさちゃん。もしもこれ聞かないで終わったら未練が残りそうだから聞くんだけど」

「はい？」

「最初に事故に遭った作りかけの家んとこ。ど～～して入ったの？」

「それは……」

　あずさはちょっとはにかんで言った。

「首輪をつけたニワトリが一匹びきいたから……後をとーとー言いながら追いかけてて」

「なんだ。建て前じゃないんだ」

「え？」

「何でもない。ありがとう。それじゃいくよ」

　ライターに火をつけた。

「お願い！　うどんの神様！」

　最後は自分が一番信じてる神様に願いを込め、唐子は導火線に火をつけた。

　シュバ！

　導火線は細い火花を吐はき出してどんどんどんどん短くなっていく。

　唐子は狙ねらいが外れないよう筒にしがみついた。

　そして、導火線が完全に食われた。

　ドッッカァァァァン！

　一瞬、唐子の意識が吹っ飛んだ。

　そのまま行ったきりになってそうな意識をなんとか根性でたぐり寄せる。

「やっぱり舶はく来らい物ものは違う」

　田舎いなかのばあちゃんの台詞せりふを吐はき出してから、唐子は恐る恐る上を見上げた。

　そして………一言、呟つぶやいた。

「開いた」

　ベコベコしてたとこにぽっかりと穴が開いていた。そこから覗のぞいてるのはお目当てのあれだ。

　唐子は、時代劇で悪い商人が用心棒の先生を呼ばわるみたく叫んだ。

「銀ぎん之の介すけ君！」

　用心棒の先生は、爆音ですっかり気絶していた。

「あ～も～～～！」

　唐子は銀之介に襲いかかると首を締め上げぺしゃぺしゃと頰ほおを思い切りたたいた。往復ビンタだ。

「うぅ、唐とう子こか。ここは天国なのか？」

「違う！　早く上を見てよ」

「上？　天国の上には何があるんだろ？　天上国。なんかやだな。天井みたいで」

「ぼけてないでよ！」

　これは埒らちがあかないと、唐子は銀ぎん之の介すけの頭を摑つかむと、コキッっと上へと向けた。

　ぽっかりと開いた口。そしてそこから見える夜空には、まん丸くて黄色いお月様がしっかりと自己主張してた。

　銀之介の瞳ひとみが見開かれた。その中央にはお月様がくっきりと投影されていた。

「僕に……お月様を……見せな……いで…」

　その言葉を最後に、軟弱な銀之介君の時間は終わった。

　月光の下、銀之介の肉体は一気に変化した。

　全身を獣けものの体毛が覆おおい、迫せり出した口からはニョキニョキと鋭い牙きばが突き出た。貧弱ボーイを絵に描いたような肉体が、強きよう靱じんな筋肉を兼ね備えたものへと変化する。指先からは鉄をも切り裂さく爪つめ。一キロ離れたとこで落ちたピンの音も聞こえそうな三角形の耳。そしてズボンを突き破って出てくる尻尾しつぽ。

　それら変化はこれまで生卵を見た時に起こしてた変化と大差はない。

　唯一違っているところと言えば、瞳が、見事に朱色に染まっているってことだ。
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「ふっふっふっふっふっふっふっふ」

　ものすごく感じ悪い笑い声が倉庫内に響き渡った。

「ぬわーっはっはっはっはっは」

　久しぶりの登場。ワイルドウルフ様だ。

　銀之介であって銀之介ではない奴やつ。満月によって引き出されるもう一つの人格。

　乱暴者で鬼き畜ちくで最低の奴！（銀之介談）

　銀之介…じゃなくってワイルドウルフ様は思い切り大笑いして立ち上がった。

「こんな吹けば飛ぶような壁ごときで、俺様を閉じ込めた気になってるとはな。なんて馬鹿野郎だ」

　ワイルドウルフは月を見上げて何度も何度も咆ほう哮こうした。




「何なの？　あれ」

　あずさは怯おびえた。そりゃ～～そうだ。いくら犬好きだからって平然としてられない。第一、こいつは犬じゃない！

「大だい丈じよう夫ぶ。アタシに任せて」

　あずさの耳もとでそっとそう呟つぶやいた唐とう子こは、ゆっくりとワイルドウルフの後ろに歩み寄った。

「銀ぎん之の介すけ君！」

「銀之介じゃねぇ。俺様の名前はワイルドウルフ様だ！」

「もうなんだっていいよ。それじゃワイルドウルフ様。早くここから逃げ出そうよ。もうすぐ爆発しちゃうよ」

「阿あ呆ほ。この俺様が爆発なんぞで死ぬわけがないだろう」

　ワイルドウルフはフンと鼻を鳴らした。

「あんたは死なないと思うけど」

　唐子は正直に自分の見解を述べた。

「アタシ達は死んじゃうと思うんだ」

「それもそ～だな」

　ワイルドウルフもその点は納得した。

「だから早くして。もう一分切ってるの！」

「いいだろう」

　ワイルドウルフはそう言うが早いか、唐子の体をひょいと左腕で抱えた。

「あずさちゃんも！」

「わかってるさ、でかい声を出すな。鼓こ膜まくに響くだろが！」

　唐子を怒ど鳴なりつけてから、ワイルドウルフは縛しばられてるあずさに歩み寄った。

　軽く右腕を振ってロープを断ち切る。

「さ、来いよ。トイレットペーパー娘」

　獣けものの腕が差し出されたが、あずさは全身が硬直して動けなかった。体の運動神経を今麻ま痺ひさせてるのは純度１００パーセントの恐怖だ。

　目の前の怪物は銀之介が変身したものだ。これから自分を助けてくれようとしてるんだ。それは頭で理解出来るが体が言うことを聞いてくれない。

「とろい奴やつだな！」

　獣けものの腕がぐいっと伸ばされて、あずさの体は抱え上げられた。

　耳もつんざけとばかりの悲鳴が爆発する寸前、喉のど元もとまで込み上げていたそれはすっと消滅した。

「この感触………」

　あずさは、獣の腕をさすった。懐なつかしい感触。温かい感触。忘れられない感触。

「そうだったんだ」

　静かに微笑ほほえみ、そしてもう一度呟つぶやいた。

「そうだったんだ。ぎー君」




「よ～～し、お前らには俺おれの子を産んでもらうからな。覚かく悟ごしておけよ！」

　ワイルドウルフはきっちりと外げ道どうなこと言ってからスタートの態勢を取った。

　いざこれからって時だ。

　コッコッコッコッコ。

　緊張感を粉こな々ごなに打ち砕くだく足取りでアケミが目の前を横切った。

「そういやお前もいたな」

　両手が塞ふさがってたからワイルドウルフは、残ってるとこでアケミを捕まえた。

　右脇わきに唐とう子こを抱えて。左脇にあずさを抱えて、そしてニワトリを口にくわえる。そ～～ゆ～～壮絶な光景だ。

　そんなお馬鹿な光景とは裏うら腹はらに、爆発まではもう画面端はしにカウントが出ちゃうくらいに切せつ羽ぱ詰まっている。

「ほっっひゃよつしや。ひいふくへぜ」

　気合い込めたワイルドウルフは、親指の爪つめを床に食い込ませた。

　そして一気に走り出した。

　人間時には人間しゃくとり虫と噂うわさされる銀ぎん之の介すけだけど、変身した後はすれ違った人をコマみたいに回しちゃうスゴイ奴やつになってる（ちなみにコマみたいに回った人は地面にめり込んじゃうくらいの回転力らしい）。

　たった、三秒で銀之介は鉄の扉とびら前に到着した。

　速度を緩ゆるめることなく、鉄の扉を足で蹴け破った。

　そのままの勢いで外へと飛び出す。走り初めてわずか五秒もたってない。

　そして……………デジタル時計が０になった。

　爆音と爆風を背中に受けて、ワイルドウルフは走った。

　すこし進んだとこの丘でワイルドウルフは足を止め、抱えていた面々を手放した。

　ちょっと尻尾しつぽをこがしたものの、怪我人は皆かい無むだった。

「ちくしょ～～。俺様の最高にご機き嫌げんな尻尾の先っぽが焦こげちまったじゃね～～か」

　ワイルドウルフはほつれた尻尾のさきっぽを摑つかんで牙きばをぎちぎちと鳴らした。

「俺を閉じ込めた罪と俺の尻尾を焦がした罪のつぐないだ。あの糞くそ野や郎ろうを追いかけて八つ裂ざきにしてやる！」

「ワイルドウルフ様」

　唐子は、何か含むとこのある声で呼び止めた。

「何だ？　お前らとの甘い時をすごすのはもう少し後………」

　振り返ったワイルドウルフの胸に、唐子は思い切り飛び込んだ。

　今度は目開いて突っ込んだ。

　第三話で失敗したけど、今回は成功した。

　唐とう子この唇くちびるが、ワイルドウルフの唇にむっちゅ～～ってくっついて………。

　ぷしゅるるるるるるるるるるる。

　空気をパンパンに詰めてた浮き輪を針で穴を開けたみたく、ワイルドウルフはしぼんだ。

　突き出てた口も耳も牙きばも爪つめも、全すべてがするする引っ込んでいく。

　残されたのは、お尻の破れたズボンを履はいた貧弱青年だ。

「あれ…………唐子。ここは天国？」

　目をぱちくりさせる銀ぎん之の介すけに、唐子はきっちりハンカチ使って目隠しをした。

「おい唐子。何するんだよ」

「何するんだよじゃないの！　言っとくけど今のはカウントしてないから！　カウントしてないんだからね」

　唐子は譲ゆずれないとこをぴしゃりと銀之介に叩たたき付けた。ファーストキスとしてカウントしてないってことだ。

　それから、多分真ま名な部べが逃げて行ったと思われる方向へ目を向け、呟つぶやいた。

「そりゃアタシだって一発蹴け飛ばしてやりたいけど、いくらなんでも八やつ裂ざきは駄だ目めだもんね八つ裂きは。せいぜい一つ裂きくらいにしておかないと」
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「終わったな」

　唐子の勘かんとはぴったり反対側にて、真名部はフンと鼻を鳴らした。

　真名部の視線の先には、燃え盛さかる工場があった。

　おそらくもう十五分もすれば消防車がかけつけて来て消火活動を始めることだろう。そして被害者を発見するはずだ。

「少しばかし面倒はしなくちゃならないが………まぁ仕方ない。薬のことが暴露されることを思えばな」

　真名部は車に乗り込み、エンジンをかけた。

　東の空の方向で小さな花火が上がった。そう言えば、花火打ち上げ場の方でちょっとした事故があり打ち上げが遅れているとラジオで言ってたような気がする。復旧が終わったのだろう。

　花火の音が響く中、真名部はホテルめがけてアクセルを踏んだ。

「!!」

　真名部は急ブレーキを踏みつけた。道路の真中に立つ人影があったのだ。

「危ないじゃないか………」

　窓から首を突き出し怒ど鳴なった真名部は、見覚えのある顔に声を上げた。

「こまぎん先生」

「ど～～も。お久しぶりです」

　こまぎん先生……つまり銀ぎん之の介すけの親おや父じの銀ぎん一いち郎ろうは軽く会え釈しやくをして見せた。

「やっと仕事が終わりましたのでね。急いでかけつけて来ましたよ」

　真ま名な部べはサングラスの奥で醜しゆう悪あくに目を細めた。

　厄やつ介かいな奴やつが来たもんだな。たった今、息むす子こを始末したばかりなのに。

　しかしそんなことはおくびにも出さず、真名部は軽く微笑ほほえんでみせた。

「そうですか。撮影の方はもう終了してますが、まだスタッフは残ってます。明日あしたの朝あさ紹しよう介かいしましょう。さ、とりあえず乗って」

「いえいえ。私はけっこう」

　銀一郎は肩をすくめて言った。

「薬の運搬やら何やらでご多忙の真名部さんの邪魔をしては悪いのでね」

　真名部の右こめかみの辺りが顕微鏡でもなきゃ見れないくらいだけどピクリと動いた。

「一体何を……」

「あそこでいい感じに燃えているのが隠し場所だったんですな。そして次は本州テレビの地下倉庫。明日あしたの機材トラックに紛まぎれ込ませて運ぶと。わざわざこんなところでロケをしようとしたのもそれが理由だったのでしょう」

「……………なぜ知ってるんだ？」

「今日があの日だってことをすっかり忘れていましてね。ちょっとばかし失敗をしちまったんです。そしたらちょうど近くに止まってた機材用トラックの香りが鼻をくすぐって、運転席のあたりにたむろしてるスタッフの方に理由をお尋たずねしたところ全すべて話してくれたって訳ですよ」

　真名部は銀一郎を値踏みするような目つきで観察した。

　どこの品評会に出しても貧弱ってレッテル張られて送り返されて来そうなおじさんだ。

　こんな眼鏡めがねかけたニョロニョロみたいな奴に、部下達が何故秘密を漏もらしたか……真名部には理解出来なかった。

　しかし、今はそれ以上に考えなくちゃならないことがある。

　いかにして目の前の男の口を塞ふさぐかだ。

「警察には……」

「まだ言ってません」

「そうか」

　真名部は車内に首を引っ込めると、思い切りアクセルを踏みつけた。

　慌あわてて脇わきへ避よけた銀一郎の横っ腹をかすって、車は進む。だがすぐにＵターンして銀一郎に狙ねらいを定める。今度は跳はね飛ばす十分な助走距離を持った。

「やれやれ。やっぱりもう一度だけ粗そ相そうをするしかないようですね」

　銀ぎん一いち郎ろうは場違いに落ち着いた声で立ち上がると、外れた眼鏡をはめた。

「さっきから体が震えて仕方ないんですよ。うちの馬鹿息むす子このように自我を失うことはないが、それでもこの顔のままって訳にはいかないんでね」

　銀一郎はゆっくり空を見上げた。

　瞳ひとみに黄色くてまん丸い光の塊かたまりがうつった。

　肉体がめきょめきょと変化し、一匹ぴきの獣けものへと姿を変える。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　銀一郎は満月に向かって咆ほう哮こうした。

　そして、突進して来る車めがけて全力疾しつ走そうした。




　一分後。燃え盛さかる炎の脇わきで、完全に意識消失してる真ま名な部べを引き摺ずる怪物の姿があった。

「さて、問題はこいつをどうするかだな。警察に連れていくのがベストだが、この姿でどうやって」

　銀一郎が軽く首を傾かしげた時だ。

　真赤まつかなスポーツカーが猛スピードで走って来ると、ゴム臭くさいドリフトで停止した。

「おやおや。派手にやってくれるね」
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　中から出て来た漆うるし野のは、燃える車を見て面白そうに目を細めた。

　それから、銀ぎん一いち郎ろう引き摺ずる真ま名な部べへと目を向けた。

「真名部譲じよう二じ。本州テレビ製作企画部副部長。しかしその裏で麻薬密売組織を牛ぎゆう耳じっているとんでもない食わせもの。いや、逮捕協力ありがとう」

「この男は？」

「私が責任を持ってブタ箱にぶち込んでおいてあげますよ」

「それは助かります」

　銀一郎は手に持ってた有害生ごみを漆野の手に委ゆだねた。それから尋たずねた。

「あなたは驚かないんですね」

「何を？」

「私のこの姿をですよ」

「はは。見慣れてますのでね。え～～と、あなたはおそらく、駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君の親しん戚せきか何か」

「父親です。駒犬銀一郎と言います」

「なるほど、毛並みの色がそっくりだ」

　漆野はしばし感心した後、名めい刺し入れから名刺を引っ張り出した。

「初めまして。スーパー敏びん腕わん刑事の漆野百ひやく太た郎ろうです。ま、なんて言うか……銀之介君とは深い信頼関係で結ばれた親友というかなんというか」

　銀ぎん一いち郎ろうはくんくんと鼻を鳴らして漆うるし野のの匂においを分析した。

　煙草とオーデコロンの匂いの中に隠れる人間本質の匂いを嗅かぎ取る。

　見かけによらずかなり聡そう明めいな男。常に自分の損得を考える打算的でしたたかさを持つが、常識に捕われない視点を持っている。悪賢い男だが決して悪ではない。キツネの匂いだな。

　銀一郎はそう分析した。とりあえず正体を暴露される危険はないと判断した。

「どうです？　花火も無事上がり始めたことですし。この生ごみを送り届けたらヤキトリで一杯」

「風流でいいですな。お伴ともしますよ。漆野さん」

「そうこなくては。それではど～ぞ」

　悪質な生ごみをトランクに押し込み、化ばけ物ものを助手席に乗っけて、真赤まつかなスポーツカーは出発した。

　花火の艶やかな光が、車のボディーを嘗なめるように反射して涼やかにきらめいた。




　プロデューサーの真ま名な部べさんが実は麻薬密売組織のボスだったってことで、次の日は大騒ぎだった。

　スタッフの三分の一くらいも逮捕され、撮影現場は騒然とした。

　あ、一応言って置くけど、監督さんとＡＤ秋あき川かわさんは見事に無関係だった。それは僕にとってはものすごく救いだった。映像についてあんだけ熱く語ってた二人がもし組織の一員だったなら、僕は世の中ちょっと信じられなくなってただろう。

　僕らがどうやって倉庫から逃げ出したかは……実はよく覚えてない。唐とう子こが語ってくれないからこればっかりは知りようがない。

　神楽かぐらさんならと思って声をかけたけど、なんかお幸せにとか言ってそっけなくサヨナラされてしまった。一体何があの時に起こったのか？　これは永遠に謎なぞのままで終わってしまいそうだ。

　そんなこんなで、僕らの撮影日記は終了を告げた。

　ちなみに、撮影は中止。再開の見通しは立っていない。

　多分永遠に再開しないんじゃないかと、父さんには悪いけど僕は思っている。










　　　第五章　夏なんて！




　ところ変わって、長なが野の県の飯いい波なみ市。団だん子ご坂ざかの一いつ軒けん家や。

　銀ぎん之の介すけは、やかましい虫の泣き声を耳にしながら、縁側にてかき氷を頰ほお張ばっていた。

「うめ～～ぞ」

　銀之介はしみじみと呟つぶやいた。

　これぞ正しい夏の過ごし方。

　やれ山だ、やれ海だ、やれプールだなんて騒いで余計暑くなるのは愚ぐの骨こつ頂ちよう。涼しい場所でのんびりと夏の食べ物を食す。そして眠る。それが正しい夏の姿だ。

　結局、あのすったもんだのおかげでバイト料が出なかったのだ。遊びたくても遊ぶ金がないのも事実だった。

「やっぱり、かき氷はメロンに限るな。この頭の悪くなりそうな合成着色料がたまんないよ」

　銀之介がかき氷と愛を囁ささやきあってる時だった。

　どたどたどたって廊下を痛めつける音と共に、正しくない夏の過ごし方をしてる奴やつが弾丸のように飛び込んで来た。

「銀ぎん兄ぃ。銀ぎん花かとプール行こ。プール！」

　すでにワンピースの下にかっちりと水着を装備した銀花だ。

「あのな、銀ぎん花か」

　銀ぎん之の介すけは著名な老師が弟子を諭さとすように言った。

「僕は今、メロンかき氷を食べてしみじみしてるんだ。プールなら一人で」

「それ食べちゃえば行けるんでしょ」

　そう言うと、銀花は銀之介の手から器をひったくった。

　さらに銀之介に襲いかかると、強ごう引いんに氷の塊かたまりを口に押し込む。

　脳のう味み噌そにピシリとヒビが入った。

　キ～～～ン！

「ひぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　こめかみを押さえてもだえ苦しむ銀之介の手を摑つかみ、銀花は元気よく言ったもんだ。

「さ、かき氷終わったよ。だからプール行こ！」

　銀花のこ～ゆ～～殺人的行動は珍しいことではない。数え切れないくらい繰り返されている。

　これに抵抗するのがいかに愚おろかで無む謀ぼうなことか、最近の銀之介は悟さとり始めていた。

「わかった。行くよ。行けばいいんだろ」

　銀之介はよろよろと立ち上がった。

　快適な夏を過ごしたければ、こいつがいないとこへ行くしかないと思った。

　例えば月の裏側とか。

　待てよ、もし僕が宇宙飛行士になって月へ行って地面を見下ろしたら………やっぱり変身するんだろうか？　そしたら突き出た口でヘルメット壊こわして息が出来なくなるかな。やっぱり。

　そんな大たいして人生に役立たないことを考えながら、銀之介は銀花に引っ張られて家を出た。




　銀之介と銀花が家を出てからちょうど一カップラーメン後。

　入れ違いになる形で、やって来る訪問者がいた。

「こんにちは～～」

「あら、唐とう子こちゃん。いらっしゃい」

　銀之介の母、典のり代よにそう言われた唐子は軽い感動に襲われた。

「レベルアップレベルアップ」

　うどんのお嬢じようさんと呼ばれてた日は遠い昔。唐子は軽く拳こぶしを固めて進歩を祝った。

「あの、銀之介君いますか？」

「御ご免めんね。銀之介は銀花ちゃんと一緒に市営プールに出かけちゃって」

「そ～なんですか」

　唐子は落らく胆たんの息を吐はき出した。

「せっかく写真が出来たから見せに来たのに」

「あ、青あお森もりの写真ね。よかったら見せてくれないかな？　うちの人、サインはきっちりもらって来たけど写真は全然で」

「あ、いいですよ」

　という訳で、唐とう子こは駒こま犬いぬ邸ていに上がりこんで居間へとやって来た。

「ちょっと待っててね。今、冷たいカルピス用意するから」

「どうもすいませ～ん」

　わりと涼しい風が吹き込んでくる居間の夏座ざ蒲ぶ団とんの上に正座して、唐子は呟つぶやいた。

「なんだ。いないのか……。手紙のこと相談しようと思ったのに」

　唐子は写真を入れて来たビニール袋から一通の手紙を引っ張り出し、そして開いた。




　唐子さんへ

　どうも。あずさです。元気していますか。こちらは相変わらずです。あの事件のことを、警察にいろいろと聞かれると思って心配していたけど大だい丈じよう夫ぶでした。噂うわさでは漆うるし野の刑事がうまく手を回してくれたそうです。この間、事件のことを聞きに来た時感じたけど……ものすごく破は天てん荒こうな人ですね。あの人って。

　残念ながらドラマの話は無期延期になってしまったけど、先日、ＡＤの秋あき川かわさんと会った時に言ってました。いつの日か必ず、映像にして見せるって。いつのことになるかわからないけど、その時はまた二人で手伝いに来て下さい。約束です。まだまだ夏は暑いけれどお互いにいろいろとがんばりましょう。




　追つい伸しん

　前話してたぬいぐるみの人。やっと見つけました。昔と少しも変わらない、優しい人でした。でもその人にはもう恋人がいるみたいです。とっても素敵なキスをしてました。残念だけど、彼女にしてもらうのは諦あきらめます。その人にありがとうと伝えておいてください。

　それじゃまた。

　　　　　　　　　　　　神楽かぐらあずさ

　　　　　　　　　　　（水みず持もちあずさ）




「神楽ってのは芸名だったんだ。ま、それはともかくとして、その人にありがとうって伝えておいてって言われてもねぇ」

　唐子はう～～んと唸うなった。

「アタシの知ってる人なのかなぁ」

　唐子は記き憶おくの箱をぱっかり開いていた。隅々までよく覗のぞき込むけど、やっぱり犬のぬいぐるみをかぶる趣味のある人物はいなかった。

「ど～～ゆ～～ことなんだろ？」

　唐とう子こが真しん剣けんに首をひねってる時。

「おや、唐子ちゃん。いらっしゃい」

　眼鏡めがねのニョロニョロがやって来た。

　ここでもレベルアップしてる呼び名に、唐子は拳こぶしを固めて喜びを嚙かみ締めた。

「青あお森もりの写真をわざわざ持って来てくれたのよ」

　台所から典のり代よがカルピスのグラス持ってやって来ると唐子の前にトンと置いた。

「すいません。頂きます。あ、これ写真です。ど～ぞ」

　写真の束たばを典代に手渡し、唐子はストローをちゅーちゅー吸った。

「え～～と。あ、これが皆で撮とった写真ね。また銀ぎん之の介すけは顔を強こわばらせて。昔っから写真撮る時はこうなんだから。えっと、隣にいるのは主演の女優さん……あれ？」

　典代はのほほんとしてる目を細くして写真を見入った。

「あなた。これ、水みず持もちさんとこの娘むすめさんじゃないの？」

「あ？」

「そうよ。やっぱり水持さんとこのあずさちゃんよ。あなた気がつかなかったの？」

「そうか！　あの時の。いや、どっか見覚えのあるお嬢じようさんだとは思ってたけどな。そうか。芸名って奴やつだな」

「ちょっとすいません」

　銀一郎と典のり代よの会話に、唐子は割って入った。

「あずさちゃんのこと知ってるんですか？」

「知ってるわ。そんな長いお付き合いじゃなかったけど。そうね、青あお森もりの山奥に住んでた時だから」

「銀之介がわんわん病になった時だな、ありゃ」

「わんわん病って、何なんですか？」

　とってもメルヘンちっくな病名に、唐子は質問を飛ばした。

「まぁ普通の人は聞き慣れない病名だろうな。我々オオカミ人間には幼児期にかかるちょっとした病気があってね。変身したまま人間に戻れないって病気なんだ。それがわんわん病。まぁハシカみたいなもんで一回やるともうかからないし、人間に戻れないってだけで熱も出なければ喉のどもはれない。一カ月くらいで自然と治るんだ」

「銀之介がそれにかかってね。一ひと月つきは人目につかせられないから、山奥の家で暮らしてたの。そうだったわよね」

「そう。ところがあの馬鹿、退屈に負けてふらふらと山を下りちまってだな。そこで女の子と仲良くなっちまったんだ」

「つまり………その女の子が……」

「そう。水みず持もちあずさちゃん」

　典のり代よがこっくりと頷うなずいた。

「幸いあずさちゃんは当時、目が不自由だったから正体がばれることなく仲良くしてたみたいだけど……目の手術を受けてね」

「そうだそうだ。で、結局包ほう帯たいが取れる前日に引っ越したんだ。顔見せる約束したけどこんな顔見せられないよ～とか銀ぎん之の介すけが泣きわめくもんだからな」

「思えば、あの時も短かかったわね」

「そうだな。一ひと月つきあるかないかだったからな」

　引っ越しレコードについて語り合う夫婦の声なぞ、唐とう子この耳には届いてなかった。

「それじゃ……あずさちゃんのやっと見つけましたってのは……銀之介君のことだったんだ」

　唐子は驚きよう愕がくの事実にびっくらこいた。

「でも、その人にはもう恋人がいるみたいです。素敵なキスをしてましたってのは一体……………」

　そこで唐子はただでさえ大きな目をパッチリ見開いた。

「そうか！　あずさちゃん。この間のむっちゅ～～を見て誤解しちゃったんだ！」

　あのむっちゅ～は暴走銀之介を止めるための行為であって、愛のそれとは無関係だ。事実、唐子もカウントしてない。だから唐子の中では、ファーストキスはまだ未経験ってことになってる。

　でもそこんとこの細かい事情があずさには伝わらなかったらしい。

「ちょっと電話お借りします！」

　唐子は立ち上がると電話のある通路へと突っ走った。

　受話器を持ち上げ、手紙にあった携けい帯たいの番号をぴぽぱぽってつつく。

「あれは誤解ですって知らせないと…………」

　受話器を耳に押し当てた唐子は、そこでふっと固まった。

　ここで誤解を解いたら、あずさと銀之介はどうなるんだろう？

　唐子は呼び出し音を三回数えた後、ゆっくりと受話器を置いた。

「いいよね。…………別に」

　唐子は静かに呟つぶやいた。

「だってね。だって。そうだもん。うん。そ～だ。そ～だ」

　説明になってない言葉を連発した。

　自分でも、どうして受話器を下ろしたのか理由がわからなかった。

　ただ、幸せ遊歩道を歩いてる二人の姿を思い浮かべたら………何な故ぜか手が動いてしまった。

「い～～の！　思い出はキレイなままでとっておかなくちゃ。銀之介君の軟弱なとこ知ったらせっかくの思い出が色あせちゃうもんね」

　微び妙みような乙女おとめ心による静かなる抵抗。でもあくまでそれを認めたくない唐とう子こちゃんだった。




　同時刻。飯いい波なみ市市営プール。

　最近、とっても素敵に改築されたそこには、老ろう若にやく男なん女によたくさんの人々がイモを洗っていた。

　もちろん、銀ぎん花かと銀ぎん之の介すけだってしっかりイモを洗ってた。

「銀ぎん兄ぃ！　行くよ～～」

　お子様ビキニを装備した銀花がスイカ模様のビーチボールを思い切り投げた。

「ほ～～い」

　返事よくスイカを受けとめ、銀之介は無む性しように悲しくなった。

「どのカップル見ても、ひょうたん形のお嬢じようさんを連れてるのに」

　ため息一つ。

「ど～～して僕の相手は、筒形なんだ？」

「銀兄ぃ。早くう」

「ああ。わかったよ」

　銀之介がスイカを投げようと振りかぶった時だ。

　と、銀之介の脳天をバウンドして何かが乗り越えて行った。

「すみませ～～ん」

　振り返ると、しっかりとひょうたんしてるお嬢さんがいた。並のひょうたんじゃない。ダイナマイトにくびれてるひょうたんだ。

　しかもお顔の方もすこぶるいい。

「力を入れすぎちゃって、ビーチボールが」

　銀之介の鼻の下が、秒速八十五メートルで一気に伸び落ちた。

「気にしないでください。こんなに人がいるんだから仕方ないですよ」

「本当ね。やっぱり夏だから」

「はは、本当っすね」

　天にも上のぼる気分だった。

「ちょっと。銀ぎん兄ぃ」

　デレデレして軟体動物になりかけてる銀之介んとこへ、銀花がばしゃばしゃやって来た。

「何やってるの！　早くスイカボール投げてよ」

「こら、話の邪じや魔まをするな。ほら、この人のボールを取って来てさしあげなさい」

「も～～～」

　銀花は思い切りほっぺを膨ふくらめて、ばしゃばしゃと人混みの中へボールを取りに行った。

「すぐに戻ってくると思うんで」

「どうもすいません」

「いえいえ」

　会話が止まった。はてさてどんな会話をしたもんだか、銀ぎん之の介すけは先日読んだ情報誌を思い浮かべた。




　海またはプールの殺し台詞せりふ。

　体を誉ほめたら逆効果。水着を誉めなさい！




「その水着。素敵ですね」

　銀之介は滅めつ多たに出ない勇気を振り絞ってそう言った。

「あら、ありがとう」

　ひょうたんっ娘こは素直に喜んだ。

「私、この色大好きなの。だからみんなこの色に揃そろえたの」

　ひょうたんっ娘は、自分の黄色い水着を見下ろし誇らしげに言った。

「水着もこの色。車もこの色。下着もこの色。腕時計もこの色。紙止めもこの色」

　鼻の下伸ばして聞いてた銀之介だったけど、ふとその表情を強こわばらせる。

「待てよ。そうすると、あれもその色なんじゃ」

　銀之介は、どうか自分の不安が当たりませんよう祈りつつ後ろを振り向いた。

　不安は見事にどんぴしゃだった。

　黄色いビーチボールを抱えてやって来るのは紛まぎれもないオオカミ少女だった。

「あんぎゃ～～～～～！」

　銀之介は一声叫ぶと、銀花をかっさらってその場から逃げ出した。

「何するの？　銀兄ぃ。駄だ目めだよ。いくら銀花の水着姿がせくしーだからって」

「やかましい！」

　腕の中でもじもじする銀花を怒ど鳴なりつけ、銀之介は走った。プールサイドを走った。人目のつかないとこ目指して走った。夏の日差しをいっぱいに浴びて走った。

　そして、太陽に向けて力一杯叫んだ。

「夏なんてでぇっ嫌きらいだぁぁぁぁぁぁぁぁ！」




　　　　　　　　　　　　　　第七話　おしまい
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　　　第八話　お祭りに吠えろ！
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　ぴ～～ひょろろろろろろ。

　撮影日記から帰って一週間程たった土曜日の帰り道、飯いい波なみ市はそんな笛ふえの音ねに包まれていた。

　ちょっと顔を上げると、とても気持ちよさそうにぶる下がってる提灯ちようちんが見える。

　ちょっと後ろをふりかえれば、ハチマキしたおいさん達が忙しそうに動き回ってる。

　銀ぎん之の介すけはよっく辺りを見渡してから、心の底から呟つぶやいた。

「お祭り一色だな」

「そうだね」

　隣を歩いてる唐とう子こも同じ意味をこめた一声を吐はき出した。

　まだ時は夏休み。二人一緒に歩いて汗流してるから、もしかしてデートなんて思ってはいけない。

　二人が今日も仲良く一緒にいる理由を昔話風に説明するとこんなところだ。





　あぁ、夏休み




　唐とう子こちゃんは、いっつも宿題をやってかないお嬢じようさんです。

　そんな唐子ちゃんに、担任の柏かしわ持もち先生が言いました。

『夏休みぐらい現国の宿題をちゃんとやって来るんだぞ。それとも、夏休み中に学校に掃除しに来るか？』

　柏持先生はもちろん半分冗じよう談だんでした。

　でも！　唐子ちゃんは掃除を選びました。

　宿題免めん除じよと引き換えに、夏休み中に学校中を掃除することにしたのです。

　その話を聞いた銀ぎん之の介すけ君は毎度のことながら呆あきれました。

　学校中の掃除をするくらいなら、現国の宿題をすました方が楽だと思ったからです。

　それでも、一人で戦場へおもむく唐子ちゃんをほっとく訳にも行かず、一緒に大掃除しちゃう優しい銀之介君でした。

　そして、掃除も終わり、二人は仲良く家路につくのでした。

　めでたしめでたし。






　まぁこんな感じに、いつものパターンで一緒に歩いてる二人なのだ。

「あ、そ～～だ」

　唐子が何かを思い出して口を開いた。

「この間の撮影日記の時、確か言ってたよね。お銀ぎんちゃんをお祭りに連れてってあげるって。今晩一緒に行くんでしょ」

「ああ」

　銀之介は三百歳さいくらい老けこんで頷うなずいた。

「おばさんから浴衣ゆかた送られて来たんだ」

「おばさんって……お銀ちゃんのお母さん？」

「そう。その浴衣がよっぽど気にいったのか、ここ五日ばかし毎晩フロ上がりは浴衣姿なんだ」

「そ～～ゆ～～もんなんだよ。子供って」

　唐子は浴衣ではしゃぐ銀ぎん花かを思い浮かべクスリと笑った。

「アタシも昔はそうだったな」

　ちょっと懐なつかしい物を見る目になってる唐子に、銀之介は声をかけた。

「唐子も一緒にどうだ？　今晩」

「浴衣ゆかたなら、お母さんのお古があるし、行きたいのはやまやまなんだけど」

　唐とう子こはそこでは～～って悲しい色のため息を吐はき出した。

「でも、行けない」

「ど～～して」

「さて問題です。アタシの家って何やってるの？」

　唐子は真しん剣けんな顔でそんな質問をぶつけて来た。

「僕の記憶が確かで、転職したって言うんじゃないなら………うどん屋」

「ピンポーーーーーン！　大正解！」

　思い切り盛り上がってから、唐子はがっくり頭を垂れた。

「お祭りで人が多くなる時って、目め茶ちや苦く茶ちや稼かせぎ時なんだ」

「なるほど」

　確かに、飲食店にとっちゃこんな時に休むなんて愚ぐの骨こつ頂ちようだろう。かなりの客足が予想される。いや、断言したっていい。客は来る!!

　七しち味みうどん亭ていの一人娘むすめとしちゃあお祭りなんか出かける隙すきもないってことだ。

「店が終われば出られるんだろ？」

「出られるけど、もうその時にはお祭りなんか終わってるよ」

「大変だな」

「は～～。アタシだって、浴衣姿で花火見ながら焼きソバすすったりしたいんだけどなぁ」

　唐子は悲しそうに目を細めた後、軽く笑って見せた。

「ま、仕方ないんだけどね。お客さんが来るからアタシは生活出来るわけだし。文もん句く言ったらバチが当たるよ」

　寂しそうな表情がつらくて目を反そらした銀ぎん之の介すけは、何気なくその言葉を口にした。

「大食いのお客がいっぱいくればいいのにな」

「え？　どういうこと？」

「ほら、唐子んとこって用意してたうどん玉が終わったら閉店になるだろ。だから大食いのお客がたくさん来てうどん玉を食い尽くせば………」

「それだよ！　銀之介君！」

　突然爆発した唐子に、銀之介は体をびくつかせた。

「銀之介君。今日アタシお祭り行くね。ちゃんと浴衣着て、ちょっと遅くなるかもしんないけど神社のあたりにいてよ」

「ああ………わかった」

「それじゃアタシ行くね。いろいろ準備があるから。そうだよ。その手があったんだよ！」

　スキップしながら帰っていく唐子を見送ってから、銀之介はぼそっと呟つぶやいた。

「あいつ、何を思いついたんだ？」

　でもまぁ、寂しそうな表情が完全消滅して良かった良かった、と頷うなずいた。

　銀ぎん之の介すけは自宅へ向けて歩き出した。

　そこに地獄が待ってるってことは………もうだいたい予想してた。
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「ただい…」

　まを言う前に浴衣ゆかたを着た大砲の弾が胸に飛び込んで来た。

　軽く見積もっても５００ポイントくらいＨＰを削り取られた。

　胸に飛び込んで来た弾丸はお下げのくっついた顔を持ち上げわめいた。

「銀ぎん兄ぃ。お祭り行こすぐ行こ今行こ早く行こ！」

「おいおい。まだ祭りまでには時間が…………。おい！　何してんだよ！」

　人のズボンにかじりついてベルトを外し始める銀ぎん花かを、銀之介は血相を変えて止めた。

「も～。浴衣に着替えるの手伝ってあげようと思ったのにぃ」

「思うだけにしろ！　ご近所の方に見られたら誤解されるだろが！」

「どんな風に誤解されるの？」

　銀花がいらんとこで好奇心をぶつけて来た。

「それは…………だな」

　息をするのも苦しい学術的な間ま。

「とにかく誤解されるんだ！」

　銀之介はうやむやに終わらせた。

　普段ならこの答えに不満を持って、自己流フライングクロスチョップあんど首締めを仕掛けてくる銀花だけど今日は違う。ご近所の誤解なんかよりもとっても大きなイベントが目前まで来てるのだ。

「じゃぁ、銀花もう手伝わないから早く浴衣に着替えて来てよ。おばちゃんもう銀兄ぃの浴衣部屋に出してたよ」

「あのなぁ、こっちは一日掃除して疲れてんだ。シャワーくらい浴びてからだっていいだろ」

「え～～お祭り終わっちゃうぅぅ」

「時計を見ろ時計を！　祭りが始まるのは日が沈んでからだ。まだ日が沈むまでには昼寝出来るくらいの時間が」

「でも神社へ行く途中で事故があって通行止めになってるかもしれないよ。道路がくずれてるかもしれないし、恐竜が昼寝してるかも。もしかしたら動物園から逃げ出したライオンがう～う～唸うなってるかもしれない。世の中、何があるかわかんないんだよ。だから早く」

　銀花は力一杯そう言って銀之介を急せかした。

　おもろいことを目の前にした銀花はからまった釣り糸よりも厄やつ介かい。

　銀ぎん之の介すけは悟さとりを開いた偉えらいお坊さんのように頭の中で呟つぶやいた。

　ついでだからもう一つ呟いておいた。

　嫌きらいなピーマンを食卓に出された銀ぎん花かは漬つけ物もの石いしよりも無口。

　他にもなんか悟りの名言はないかと考え込む銀之介の首に、銀花はお得意の自己流フライングクロスチョップあんど首締めを仕掛けた。

「だから早くしてよ。ねぇってば。銀ぎん兄ぃ」

　目を白黒させながら銀之介は最後のさとりを呟いた。

　何かをねだってる銀花は飢えたライオンよりも危険。

「わかったわかったわかりました」

　天使が迎えに来るいくばくか前に、銀之介は敗北宣言を吐はき出した。

「出来るだけ早く出発出来るようにするよ。だからせめてシャワーだけでも浴びさせてくれ」

「急いでよ。何が起こるかわからないんだからね！」




　そして十五分後。




「行ってきま～～す」

　銀之介宅を浴衣ゆかたを着た二人が出発した。

　祭り会場へ向けて歩き出すけど、どうひいき目に見たって明らかにフライングしてる。

「予想はしてたが……」

　銀花に手を引っ張られて足を引き摺ずってる銀之介は、心の底からため息を吐き出した。

「地獄だな。こりゃ」
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　ザ！　金魚すくい！

　これがなきゃお祭りは語れないってくらい重要な代しろ物ものだ。

　例にもれず飯いい波なみ市のお祭りにだって金魚すくいの屋や台たいの一つや二つは進出してる。定番だから当然だ。

　そんな金魚すくい屋台の一つにて、派は手でなシャツ着た男は努めて真しん剣けんに口を開いた。

「兄貴。オイラ達どうしてこんなことしてんですかね？」

「仕方ないだろ。マサ」

　ちまちまとポイをそろえながら、角刈りでサングラスの男が言った。

「いろいろあって、我が股もも引ひき組は火の車なんだ。こ～ゆ～～ところで地道に稼かせがなくちゃな。ほら組長がいつも言ってるだろ」

「地道にこつこつ悪どく稼かせごう！っすね」

「わかってるじゃね～～か。だったら金魚のフンでもすくっとけ。見た目汚いとお客が来んからな」

　角刈りの男にそう言われ、派は手でシャツ男はしぶしぶとポイを水につけた。

　もうおわかりであろう。

　角刈りサングラスの健けんと派手シャツチンピラのマサである。

　地道にこつこつ悪どく嫁かせごう！　というモットーのもと、股もも引ひき組もいくつかうさんくさい屋や台たいを出店している。そのうちの一つ、金魚すくいを任されたのが二人だったのだ。

「いいか。他の屋台になら負けてもいいが、いけすかない山本の水ヨーヨー店にだけは負けられねえぞ。あいつは今年の年賀状に悪口書いて送って来やがったんだ」

　個人的恨うらみたらたらで拳こぶしを握り締める健。しみじみとマサがため息を吐はき出した時を同じく、初めてのお客様がやって来た。

　初めてのお客様は、まだちゃんとした日本語も話せないお嬢じようちゃんだった。

「いらっしゃい。お嬢ちゃん。金魚すくいやるかい？」

「うん。やる」

「よしよし。ところでお金の方だが」

「うん。持ってるよ」

「よ～～しよし」

　健は満面の笑みでポイを女の子に渡した。

「さ、がんばりな」

「うん！」

　女の子は、鉄の網でも持ってるようにポイを水に突っ込んだ。

　もちろん失敗だった。

「もう一回！」

「はいはい」

　また失敗だった。

「もう一回！」

「はいよ」

　またまた失敗だった。

　二十四個のポイを完かん膚ぷなきまでに駆く逐ちくして、女の子は一匹ぴきのでめ金をゲットした。

「やったぁ！」

　袋に入ったでめ金を持ち上げ思い切り喜ぶ女の子に、健はおずおずと切り出した。

「ところでお嬢ちゃん。お金なんだけど………」

「あ、うん。おこづかいいっぱいもらって来たんだよ。いくら？」

　女の子は手の平に百円玉三枚載のっけて突き出した。

「…………………………百円もらっておくよ」

　健けんは小さな掌てのひらから百円玉を一つ摘つまみ上げた。

「さよなら。おじちゃん」

「さよなら。大事に飼うんだよ」

　にこやかに手を振る健。そんな健の隣で計算機をぱこぱこ叩たたきながらマサが口を開いた。

「兄貴。組長から一回五百円でやれって言われてるんじゃないですか。だから今のは五百かける二十四で一万二千円」

「馬鹿野郎！」

　健はマサの後頭部に、最近あみ出した技、兄貴兄貴あびせ蹴げりを喰くらわせた。

「あの純粋な瞳ひとみのガキからぼったくれると思ってんのか！」

「純粋な瞳も何もないでしょ。金持ってないような子供だったら親からでもきっちりと取るもんは取れってしっかり言われてるんですよ！」

　さすがに来るもんが来てたのか、ここぞとばかしにマサはまくしたてた。

「この際だから言わせてもらいますけど、兄貴ってなんだかんだ言って甘あまいっす。極ごく道どうに向いてないっす」

「なんだとこの野郎」

「今度カモが来たらオイラが出ます。見ててくださいよ。きっちりぼったくって見せるっす」

　マサは気合いを込めると、金魚の水すい槽そう前に陣じんを構えた。

　そしてカモがやって来た。

　カモは鼻水をたらしたいかにも馬鹿そうなガキンチョ（性別男）だった。

　見るからに無器用なそのガキンチョは、やっぱり無器用で、何枚ポイを使っても水しかすくえない。

　半べそかいてるガキンチョを見てたマサはふっと胸を温あたたかくした。

　そうだ、オイラも昔はこんな風に無器用で………金魚すくいはしたけど結局一匹ぴきもすくえなくて泣きながら帰ったっけ。

　田舎いなかのおっかさん。元気かな？

　星空に向かって涙ぐんでから、マサは新たなポイをガキンチョに渡した。

「諦あきらめずにがんばんな」

「うん」

　奇跡が起きた。ポイ十三枚目にして、ついに一匹の金魚がガキンチョのポイにすべり込んだ。

「やったぁ」

　手放しで喜ぶガキンチョに、マサは切り出した。

「ところでボクちゃん。お金だけど」

「うん」

　ガキンチョは手をぐいっと突き出した。

　五百円玉が載のっかってた。

「お祭りだからいっぱいおこずかいもらって来たんだ。これからわた飴あめ食べて射的ゲームしてリンゴ飴食べるんだ」

「…………………百円もらっとくよ」

　五百円をいただき四百円をお釣りとして渡す。

「もう少し集中力をつけるんだよ」

　なんてことを言ってマサはガキンチョを見送った。

「この口から出任せ野郎！」

　健けんの兄貴兄貴パンチがマサのアゴにヒットした。

「何がぼったくってやりますよだ。全然全く話にもなりゃしねえ」

「兄貴よりはマシっす。兄貴はポイ二十四枚で百円だったけどオイラはポイ十三枚で百円っす。単価にすればオイラの方がぼったくってます」

「馬鹿野郎。俺の目を節ふし穴あなだと思うなよ。お前、途中からポイに張る紙を二重にしてあげてたろ」

「う……………」

　本当のことをグサリと突きつけられ、マサはひるんだ。でもしっかりと逆切れして抵抗した。

「仕方ないっす！　何も取れないなんて可哀かわい想そうすぎ」

「だからお前は甘あまいって言うんだよ！」

「兄貴よりはマシっす」

「い～～やお前の方が甘い」

「兄貴の方っす」

「お前だ！」

「兄貴だ！」

「お前だ！」

「兄貴だ！」

　二人が、毎度懲こりずに不毛な言い争いをおっぱじめてしばらく。

「相変わらず阿あ呆ほなことやっておますな」

　頭の天てつ辺ぺんから足のつま先まで馬鹿にした声がぶつけられた。

　祭りの法はつ被ぴ着た小ずるそうな男がにやにやと二人を見下ろしていた。

「てめえ！　山やま本もと！」

「その様子やと、まだ売り上げはからっきしのようやな」

「うるせえ、てめえんとこはどうなんだよ」

「ふっふっふ」

　山やま本もとはパチリと指を鳴らした。後ろから思い切り肉体派な人達が飛び出し、ガマロを開いて中身を見せつけた。

　ザ！リッチマンリッチマン！

　そんな中身だった。

　思い切り差を見せつけられ、健けんとマサの二人はあんぐりと口を開けた。

「うちんとこの水ヨーヨー屋はぼろ儲もうけやで。あんたらんとこと違うてきっちりぼったくりやってますからな」

「でもよ、ろくに金持ってないガキンチョが」

「そんな時はお子様を締め上げて泣かせればいいんや。すぐに親が飛んで来るさかい。そしたら親からがっちりとぼったくる」

「なんてひどいことを……」

　健は唇くちびるを嚙かみ締めた。

「あんさんらもがんばりいや。ま、無理やろうけど」

　いけすかない集団は、思い切り下げ卑びた笑いを響かせて帰って行った。

「兄貴！　あいつら悪党っすよ。いいんすか。このままで」

「しかし、あいつらの言うとおりこのままじゃいかんぞ。組を旗揚げするためには股もも引ひき組でトップに立たなきゃならん。そのためにはしっかりぼったくらなくちゃならん」

「大いなる目的のために小さな犠牲って奴やつっすね。正直つらいっす」

「耐えろ。耐えてくれマサ！　いつかあんなことをしない明るく健全な組を俺が作ってやるからな！」

　健とマサはお互いに抱きしめあい涙を流して極ごく道どうの世界のつらさを慰なぐさめあった。そして心を非情モードに作り直した二人は、どっかと水すい槽そう前に腰を下ろした。

「よし、マサ。次に来る奴からは尻しりの毛までぼったくってやるからな！」

「はい。もう二度とお祭りなんか来るか！って叫びたくなるくらいぼったくって見せるっす」

　それでも、次に来るのはどうかお子様じゃありませんようにって心の片隅で祈ってる二人だった。

　もしお子様なら、決意がゆらぐ可能性大っていうか確実に崩くずれる。

「こんにちは！」

　神様っているのか、次に入って来たのはお子様ではなかった。

　でも、ある意味お子様以上に厄やつ介かいな奴だった。

「あっ、パンの人とイグアナの人じゃないですか！」

　二本足で歩く傍はた迷めい惑わく。通称、ぐるぐる眼鏡めがねの疫やく病びよう神がみ。三みつ石いし小こ夏なつは、二人の姿を見つけると大げさに騒いだ。

　健とマサは同時に背中にナメクジでも入れられたような嫌いやな顔を見せた。

　数ヶ月前、とある事情により小こ夏なつを誘ゆう拐かいしようとした二人は、何な故ぜか食パンと陸イグアナを押しつけられたって痛い傷跡があるのだ。

　ちなみに、片方の傷跡はもう消化されてるけど、もう片方の傷跡は今でも元気に健のアパートでぺったらぺったら歩き回っている。

「トーマスちゃんは元気？」

　小夏は、健けんに陸イグアナについて尋たずねた。名付け親としては気になるところなのだろう。

「あぁ、元気だ」

　健はぼそっと言うと脇わきにあった法はつ被ぴを持ち上げた。

　とっても元気そうなトーマス（陸イグアナ、雄おす、三歳さい、人なつっこい性格）が舌をぺろぺろさせていた。

「うわ～～、トーマスちゃんだぁ」

　陸イグアナの鼻はな面づらをつんつんして喜んでる小夏を前に、健とマサは緊急会議を開いた。

「どうします。兄貴。ぼったくりますか？」

「確かにさっき誓いはしたが、この娘むすめにぼったくりをかけるに関してはどうにも悪い予感がする」

「オイラも同感っす」

「やはりここは至急的すみやかに退場していただくべきだろうな」

　会議はものの数秒で終了した。

　まだ、陸イグアナ相手に遊んでる小夏に、健は歯に衣ころもをつけて天ぷらにしたような口調で話しかけた。

「ところで、お嬢じようちゃん。今日は一人で来たのかな？」

「いいえ。学校の先生と一緒に来たんですけど、男の人がぞろぞろ後ろ着いてくるのがうっとおしいからって帰っちゃったんです。だから私も家に帰る途中」

「そうか。早く帰った方がいいよ。お父さんお母さんも心配してるし」

「そ～～ですよね」

　小夏は陸イグアナいじくるのを止めてすくっと立ち上がった。

「それじゃ私帰りますね。お二人もお仕事がんばってください」

「あぁ、さようなら」

　二人は大きく手を振った。これで疫やく病びよう神がみとおさらばしてぼったくりが出来るって思った……んだけど………。

「あ～～！」

　不意にサイフを開いた小夏が頭の天てつ辺ぺんの辺りから声を出した。

「ど～～したんだい？」

「うっかり帰りの電車賃まで使っちゃったの。ど～～しよ～～。こっから歩くなんて大変だし」

　小こ夏なつは屋や台たいの前で漬つけ物もの石いしみたくなって考え込んだ。

　屋台の前に漬物石があったらそりやあ営業妨ぼう害がいだ。しかもその漬物石はぐるぐるの渦うず巻き眼鏡めがねっていう異様なもんをくっつけてる。

「仕方ない。電車賃おごってやるよ。お嬢じようちゃんのおかげで陸イグアナが安く買えた訳だし」

　正確に言えば、お前のせいで欲しくもない陸イグアナを買わされた！　が、そこんとこを察知する小夏じゃなかった。

「本当ですか！」

「あぁ。いくらだ」

「千円くらいかな」

「ほらよ。これで家に帰れるだろ」

　健けんはサイフから千円札を引っ張り出すと小夏に押しつけた。

「ありがと～～。お二人は命の恩おん人じんです。仏様です。神様です！」

　小夏はぺっこぺっこ頭を下げながら、消えるように去って行った。

「さ、邪魔物が消えたぞ。これできっちりぼったくりを」

「あの、兄貴」

　指折り計算してたマサがぼそっと言った。

「何だよ？」

「あの……さっきの娘むすめを誘ゆう拐かいして来いって言われた時、家の住所渡されたんすよね。で、オイラ計算してみたんすよ」

「は？」

「オイラ電車通勤してるからわかるんすけど、ここからあの娘のへんまでって、確か三百円くらいっす」

　マサは上うわ目め遣づかいに健を見上げると、気の毒そうに呟つぶやいた。

「ぼったくられちゃいましたね」

　健の頭の奥で何かがプチンと切れた。

「うわ～～、金魚すくいだ。おじちゃんいくら？」

　タイミングよく入って来た客達に、健はやけくそのように叫んだ。

「何回やったって百円だ。てめ～ら好きなだけやれ！　なはははは」
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「うわ～～、始まっちゃってる！」

　神社の境内けいだいへ到着した銀ぎん花かは悔くやしそうに地じ団だん太だした。

　あんまりにも早く到着しちゃったもんだから近くの階段でちよこれいとやってたお好きな二人だ。

　で、ついついそれに夢中になって、気がついたら祭りが始まってたっていうおとぼけな二人でもある。

「え～～と、りんご飴あめでしょわた飴でしょ。それからソースせんべい。あ、チョコバナナもある！」

　岬みさきの灯台みたく頭をくるくる回してから、銀ぎん花かは最初の標的を指さした。

「銀ぎん兄ぃ。金魚すくいやろうよ」

「わかったわかった」

　銀ぎん之の介すけは、もはや引かれる子牛でドナドナって感じで賑にぎわってる金魚すくい屋や台たいへ向かった。

「へいらっしゃい」

　角刈りでサングラスをつけた男が店番をしていた。

「何回やったって百円だぞ。チクショー！」

　ビールをがばがば飲みつつ、男はものすごく投げやり日本新記録なことをのたまってポイを投げつけて来た。

「さ、銀兄ぃ。やろ？」

「ああ」

　銀之介はしゃがみ込み、ポイを水につけようとかまえた。

　そこで全身が硬直した。

「トーマス。お前も飲め」

「…………」

「飲めって言ってんだよ！　変温動物なんだからアルコールで温あたためないと」

　動物虐ぎやく待たいなことやってる男を瞳ひとみに映しつつ、銀之介はかすれた声をひねくり出した。

「お銀ぎん。ここは駄だ目めだ。出よう」

「え？」

「ここだけは駄目なんだ！」

　銀之介はポイを投げ捨てると一いち目もく散さんに逃げ出した。

　銀花はよっく辺りを観察し、銀之介が逃げ出した理由を理解した。

「銀兄ぃ。相変わらずなんだから」

　逃亡者を放っておくわけにもいかず、銀花もしぶしぶ後を追いかけた。

　銀之介がど～～して逃げ出したのかは、現時点では永遠の謎なぞなのだ。




「も～～～。せっかく金魚すくい出来ると思ったのにぃ」

　しゃがみ込んで荒く息を吐はき出す銀之介に、銀花ははりせんぼんみたくほっぺたを膨ふくらませた。

「悪い………。あれだったらお前だけで」

「い～～よ。よく考えたら金魚取ってもお家じゃ飼えないし」

　銀ぎん花かはまた灯台をくるくるまわして次の矛ほこ先さきを決めた。

「銀ぎん兄ぃ。水よーよー釣りやろうよ」

「勝手にやってこいよ。僕はまだ心臓が」

「も～～」

　またはりせんぼになってふくれてから、銀花はとことこ水よーよー釣り屋や台たいへと向かった。

「いらっしゃい。お嬢じようちゃん」

「やりたいの」

「はい。どうぞ」

　水よーよー屋の男は、怪あやしげな笑みを浮かべて見せた。

　でもそんな表情になんかこれっぽちも気がつかず、フックのついたゴムを手渡された銀花は挑戦を始めた。

　色とりどりの水よーよーに向かって。




「どアップだったからな。かなり心臓に来た」

　銀ぎん之の介すけは何度も何度も深呼吸して、心臓の動どう悸きを抑えた。

「お銀はど～～せしばらく水よーよー釣りを頑張ってるから、もう少し休んでようか」

　銀之介は最寄りの松の木に背中を預けてしゃがみ込んだ。

　そんな銀之介の前を一組のカップルが通り過ぎて行った。

「ひで～～よ。あの水よ～よ～屋。ぼったくりやがって。なぁ、アケミちゃん」

「この水よ～よ～釣り一回やっただけで千五百円だもんね」

「でも恐こわい奴やつらが後ろにひかえてたし、払わないとぼっこぼこにされるんだろうな」

「運が悪いと思うしかないよ。ノリ君」

　なんて会話をしながら。

　銀之介はがばって立ち上がった。

　別にぼったくりがど～～のこ～～の言ってる訳じゃない。

　問題は、カップルの女の方が手にはめてぼよんぼよんやってる水よーよーの色だ。

　目の覚めるような黄色。

「むわさか！」

　ドス黒い不安を胸に、銀之介は走った。走って走って銀花の指さした水よーよーの屋台んとこまで来た。

　そして、寿命を半分くらいに切断された。

　一匹ぴきの浴衣ゆかたを着たオオカミが屋台を目め茶ちや苦く茶ちやに破壊していたのだ。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　予想以上に最悪の事態。体中の毛穴がぱっくりと開くような感触。

　銀ぎん之の介すけは血相を変えて飛び出すと、吠ほえる銀ぎん花かを抱きかかえて一いち目もく散さんに逃げた。

「銀ぎん兄ぃ。駄だ目めだよ。いくら銀花の浴衣ゆかた姿がプリチーだからって」

「やかましい！」

　毎度おなじみの誤解をする銀花を怒ど鳴なりつけ、銀之介は人のいない林の奥へと逃げ込んだ。

　人類が最近足を踏み入れてないって辺りで、銀之介は下ろした銀花を睨にらみ付けた。

「変身するだけならともかく、どうして暴れたりしたんだよ！」

「だって、小さい女の子に三万円出せとか言って泣かせてるんだよ！」

　銀花は自分の正当性を力一杯に主張した。

「間違って変身しちゃった時は逃げようと思ったけど、すぐ隣で女の子がわんわん泣いてたんだもん。ほっとけないよ……」

　泣きいるような声でそう呟つぶやく。

「う………」

　銀之介は言葉に詰まった。

　銀之介だってどちらかって言えばお人良しって方に天てん秤びんが傾く性格だ。勇気はないけど正義っていい言葉だなって常々思ってる。

　銀花の行動を誉ほめさえすれ、どうして叱しかることが出来ようか………。

「とにかくだ。水よーよー。風船には気をつけろ。もしかしたらスーパーボールもあるかもしれないからな」

　とりあえず無難な注意でその場は終わらせた。

「怒らないの？」

「ああ。お前のやったことが間違いだとは思わないからな。やりすぎだとは思うけど」

「銀兄ぃ」

　銀花は銀之介にとびつくとぺろぺろと顔を嘗なめた。

　トップブリーダーが推すい薦せんするドッグフードの宣伝が銀之介の脳のう裏りを過よぎった。

　満足いくまでぺろぺろしてから、銀花はぴょんと飛び下りた。

「それじゃ次は射的に行って来る」

　さっさと走り出す銀花を、銀之介は慌あわてて追いかけた。

「こらぁ！　人間に戻ってからにしろぉ！」

　苦労は続くよいつまでも。
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　うどん屋は戦場だった。（お！　なんか格好いい響き）

　飛び交う注文を必死に脳のう味み噌そにかきつけ、できあがった物を迅じん速そくに運ぶ。

　うどんの汁をこぼさないようにテーブルまで運ぶには、空くうの極ごく意いが必要なのだ。

「はい。冷やし狸たねきうどんに冷やし狐きつねうどん。ごゆっくり」

　テーブルにうどん皿を置いた唐とう子こは、ふ～～って息を吐はき出し額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　予想通りに、いや予想以上の忙しさだ。この客の入りじゃそう簡単には逃げ出せないだろう。

　だがしかし！

　唐子は拳こぶしを握り締めた。

「策さくは仕掛けたのよ。この策さえ動けば、アタシはお祭りに……」

　お祭りにて、花火見ながら焼きソバを食べる。

　昔から憧あこがれていたシチュエーションだ。

　前回の撮影日記の時叶かなうと思いきやあの時は見事に失敗してる。

　いわば今日こそが悲願達成の日！

「おい唐子。何をボ～～っとしてんだ？」

　七しち味みうどん亭ていの店主、唐子の親おや父じ、七味辛から彦ひこの声で唐子は現実世界に引き戻された。

「あ、御ご免めんなさい」

　唐子は辛雄によって渡された冷やし味噌煮込みうどんを運んだ。これで全すべての客にメニューが行き渡ったことになる。

　しばしの休息の時だ。

「策さえ動けば……」

　再び唐子が明後日あさつての方向に視線を向けた時だった。

　辛雄がさらっと言った。

「唐子。のれんしまっといてくれ」

「は～～ぃ。え？」

　唐子は目をパチクリさせた。まだ閉店時間までにはどっぷり時間がある。

「ど～～して？」

「終わったんだよ」

　辛雄はコップの冷水を飲み干し言った。

「用意してたうどん玉が全部」

「うそ！　だってまだ策は動いてないよ」

「策？」

「なんでもないなんでも。それより本当？」

「ああ」

　辛雄は、すっからかんになったケースを持ち上げて見せた。

「ほら、お前も気がついてるだろ。祭りで腹減ってるのか、大盛で注文する客が多かったって」

「そう言われれば」

「チリも積もればなんとやら。気がついたらうどん玉が終わってたって訳だ。もう店は閉めるからな。行きたけりゃ祭りにでも行って来いよ」

　唐とう子このすぐ後ろで、大きな幸福のベルがやかましいまでに鳴り響いた。

「本当にいいの？」

「ああ、片づけは帰って来てからでいい」

「それじゃ行っちゃおうかな～。浴衣ゆかた着て。出かけちゃおうかな～～」

　幸せ街道に唐子が片足を乗っけた、まさにその瞬間。

　がらがらがらがら。

　扉が開く音が響いた。

「あ、すいません。今日はもううどん玉が切れちゃったので…………」

　首を動かした唐子は、大きく目を開いた。

「ジョーンズさん！」

「ヤァ、唐子サン。情報提供アリガトウ。ヤッテ来マシタヨ」

　唐子の用意した策さくの御到着だった。

　うどん玉が早くなくなればお祭りに行ける！　そう考えた唐子は、自分の知り合いの中で一番うどんを消費する連中を呼ぶことを考えたのだ。

　すなわち、常連のジョーンズさん部隊だ。

　携けい帯たいを持ってないから友達の携帯を借りて、ジョーンズさんとこにメールを送ったのだ。




　今夜、飯いい波なみ市でお祭りだよ。よかったら来てよ。うどんサービスするから。




　唐子がしかけた策は、一応は動いたようだ。

「じょーんずの旦だん那な。この間は店手伝ってもらって悪かったね」

　辛から雄おが常連の見慣れた顔を見つけてひょこひょこ出て来た。

「おや？珍しいね。今日は一人かい？」

「ハハ、皆夏休ミデ本国ニ帰ッテルノデネ。デモ一人ジャアリマセン」

　ジョーンズが後ろを振り向いて何か言うと、見慣れないキャラが入って来た。

　一言で言うなら、あめりかんな娘むすめさんだ。

「ハーイ」

　やっぱりあめりかんな娘さんだった。

「娘ノジニーデス。コッチニ遊ビニ来テイテ、帰ル前ニ一番美オ味イシイウドンヲ食べサセヨウト思ッテタラチョウド唐子サンカラ連絡ガ」

「いや～～、わざわざ来てもらってこんなこと言うのは苦しいんだがな。実はうどん玉、終わっちまったんだ」

「オー、ソレハ残念」

　ジョーンズさんは大げさに嘆なげいた。

「オーソレハ残念ネ」

　あめりかんな娘むすめさんも父親ゆずりの大げささで嘆いた。

「すぐに作ってやれりゃいいんだがうどんってのは寝かせる時間が一晩くらいいるんだよな。こねるのの後で」

「コネル！」

　あめりかんな娘さんの瞳ひとみがキラリンって光った。

「見テミタイデス！」

「コラコラ、無理ヲ言ッチャ駄ダ目メダ」

「宿題ノレポートニ日本文化ニツイテ書キタイト思ッテタデス」

「日本文化！」

　当事者達の中で一番日本文化してる男が吠ほえた。七しち味み辛から雄おさんだ。

「日本文化と言われたら黙っちゃいられないな。唐とう子こ、小麦粉の用意だ！」

「え？　だってアタシはこれからおまつ」

「何ぐずぐずしてんだ。配分はいつものままで頼むぞ。工たくみの技わざってのを見せてやる」

　鉢はち巻まきを閉め直してる辛雄を止める元気は唐子にはなかった。

　おまけにカメラ片手に始まるのを待ち構えてるあめりかんな娘さんを止める勇気はもっとなかった。

「早くしろよ」

「はい！」

　唐子は力一杯叫ぶと、いつもの作業を開始した。

　余計な策さくさえ仕掛けなければ、こんなことにはならなかったろう。

　自分で掘った墓穴に自分で落っこちる。唐子は小麦粉の分量を計りつつ、しみじみとその言葉を嚙かみ締めた。
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「楽しかったね」

　水よーよーとか、ぴ～～って吹くとび～～って伸びる笛とか、組み立てて飛ばす飛行機とかなどなど。お祭りでありがちな様々な小物抱えて銀ぎん花かが言った。

「そうか？　僕はただ疲れだけのような気がするが」

　銀ぎん之の介けが心の底から呟つぶやいたけど、そんなことに動じる銀花ちゃんじゃなかった。

「おじちゃんおばちゃんにおみやげやろっと」

　ふくろに入った綿わた飴あめを見てにんまり微笑ほほえんでる。まぁおみやげの綿飴だけどまず間違いなく食べるのは銀ぎん花かだ。

「やれやれ」

　銀ぎん之の介すけはかぶりを振ってから、静かに自分を誉ほめてあげた。

　よく逃げ出さずにがんばったな。偉えらいぞ。ぼくちゃん。

　つらく苦しいおもり（付き人）も終わり、これから我が家へ向かうとこだ。

　我が家へついたら、たとえ三さん国ごく志しに出てくるような武将が立ちはだかってたってベッドに飛び込んでやると銀之介は誓った。

　ベッドに飛び込んで、思い切り上の瞼まぶたと下の瞼を押しつけてやると誓った。

　全身全霊を込めて眠りの世界に旅立ってやると誓いまくった。

　そんな時だ。

　がらがらがらがらがら。

　音をたてて二人の隣を一台の屋や台たいが通り過ぎて行った。

『うどん』って書かれた屋台だ。

「今から神社行くのかな？　でももうお祭り終わっちゃうよ」

「そうだよな。僕らはフライングだったけど、ありゃ間違いなくスタートミスだよな」

　共にスタートを失敗した者同士、なんとなく親近感を覚えて銀之介は屋台を見やってた。

　と、脳のう裏りに外ハネの女の子の顔が浮かび上がった。うどんって文字が引きがねとなって思い出したのだ。

「そういや、唐とう子こやっぱり来なかったな。店、忙しかったんだろうな」

　気の毒そうに銀之介は呟つぶやいた。

　お祭りを楽しみにしてた大きな瞳ひとみがはっきりと思い出された。

　そいでもって、唐子の言葉が脳のう味み噌そにわきあがって弾はじけた。

『いくら遅くなっても行くから！』

「銀ぎん兄ぃ。何ぼ～～っとつったってるの。ほら、帰ろうよ」

　手を引っ張る銀花に、銀之介はきっぱり言った。

「お銀、悪いが先に帰っててくれ」

「え？」

「僕、ちょっとばかしやることがあるから」

　ちょっとばかしについての説明はなかった。

　銀之介はもと来た道を引き返し始めた。
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「オ～～、ワンダフルワンダフルワンダフルネ！」

　辛から雄おがうどんをこねこねするのを、あめりかん娘むすめはパチパチ写真を撮とりまくって喜んだ。

　もう店内に客はいない。いるのは日本の文化を見せつける親おや父じとその娘。そして日本の文化を見たい娘とその親父。その四人だ。

「ワンダフルグレイトエクセレントミラクル！」

　たとえうどんをこねるって行為でも、これだけ喜ばれればおのずと力が入る。

「これが日本文化だ！」

　っていつもの一五〇パーセント増しに気合い込めてうどん練ねってる辛雄の額ひたいには、玉のような汗が光っていた。

　そろそ止めに入らなくちゃね。

　唐とう子こは思った。

　このまんまじゃ、余分な塩味が入っちゃうもんね。

「お父さん。少し休んでて。アタシがやるから」

「そうだな。ならしててくれ。俺は一服するから」

　唐子の的確な判断で、うどん種だねに余分な塩分が練り込まれるのは回避された。

　唐子は手慣れた手つきでうどんをこね始めた。そりゃ辛雄に比べれば力はないけど、これでもうどん屋の跡取り娘だ。

　言葉じゃ説明しにくいけど、ただもんじゃない手つきなのだ。

　そんな手つきを見つめて、あめりかん娘は感嘆の息を漏もらした。

「グレイト」

「もう十年もこねてるから」

「今日ハミラクルラッキー。日本ノフェスティバル、オ祭リト日本ノカルチャー、ウドンコネガ見ラレルナンテ」

「オ祭リト言エバ」

　うどんこねこねに見入っていたジョーンズさんがふと顔を上げた。

「日本ノ伝統衣装ヲツケテ一緒ニ歩イテル男ノ子ト女ノ子ガ沢タク山サンイマシタガ、ヤッパリ皆カップルナンデスカ？」

「そ～～でもないんじゃないかな？　友達同士でも一緒に出かけることもあるだろうし。なんてったってお祭りなんだもん」

「ナルホドナルホド。日本ノ方ハ愛シ合ッテル二人デナイト、二人キリデ出カケナイト思ッテマシタケド、誤解ダッタヨ～デスネ」

　しばらくふむふむ感心してから、ジョーンズさんは唐子に尋たずねた。

「唐トウ子コサンハ誰ト一緒ニ行ッタンデスカ？　オ祭リ」

「誰とも行ってないよ」

「誰トモ？　ソレジャ一人デ」

「はは。違うよ。アタシだって一緒にお祭り行ってくれる男の子の一人くらいいるけど……………もう帰っちゃってるよ。きっと」

　ガッシャ～～ン！

　景気のいい音がすぐ隣で響いた。

　冷水を飲んでた辛から雄おが、グラスを落っことしたのだ。

「そうだったのか……」

　辛雄は、ものすごくドラマ的に言い放った。

「本当は……祭りに行くつもりだったんだな。彼氏と……」

「は？　ちょっとお父さん。何言って…」

「すまなかったぁ」

　辛雄はダイナミックに床に崩くずれ落ちた。

「娘の青春白書にも気がつかず、こき使っていたとは……父親失格だぁ。天国の母さんに顔向けが出来ん！」

「スミマセンデシタァ！」

　客席の方でも二人ばかし崩れ落ちていた。

「コネコネガ見タイッテワガママヲ言ッタセイデ」

「ソノワガママヲ許シテシマッタセイデ」

「ちょっとちょっと、お父さんもジョーンズさんも、え～～と………ミニー」

「ジニーデス」

「御ご免めんね。カタカナの名前って覚えにくくて。とにかく三人とも止めてよ。いいんだってば。別にきっちり約束した訳じゃ」

「唐子。今からでも遅くない。行くんだ」

「だからちゃんと約束した訳じゃ」

「行ッテ下サイ唐子サン」

「行ッテ！」

　三人とも思い込んだらなんとかって歌が聞こえて来そうな瞳ひとみの色だった。

　逆らっちゃいかん。逆らったらえらいことになる。

　唐子の頭の後ろの方で誰かが囁ささやいた。

「わかったわかった。行きます。行きますって。だからそんな瞳しないでよ」

「母さんの浴衣ゆかたがタンスの一番下に入ってたからな。すぐに着替えるんだ！　急ぐんだぞ」




　ちょうど三分後、浴衣ゆかたに着替えた唐とう子こは応援の合唱を受けてうどん屋を後にした。

　半なかば追い出されるように。
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　追い出されちゃった唐子はぽっくりぽっくり歩いていた。

「どう考えたって遅刻なんだよ。明らかに」

　お祭りなんかとっくの昔に終わってる。終わってるから行ったって仕方ないんだけど……。

　今帰ったらあの三人がいる。思い込んだらなんとか瞳ひとみの三人だ。

「あの瞳の色がど～～にかなるまでは……帰れないよね」

　仕方ないから、こうやって神社に向かって歩いて暇ひま潰つぶししてるのだ。

　実は心の片隅にちょっとした希望があった。

　もしかしたら、屋や台たいの一個くらい残ってるかも。

　お祭りの尻尾しつぽでも残ってればと、唐子は神社の鳥居をくぐった。

　結論から言おう。

　お祭りの尻尾は見当たらなかった。

　屋台も片づけそこねた骨組みが残ってるのがいくつかあるだけ。提灯ちようちんの火も消されて人の姿もない。

　あるのはお祭りの残り香だけだ。

「やっぱり、遅刻だよね」

　唐子はふぅぅって重いため息を吐はき出した。

「人生十七年。今年も駄だ目めだったか」

　軽く笑いながらそう呟つぶやくと近くの石の上に腰を下ろした。

　空を見上げても、見えるのはいい感じにかけたお月様だけ。遅刻した花火なんていもしない。

「見たかったなぁ。花火」

　唐子がそう呟いたすぐ後だった。

「遅かったな」

　後ろからそう声をかけられ、唐子は振り向いた。

　ただでさえぱっちりとしたお目目が、さらにパワーアップした。

「銀ぎん之の介すけ君！」

　両手にビニール袋をぶら下げた浴衣ボーイだ。

「ど～して？」

「だって遅くなっても来るって言ってたろ」

　銀之介は右手のビニール袋を持ち上げ言った。

「これ、焼きソバ。一応麵めんがおいしそうな屋台から買っておいた。ちょっと冷さめてるけどそこんとこは我慢してくれ。ジュースも入ってる。それから」

　今度は左手に持ってたビニール袋を持ち上げる。

「これ、花火セット。コンビニで買って来た。夜空にどでかくどっか～～んって訳にはいかないけど、そこんとこは我慢してくれ。一応小こ遣づかいの許す範囲で一番高いのにして来たんだぞ」

　そこで銀ぎん之の介すけはおやって首を傾かしげた。何かとてつもなく大切なものを忘れて来たような気がしたのだ。

　おかしいぞ。なんなんだ？　この感触は。忘れ物はないはずだが。

　銀之介は焼きソバの方のビニール袋を覗のぞき込んだ。

　ちゃんと二パック買って来た。片方はマヨネーズ抜きにしてもらってる。焼きソバだけじゃ喉のどにつまると思って飲物だって買って来てある。一番忘れがちな箸はしだってちゃんとある。

　気のせいだな。やはり僕の仕事にぬかりはない。

　満足気に息を吐はき出しながら、それでも一応花火の方も覗き込んだ銀之介は全すべてに気がついた。

　銀之介が買い忘れた物、それは……。

「あ～～！　ライター買うの忘れた！」

　絵に書いたようなお約束な馬鹿だ。ツメが甘いってのはこのことだ。

　さぞかし呆あきれてるんだろと思いつつ、銀之介は視線を唐とう子こに向けた。

　唐子は呆れてなかった。でも銀之介としては呆れててくれた方がなんぼかマシだった。

　唐子ちゃんの大きな瞳ひとみにこんもりと涙が浮かび上がってるのだ。

　銀之介の背中を、冷蔵庫でい～感じに冷ひやされたしゃくとり虫が高速で駆け抜けて行った。

　ことわっておくが、銀之介にとってこれが初めての乙女おとめの涙って訳じゃない。

　これまで幾度となく女の涙ってもんも見て来ている。

　ただそれらは、恐こわいわ～～キャー！　食べないで！　キャー！っていう恐怖の涙と、銀ぎん花かお得意の噓うそ泣きの涙って相場が決まってた。

　こ～～ゆ～～状況下で、にじみ出てくる涙ってものには、とんと免めん疫えきがないのだ。

「うわぁ、ど～して泣くんだよ。唐子。どっか具合でも悪いのか？」

「うぐっ。えぐっ」

「どうした？　お腹でも痛いのか？　頭でも悪いのか？」

　頭悪いのはお前だっちゅうの、なんてつっこみはせず、唐子は口を開いた。

「銀之介君………」

　唐子が何かを言いかけた時だ。

「山本の兄貴。いましたぜ」

　非常にガラの悪い声が夜の幾分涼しくなった空気を震わせた。

「やっと見つけたで」

　その声に見合った人達がぞろぞろぞろぞろやって来ると銀ぎん之の介すけを取り囲んだ。

「あのぉ。一体僕にどんな御用で……」

「わてらの屋や台たいをぶち壊こわしたガキのことや」

　銀之介はこの言葉で全すべてを察した。狼おおかみになった銀ぎん花かが目め茶ちや苦く茶ちやにぶち壊していた屋台の主あるじ達に違いないって。

「無関係とは言わせへんで。ガキの方はお面かぶってて顔はわからへんが、ガキを担かついで逃げて行くお前はんの顔はばっちり見てんやからな」

　銀花の変身後の素顔をお祭りのお面と誤解してくれてることはありがたいけど、自分の顔を覚えられてるのは非常にありがたくなかった。

「唐とう子こ………どうしよ」

　情けなく助けを求めようとしたけど、頼みの唐子ちゃんはどっかに消えていた。

「さぁ。弁べん償しようしてくれるんやろな」

　ガラのよくない皆様がぐいっと距離を縮めて来た。息苦しくさ度に拍車がかかった。

「お高いんですよね」

「まぁ、子供のやったことや。こっちもそんなに目くじらをたてるつもりはあらへん」

　リーダー格っぽい奴やつは目を細めて言った。

「三十万や。それで勘かん弁べんしたる」

「三十万!!」

「さ、払いなはれ」

　さらにずいずいっと輪が狭せばめられる。もはや窒息寸前だ。

　藪やぶから棒ぼうにやって来た不幸に暗あん澹たんたる気持ちになる反面、なんだかものすごく腹だたしいものを銀之介は覚えた。

　お銀ぎんの奴だって意味なく暴れた訳じゃない。泣いてる子供を見て頭に来て暴れたんだ。僕らなら見てみぬふりをするところを無視しないでしっかり見つめたから暴れたんだ。誰が悪いかって言えば子供相手にぼったくってたお前らじゃないか。

「やかましい！」

　銀之介は足踏ん張って叫んだ。

「お前らに払う金なんてねえよ。このぼったくり野郎が！」

　銀之介はそれだけ叫ぶと、隙すき間まをぬって一いち目もく散さんに逃げ出した。

　たんかは切ってもそれに見合う力は持ち合わせてないのだ。

「待てこらぁ」

　すぐ後ろで聞こえる中、浴衣ゆかたのすそまくって必死に逃げた。

　でも貧弱王である眼鏡めがねのひょろひょろの血を引く体力は並じゃなかった。あ！って言う間まに心臓がギブアップの悲鳴を上げる。

　銀ぎん之の介すけは最寄りの茂みに飛び込み、息を殺した。

「どこだ？」

「この辺りやな。探すんや。見つけたら軽く痛めつけてやりなはれ」

「軽くってのはどれくらい？」

「まぁ喋しやべれれば足腰が立たなくたってかまわへん」

　無む茶ちや苦く茶ちや言ってやがる。

　銀之介は梅干しみたく顔をしかめた。

　でもまぁ、避けては通れない運命みたいだ。この状況下、発掘されるのは時間の問題だろう。

「さてと、久しぶりに殴なぐられるとするか」

　銀之介が半ば覚かく悟ごした時、がさごそって茂みをかきわける音が聞こえた。

　来た！

　銀之介は奥歯を嚙かみ締めた。殴られた時に頰ほおの内側を嚙み切るのを防ぐためにだ。

　でも、鼻が潰つぶれるような強烈な一撃は来なかった。

「銀之介君。はい」

　何故かどんぶりを突き出してる唐とう子こが目の前にはいた。

　唐子がどんぶりを突き出せば、中身が何かなんて簡単に想像出来る。少なくとも狸たぬきソバじゃないことだけは確かだ。

「唐子。こいつをどこで？」

「向こうの林の中にさ、うどんの屋や台たいがあったの」

「うどんの屋台、帰りにすれ違った奴やつかな？」

「とにかくはい！」

　このどんぶりの中に入ってるのは、十じゆつ中ちゆう八はつ九くあれだ。そしてこいつを使えば、この思わず墓石を担かつぎたくなっちゃうようなピンチを切り抜けることが出来る。

　銀之介はありがたく頂ちよう戴だいし、どんぶりの中を覗のぞき込んだ。




「やっぱりいい仕事してる。今日こそは秘密を教えてもらわないと」

　空からっぽのどんぶりを持って屋台のあった場所へと戻る唐子。だがしかし！

「あ！」

　屋台は忽こつ然ぜんと姿を消していた。まるで噓うそのように。

「やっぱりうどんの神様かも」

　ドカ！　バキ！　ウギャ～～！　助けて～～！　化ばけ物ものぉぉぉ！　とか遠くの方で物ぶつ騒そうな音が聞こえる中、唐子は神しん妙みような顔つきで呟つぶやいた。




「それじゃ火をつけるぞ」

　夜の神社、浴衣ゆかた姿の男女が二人。

「あれ？　銀ぎん之の介すけ君。ライターは？」

「ああ。あっちで山になってる人達から借りて来た」

　銀之介は大きな盛り上がり花火の導火線に火をつけた。

　素早く危険区域から逃げた二人は石段に腰を下ろして静かに乾かん杯ぱいした。

「あ、始まったよ」

　筒が炎ほのおを噴ふき出した。

「きれ～～」

「小さいけど大たいしたもんだな」

　炎の噴水は色を変えながら噴き続ける。

「ねぇ、銀之介君」

「何？」

「…………ありがとね」

　唐子はさっき言えなかった言葉を、少し照れくさそうに呟つぶやいた。
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　同時刻、飯いい波なみ市内。

　いけすのある御家庭を無断訪問する二人がいた。

「兄貴、どうしてこんなことするんすか？」

　金魚のいっぱい入った水袋を背負って、マサが尋たずねた。

　同じく金魚のいっぱい入った水袋を背負った健けんが答える。

「売れ残った金魚は鑑賞魚のエサにされちまうんだ。かわいそうじゃねーか」

「だったら一カ所に全部ぶちこんどけばい～じゃないすか」

「馬鹿！　いきなり金魚が何十匹ぴき入れられても、飼ってる人だってびっくりするだろ。だから一カ所のいけすにせいぜい五、六匹。それぐらいなら大事に飼ってもらえるからな」

　頭に陸イグアナ載のせて、健は道理にかなってるとばかしに言い放った。

　どうしてこんな人について来ちゃったんだろ。

　マサはしみじみとため息を吐はき出した。

　でも、なんだか心のすみっこで気持ちいいもんも感じてるマサだった。




　　　　　　　　　　　　　　　第八話　おしまい
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　　　あとがき







　オオカミ息むす子ことうどん娘むすめのお話の三巻目です。

　今回は初めて（！）過去に銀ぎん之の介すけと因いん縁ねんのある女の子が出て来ちゃいました（因縁ってほどにおどろおどろしてないんだけどね）。

　過去、この女の子と銀之介がどのようにすったもんだしてたかが気になるって方は、「電撃hp⑪」の『いつもどこでも着ぐるみで』を一いち瞥べつしてやって下さい。

　そんなに大たいしたことのない因縁だなって実感出来ると思います。

　いずれ銀之介君のおもいでぼろぼろシリーズってことで一冊分くらいたまらないかな～なんて良からぬことを考えてます。

　それじゃ、また機会がありましたら。





阿智太郎　　　　　　　　　　　






　言っておきたいたくさんの一言（今回はやたら多い）





その①　最近、フライパンを使うことを覚えました。人類の大きな進歩です。

その②　最近、焼しよう酎ちゆうのお湯割り（梅干し入り）を覚えました。人類の大きな進歩です。

その③　ついにプレステ２が手に入りました。文明人になるのも時間の問題です（携けい帯たい電話が手に入ったら文明人に昇格。さらにパソコンが手に入ったら未来人）。

その④　「天てん誅ちゆう弐に」は全任務（龍たつ丸まる編も含む）全すべて免めん許きよ皆かい伝でんを取りました。忍にん者じやマスターになる日ももうすぐです。

その⑤　焼肉屋で食べた冷れい麵めんがミョ～に気に入って、家であれに似た物が出来ないかと考えました。あの歯応ごたえに似たものとしてシラタキを思いつき、見かけだけはそれらしいものを作り上げました。

　　　　思わず夢に出て来ちゃうような味でした。

　　　　後世に伝えてはならないレシピです。

その⑥　「おじゃ魔女ドレミ＃」を何気なく見ててふと思った。

　　　　『魔法少女物ってたくさんあるのに、魔法少年物って聞いたことないなぁ』

　　　　馬鹿小説はこ～～ゆ～～下らない思いつきから出来るのである。

　　　　一応メモっとこ。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年10月、長野県の秘境にて誕生。高校在学中に書いた『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。高校卒業とほぼ同時にアメリカに渡り、その後イギリスに暮らす。が、２０００年春急遽日本へ帰国。最近はラジオパーソナリティにも挑戦中。
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イラスト／宮みや須す弥み

数々のＴＲＰＧ誌やゲーム雑誌などで活躍するイラストレーター。現在「電撃ｈｐ」誌上に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』を連載中。ほかに『女神学園』（メディアワークス刊）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで③




あぁ青せい春しゅんの撮さつ影えい日にっ記き








阿あ智ち太た郎ろう





発　行　　　　2015年9月17日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2001 TARO ACHI





※2003年3月5日発行の電撃文庫『僕にお月様を見せないで③ あぁ青春の撮影日記』6版に基づき制作








[image: ]



item/image/cover.jpg





item/image/p276.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p071.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p223.jpg





item/image/p187.jpg





item/image/p104.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/image/gaiji-0001.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		第七話　あぁ青春の撮影日記



		第八話　お祭りに吠えろ！



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p141.jpg





item/image/p259.jpg





item/image/k002.jpg
KRR
{Uiay ZRT} WL VB8R
NES] =P

N2 HiE
WP

| m| &

R KOD—J4 ,, :

@5V ERKENET

Hv S LN QUEIRRIF
Lo oo

45






item/image/k001.jpg





item/image/k004.jpg
FE# ST -

+K :

ek | ) TOD
RROORQ—

HUO UK O
WiwEin
QRN

H &t J—v

s, 208

RBE8R

EA0 M &1






item/image/k003.jpg
HR/—=%
GEDUONV






item/image/k006.jpg
WRfp-

TH< B

B 0y S
RO BE AV

134001 v
ENZIoY (VA AYQ N RNZ
QEBS Ot 2

EWv v
Yo






item/image/k005.jpg
8 wap NGO A q | —y

< St NN EHS 0102
PR ‘ ;
LR

MATMUO W

=t S h \ \ | veERe®
<HEEUY ; EH<WOUL
24~ PG

SI0BHYNE | @0

< EE 0 ESTES RS \
HACW H<e PEMN
K448 = ZH<OY






item/image/k008.jpg
B0 1011 IS

#£LHE brEBEDIREHE 10

FE)\GE BEDICIRZ B! 277

HEhiE 327
@ FIEIETNHS U oo

B& 2 EEDOERDI T AX— MEKBEFOBNIF T,
BREDMEBEWSEFZEL. —+=EEO5LZRN
TVBBIRBZNTY . RIEIRS ST < THRICIEDREEKDER
TEHRICP>TET, HFEa—[CHEEbENF LR, Z
LRSEOBARTRICESZ LT, ZNREZNEAREE. F
VWABLESTIARDE, ZOREHLIES CEORICL
22TV AENS 0 BEFICDABFEROFAEDSH
FRICPO>TERFAKES>TADL. ES3BR/OOADK
3Trre VDRWMEDFRRIBESHEOTLESDOTLELS ?
ik, RNSRVEZRETENT |

THAY S PERT)





item/image/k007.jpg
-y MEBNHSHKE
@] | BN

- SIRBINGT
HGLINM O
YRIPINOE






item/image/photo.jpg





item/image/p045.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p326.jpg
R

e






item/image/p009.jpg
K1 ) OMTHWIR D) {351 (@) seeummemnmy





